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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　それは、よくある情じよう景けいからはじまった。


「おらテメぇ、ナメてんじゃねーぞ」


「こっちが甘あめぇ顔してると思ってつけ上がりやがって」


　ある日のうららかな昼ひる下さがり。


　とある町のある通りで、誰だれかにつまらぬ因いん縁ねんつけて、金品まき上げようとする、ちんぴらたちの姿すがた──


　季き節せつの風ふう物ぶつ詩しとさえ言える、平へい々へい凡ぼん々ぼんたる風ふう景けいである。


　でもって、その連れん中ちゆうがからんでいる相あい手てがこのあたし──戦せん士しにして天てん才さい魔ま道どう士したるリナ＝インバースだったりした日には、このあと展てん開かいされる情景は、もはや決まっているも同どう然ぜん。


　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「風波礫圧破デイミルアーウイン！」





　づぼごぉむ！





『のぐあぁぁぁぁっ!?』
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　ちんぴらたちは、呪文一発でまともに吹ふっ飛とび──


「……へ……？」


　あたしは思わずつぶやいて、ぼーぜんとその場に立ちつくす。


　連中を蹴散らした今の一いち撃げきは、あたしが放はなったものではない。


　やったのは、横から聞こえた野の太ぶとい声の主だった。


「はっはっはっはっは！　危あぶないところだったな！」


　その野太い声で、デカい笑わらい声ごえを上げながら、ずずいっ、と、人ごみの中から出てきたのは、としの頃ころなら三十前後の、がっしりとした大おお柄がらな男。


　動きやすそうなラフで地じ味みな服ふく装そうに、黒い髪かみを短く刈かっている。


　……まあ、このおっちゃんがやんなくても、あたしが自分でちんぴら連中を吹っ飛ばしていただけの話ではあるのだが、いちおーこーいった場合、礼れいを言うのが世せ間けんさま一いつ般ぱんでの通つう例れい、とゆー奴やつである。


「……あ……どぉも……ありがとーございました」


「はっはっはっ。礼には及およばないぞ。


　僕ぼかぁただ、務つとめを果はたしただけだからな」


　ぺこりと頭を下げるあたしに、一体何が楽たのしいのか、おっちゃんはまたまた笑いつつ、わけのわからんことを言う。


「ま、何はともあれ。


　そういうことで、これからよろしくな。


　リナ＝インバースくん」


　……………………


「……は？」


　にこやかな笑え顔がおでそう言われ、思わず眉まゆをひそめるあたし。


　……いや……いきなし『これからよろしく』とか言われても……


　それにそもそもなにゆえに、このおっちゃんが、あたしの名前を知っているのか……？


　思わず立ちつくすあたしに、おっちゃんは、ぽんっ、とひとつ手を打うって、


「おお！


　そう言えば、自じ己こ紹しよう介かいがまだだったな。


　僕ぁゴラス＝ゼノモード。


　きみの教きよう育いく係がかりを任まかされた。


　と、いうことで、よろしくな」


「……………………はい……？」


　男のことばに、あたしの目は点になったのだった。





「はっはっは。リナくん、きみのことは聞いているぞー。


　いい噂うわさ、悪い噂、いろいろとね。


　まあ、悪い噂の方が多いかな？　はっはっはっはっ」


　とりあえず立ち話もなんだからと、近くのメシ屋に案あん内ないされて。


　ゴラスと名な乗のるおっちゃんは、いきなりそう切り出した。


「まあ、リナくんにはリナくんの生き方があるから、それはそれでもいいと僕ぁ思うんだが、やっぱりそういうことを気にする人もいるからな」


「……で……？」


　いまいちまだ話が見えず、ゴラスに先をうながすあたし。


「つまりだ。


　僕ぼくが所しよ属ぞくする、クランドール・シティの魔道士協きよう会かいの評ひよう議ぎ長ちようも、そういうひとだった、ということだ。


　評議長は心しん配ぱいされてるんだよ。


　このままリナくん、きみが好すき放ほう題だいに悪あく逆ぎやく非ひ道どうの限かぎりを尽つくしていると、きみだけじゃなく、魔道士全体の風ふう評ひようが落ちるんじゃないか、ってね」


「……悪逆非道……って……」


「そこで、だ。


　ならばきみを、常じよう識しきある真まっ当とうな魔道士として教育する必ひつ要ようがある。


　その教育係として、この僕が送られてきた、というわけなんだよ」


「……ちょ……ちょっと待てぃっ！」


　言ってあたしはゴラスをにらみつける。


「何なのよそれはっ!?


　あたしが魔道士全体の評ひよう判ばん悪くする!?


　そんなことあるわけないとは限んないけどそれはそれっ！


　勝かつ手てに『教育する』とか決めて、一方的に教育係押おしつけるなんて、それこそ超ちよう巨きよう大だいなお世せ話わ、いくらなんでもめちゃめちゃでしょーがっ！


　あたしの意い見けんとか立たち場ばっつーものはどーなんのよっ!?」


　ゴラスはあたしの反はん論ろんを、いちいちうなずいて聞いてから、


「ははははは。馬ば鹿かだなぁ。リナくん。


　そんなものあるわけないじゃあないか」


「ほがらかに言うなぁぁぁぁっ！」


「まあまあ、落ち着いて」


　ゴラスは、運はこばれてきた料理をがづがづ食べはじめながら、


「照てれる気持ちはわかるけどね。


　もっと自分に素す直なおになろう」


「……おっさん……」


　十年前に流は行やった、騎き士し同士のチープな友ゆう情じよう物もの語がたりにでも出てきそうなセリフに、拒きよ絶ぜつ反はん応のうを通とおり越こし、脱だつ力りよく感かんすらおぼえるあたし。


「はっはっはっ。リナくん、『おっさん』はないだろう。


　僕のことはこれから『先生』って呼よんでくれていいよ」


「いやぢゃぁぁぁぁっ！」


　あたしの魂たましいからの抗こう議ぎにも、ゴラスは顔色ひとつ変えずに、食事をもぐもぐ続けつつ、


「まあまあ。


　──そうだ。いいことを思いついたぞ。


　お近づきのしるし、と、先生への教きよう育いく費ひという意味を含ふくめて、この食事の勘かん定じよう、リナくんが持つというのはどうだろう？」
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　……………………


　……んっふっふっふっ……


　この瞬しゆん間かん。


　あたしは悟さとった。


　こーゆー奴は言ってもムダだと。


　言ってムダならやることは一つ！


　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「風波礫圧破デイミルアーウイン！」





　ずごどわぁぁぁん！





　──しかし──


　ゴラスを吹っ飛ばした一いち撃げきは、あたしではなく、ゴラス自身の放ったものだった──





「……で？」


　吹っ飛んだ店をダッシュで逃げ出したそのあと。


　とりあえず、追っ手がないのを確たしかめて、ひと落ち着きしたあとで、あたしはゴラスに問といかける。


「一体何のまね？　今のは」


「ん？　今の、とは？」


「だから、さっきの店で、自分で自分に攻こう撃げき呪文ぶっ放したでしょーが。


　あれって一体どーいうつもりでやったのか、って聞いてんのよ」


「はっはっはっ。決まってるじゃあないか、リナくん。


　きみはさっき、先生に向かって呪文かけようとしてただろう？」


「当たり前よ。あんなくそ勝手なこと言われたら、呪文の一発もぶっ放したくなるのが女の子、ってもんよ」


「だからなんだ。


　先生は、『きみがこれ以上騒さわぎを起こして、魔道士のイメージ・ダウンになるのを防ふせぐ』のがそもそもの目もく的てきで、派は遣けんされたんだからな。


　ということは、きみが呪文をぶっ放す前に、先生が呪文で同じことをしてしまえば、目的は達たつ成せいされる、というわけだ！」


「……………………」


　……そ……そーかなー……あたしがやろーとおっちゃんがやろーと、魔道士の風評が落ちるのは、いっしょのよーな気もするんだけど……


「……まあ……


　それはとにかく……


　あたしは、おっちゃんを自分の教育係だなんて、認みとめるつもりはぜんっぜんないから！


　おとなしく、その、なんとか、って町の協会に帰ってね」


「はっはっはっ。


　まあそう言うな、リナくん。


　たしかに最さい初しよはとまどうかもしれないが、なぁに、心しん配ぱいすることはない。


　先生が、絶ぜつ対たいきみを、真まっ当とうなかたぎの魔道士に更こう生せいさせてみせるよ！」


「……更生って……」


「大だい丈じよう夫ぶ。


　教育は愛あいだ！


　愛をもって接せつすれば、どんなことでも絶対成なし遂とげられる！」


「……あ……あのねぇ……」


　はうぅぅぅぅ……


　おっちゃんのことばに、あたしは深いため息ひとつつき、


「……そもそも、『教育は愛』なんて、くそ月つき並なみなこと言うよーな、型かたにハマった人間が、いろんな個こ性せい持ってる人間を、ちゃんと教育できる、なんて思ってんの？」


「はっはっは！


　心配しなくていいぞ、リナくん！


　こう見えて、先生、個性にはちょっと自じ信しんがあるからな！


　だから、たとえ言葉が月並みでも、内ない容ようまではそうじゃあないぞっ！


　その証しよう拠こに、先生、前の恋こい人びとには『あなたの愛は歪ゆがんでる』とか言われて逃げられたからな！」


　……いや……堂どう々どうとした態たい度どでンなこと言われても……


　第一それはそれで、おーいに問題があるよーな気が……


「まあ、とにかくリナくん！　きみはそんなこと気にする必ひつ要ようはないんだ！


　なぜって、きみがどう言おうが思おうが、先生、問もん答どう無む用ようできみについて行って教育するんだからなっ！　はっはっはっは！」


「うああああああああああああああ。」


　きっぱりほがらかに言い放たれて。


　あたしは思わず、頭を抱かかえて呻うめいたのだった。





「はっはっはっ。リナくん。フォークの持ち方が悪いよ」


「はっはっは。リナくん。街かい道どうを歩くときは、どちらか道の端はしに寄よらないと、ほかのひとたちの迷めい惑わくになるぞ」


「はっはっは。リナくん。盗とう賊ぞくをいじめる時は、ちゃんと相手が動かなくなるまでやっておかないと危あぶないぞ」


　エトセトラエトセトラ……


「どやかましぃぃぃぃぃぃぃっ！」


　とーとーあたしが絶ぜつ叫きようしたのは、その日の昼の食事中。


　ポークソテーの肉を切る、ナイフの角かく度どが甘い、と指し摘てきされた時のことだった。


　なにしろこのおっちゃんときたら、始し終じゆうあたしについて回って、やることなすことに文もん句くをつける。


　ストレス解かい消しように、と盗賊たちに夜や襲しゆうをかければ、いつの間にか先回りして、こちらより先に呪文をぶっ放し、おまけにまたまた説せつ教きようたれる。


　これでストレスのたまらないわけはない。


「おや？　どうしたんだリナくん？」


「『どうしたんだリナくん』ぢゃないっ！


　いーかげんにしてほしーわねっ！」


「ずいぶんご機き嫌げんななめだなリナくん。困こまってることがあったら、先生に言ってみなさい」


「おっしゃそれなら言うわよっ！


　そもそもあたしは、おっちゃんの存そん在ざいそのものに困ってんのよっ！


　無む意い味みに夕日に向かって叫さけびたがるわ、海に向かって叫びたがるわ、あたりかまわず自じ爆ばくするわ！」


「はっはっはっはっ。何言ってるんだ、リナくん。先生が自爆しなきゃあ、リナくんが攻撃呪文ぶちかますじゃあないか」


「あたしのはいーのよっ！」


　力いっぱい叫ぶあたし。


　他人とのカルいコミュニケーションのひとつに、あたしもよくやる『ツッコミがわりに攻撃呪文で吹っ飛ばしてみる』とゆーのがあるわけだが、これにもちゃんと、ケースバイケースとゆーものがあるのだ。


　親したしいひとなら爆裂陣メガ・ブランド。顔見知り程てい度どなら炸弾陣デイル・ブランド。


　からかいを含ふくんだパーティー・ジョークには、はじらいつつも烈閃槍エルメキア・ランス。アウトドアなら自し然ぜんにやさしい竜破斬ドラグ・スレイブ、といったふうに。


　ところが──である。


　このおっちゃん、攻撃呪文ときたら、どーやら風波礫圧破デイミルアーウインしか扱あつかえないらしく、どんな時でも『自爆』といえば『風波礫圧破デイミルアーウイン』ときているのだ。


　高こう圧あつの空気の塊かたまりを爆ばく裂れつさせる術じゆつで、つくりのヤワいテーブル程度なら、いともあっさり破は壊かいする。


　つまり。


　あたしだと、狙ねらった相手だけ吹っ飛ばすよーに努ど力りよくはしているのだが、おっちゃんがやると確かく実じつに、まわりの人間が巻まき込こまれるのである。


　あたし自じ身しんのストレス解かい消しようにならないことも含めて考えると、これはかなり困った問題である。


「それに何よりっ！


　あたしがちょっと何かやるたびに、いちいちいちいちあきもせず、文句ばっかり言いまくってっ！」


「はっはっはっはっ。しかたがないじゃあないか。


　なにしろ先生は、リナくんの教育係なんだからな」


　言って、きらめく歯はを見せ、にかっ、と笑う。


「なぁぁに言ってんのよっ！　おっちゃんのやってるのは『教育』じゃなくてただの『文句つけ』でしょーがっ！」


「それが先生の教育方ほう針しんだからなぁ」


「『教育・方針』で済すませるなぁぁぁっ！


　第一、お肉切るナイフの角度が甘かろーがなんだろーが、ンなことがあたしの人生や、魔道士全体の評判につながるわけないでしょーがっ！」


「いやいや、わからないぞ。


　巨きよ大だいな城じよう塞さいも、小さなヒビから崩くずれ去さる、ということもあるからな」


「あるかぁぁぁぁっ！」


　思わず絶ぜつ叫きようするあたし。


　本当ならここで、攻撃呪文の一発もぶちかましてやるとゆーのが通つう例れいだが、ンな気け配はいでも見せようもんなら、おっちゃんは即そく座ざに反はん応のうして、自分で自分を吹っ飛ばすだろう。


　それではストレスの解消にもならない。


　となれば、一体どーすれば……？


　などとあたしが思っていると──


「ほっほっほっほ！　男連れとは珍めずらしいわね、リナ＝インバースっ！」


　ごがんっ。


　店の戸と口ぐちから上がったバカ笑いに、あたしはひとたまりもなく、テーブルの上に突つっ伏ぷしたのだった。


「……う……うああああああ」


　呻うめきながらもなんとか身を起こし、声のした方をふりかえる。


　しかし、確かめるまでもない。そこには、変なコスチュームに身を包つつみ、無む意い味みに胸むねをそらせる人ひと影かげがひとつ！


　自じ称しようあたしのライバルこと、ただのたかり屋、白蛇サーペントのナーガ！


　ぬあああああっ！　ややこしい所にややこしい奴が増ふえてどーするっ!?


「……な……何だ……!?」


　驚おどろきの声を上げるゴラスから視し線せんをそらし、あたしは香こう茶ちやをふくみつつ、


「……し……知り合いよ……一いち応おう……」


「……なんと可か憐れんな……」
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　ぴぶぅっ。





　おっさんのつぶやいたことばに、思わずあたしの吹き出したお茶は、テーブルさえも飛び越こした。


　……か……可憐て……おっさん……


　ツッコミを入れようと戻もどした視線の先にゴラスの姿はなく──


「いやー。ははは。ナーガさんとおっしゃるんですか」


　おっさんの野太い声は、後ろ──店の戸口の方から聞こえた。


　ふり向けば、一体いつの間に移動したのやら、ナーガの前に佇たたずむおっさんの姿。


「あなたは？」


「はいっ！


　僕ぼかぁ、今度クランドール・シティから、リナくんの教育係として派遣されてきた、ゴラス＝ゼノモードと言います！


　いやぁ、けどリナくんの知り合いに、こんな素す敵てきな……


　──あ！　いや！　失しつ礼れい！


　なんでもないです！　あは……あははははは！」


　ナーガの問いに、しどろもどろで答こたえるゴラス。


　……どーでもいーが、顔を赤らめるのだけはやめろ。おっさん。


「ふっ。なるほど」


　ナーガは面おも白しろそーに、ちらりっ、と、あたしの方に視線を走らせ、


「わかったわゴラスさん。


　そういうことなら、この白蛇サーペントのナーガも協きよう力りよくさせてもらうわ」


「ああ！　それは助かります！」


　ナーガのことばにうなずくゴラス。


　お……おにょれナーガっ！　さては、ひとごとだと思って、あたしをからかう気でいるなっ！


　……おーし……


　そっちがそーゆー気で来るなら、あたしも本ほん気きで受けて立っちゃるっ！


　たとえどんな変な干かん渉しようしかけてこようと、きっぱりはっきりはねのけるっ！


　何やら談だん笑しようするナーガとゴラスを眺ながめつつ、あたしは一人、心の中で固かたくそう誓ちかったのだった。





「さあ、リナくん。これを着たまえ」


　その翌よく日じつの朝のこと。


　出発前の宿やど屋やの自じ室しつで。


　あたしのその固い決意は、ゴラスがほがらかな笑え顔がおでさし出したコスチュームを見るなり、へにょへにょ萎なえ去ったのだった。


　彼の手にしているそれは、誰が見たところで一いち目もく瞭りよう然ぜん、ナーガのデザインによるものだった。


　色は黒！　無意味に高い露ろ出しゆつ度ど！　両りよう肩かたのショルダー・ガードは動物の頭ず蓋がい骨こつを摸もしてある！


　胸の内側にパッドが仕し込こんであったりするあたり、本気で殺さつ意いが湧わいてくる。


　……ま……この服はそれでいいのだが……って、あんまりよくないが、まあ、ナーガのことを考えれば、理解できないこともない。


　──しかし──である。


　こーゆーシロモノを、がっしりとした体育会系のおっさんが、にこやかにさし出している図ずとゆーのは、想そう像ぞうする以上に耐えがたいものがあったりするのだ。


　……う……うむぅっ……たとえこの場をしのいだとしても、今後こーゆー攻撃がえんえんと続くのだろーか……？


　そう考えると、さしものあたしも、ちょっぴりダッシュで逃げ出したい気分になってきた。


　とはいえたとえ逃げ出しても、このおっちゃんとナーガなら、どこからともなくあたしの居い場ば所しよを察さつ知ちして、やって来ること間ま違ちがいなし。


　根こん拠きよはないが、そんな気がする。


　……こ……こーなれば、もはややるしかないっ！


　あたしの秘ひ奥おう義ぎ、いつの間にか問題すり替かえまくりの術っ！


「……ナ……ナーガのデザインした服ね……それって……」


　やや疲つかれた口く調ちようのあたしの問いに、ゴラスはほがらかな笑えみで、


「いやいや。先生が、リナくんのために一いつ生しよう懸けん命めいデザインしたんだぞ。


　……まあ……もっとも、ナーガさんの監かん修しゆうが入った時じ点てんで、もともと白いワンピースだったものが、こんなふうに多た少しよう変へん更こうされたけれどな」


　どーゆー監修だ。それは。


　原げん形けいをとどめとらんだろーが。


　瞬しゆん時じに脳のう裏りに数パターンのツッコミが思い浮かぶが、今はそれを言うのをこらえ、


「ナーガの監修……ね……


　おっちゃん、ナーガには一いち目もく置おいてるんだ」


　からかうようなあたしの口ぶりに、ゴラスは視線をそらし、


「な……何を言ってるんだ。


　それは確たしかに……ナーガさんは素す晴ばらしい女性だ。


　だから、先生はただ、リナくんに、彼女のような女性になってほしい、と……」


　なるかぁぁぁぁぁぁっ！


　のどもとまで出かけた絶ぜつ叫きようをなんとかおしとどめ、


「早い話が……ナーガみたいなのが好このみだ、と？」


「な……何を言い出すんだリナくんっ！


　先生をからかうもんじゃないっ！」


「でも──嫌きらいじゃあないんでしょ？」


「……そ……それはまあ……」


　言ってわずかに顔を赤らめる。


　おしっ！　かかったっ！


　おっちゃんがナーガを気に入ってることを利り用ようしての、『ナーガにおっちゃんの関かん心しんを向けて、あたしの教育うんぬんから目をそらせる計けい画かく』っ！


「ね。特とくに、ナーガのどこが気に入ったの？」


「……と……特に……と言われれば……


　やっぱり……」


　あたしの問いに、おっちゃんはやや口ごもって、


「……胸……かな……？」


「……うあ……正しよう直じきな奴……」


　さすがに今度は声に出た。


「な……何を言うんだリナくんっ！


　先生は、そんな変な意味で言ってるんじゃないぞっ！


　ほら、『男は度ど胸きよう、女は胸きよう囲い。トップとアンダーの差が大きいほど良し』って言うじゃないか！」


「誰がどこで言ってんのよっ!?　そんなことっ！」


「先生は、クランドールの魔道士協会で、誰はばかることなく言っていたぞっ！」


　……さ……さいですか……


「……と……ともあれつまり、胸のサイズでナーガを気に入った、と……？」


「もちろん胸だけじゃあないぞ！　気き品ひんあふれるその姿！」


　……気品……ってことばの意味、知ってるのだろーか……このおっさん……


「それにあのほがらかな笑えみ！」


　……もしそれが、あのバカ笑いのことを指さしているのなら、『ほがらか』っつーよりも、『一いつ線せんをつき抜ぬけてる』とゆー気がしないでもないのだが……


「そして、抜きん出たファッション・センスに、にじみ出る個性っ！」


　それに関しては否ひ定ていせん。ただし悪い意味で、だが。


　しかしまあ、この際さい、おっさんの好みの是ぜ非ひは置いといて……


「つまり早い話が、ナーガのことが好きだ、と？」


「……な……!?


　何を言ってるんだ、リナくんっ！


　……まあ……もちろん嫌いなわけはないけれど……


　それはあくまで、だなぁ、リナくんの人生のお手本として、というか、その……」


「それさっき聞いた。


　ごまかさなくってもいいってば。


　気に入ったなら、思い切ってアタックあるのみよ。


　男らしく、どどーんっ！　といっちゃいなさいって」


　無む責せき任にんにたきつけるあたし。


　これでおっちゃんが、ナーガとくっつくもよし、フラれて傷しよう心しんするもよし。


　いずれにしてもそーなれば、あたしのことは眼がん中ちゆうになくなる……はずっ！


「……し……しかしだなぁ……


　先生には、リナくんの教育係を務つとめなければならない、という、大切な義ぎ務むが……」


「でもおっちゃんは、あたしの教育係である前に、一人の人間であるはずよっ！」


「……[image: ]っ!?」


　あたしのことばに呻うめくおっちゃん。


　この、『──である前に一人の人間』とゆー言い回し、実はけっこー自分勝手な時に使われることの方が多かったりもするのだが、聞こえがいいせいで、ほとんどの人間がそうとは気づかない。


「……た……たしかに……それはそうなんだが……」


　おっちゃんも、やはり気づかず、迷まよいの色を見せはじめる。


　おっしゃっ！　もうひと押おしっ！


「それに、あたしの教育、って言ったって、おっちゃんも、ナーガを意い識しきしながら、ってなると、身が入んないでしょ？


　だからこそ、先にそっちにちゃんと決け着りつけた方がいいわよ」


「……そう……かな……？」


「そーよっ！


　がんばれおっちゃん！　行け行けおっちゃん！　あたしも極きよく力りよく協きよう力りよくするからっ！」


「しかしだ……そうは言っても、どうやったものかなぁ……！」


　言ってぽりぽり頭を搔かくおっちゃん。


　おしっ！　かかったっ！


『どうやったものか』などというセリフが出た以上、もはやおっちゃんの頭の中は、ナーガを口く説どくことで占しめられている！　こーなれば、もはや完全にこっちのものっ！


　あとはてきとーに、話をあわせてやればよしっ！


「そーねー……やっぱし、いきなし『好きです』とか言っても、相手はとまどうだけだから……


　まずは自分のアピールね」


「あぴいる、か……」


「そういうことっ！


　まずは、『自分は、こんなに役やくに立つ、イイ男だぞ』ってことを見せつけるのよっ！」


「なるほど！


　ならリナくん、早さつ速そくで悪いが、協力してほしいんだが」


「オッケー、何？」


　気き軽がるく答えるあたしに、おっちゃんは、にこやかな笑みを浮かべて、例の服をさし出して、


「きみがこれを着てくれたら、先生の、教育者としての能のう力りよくの高さをアピール……」


「そこに話を戻すなぁぁぁぁっ！」





　ぼぐわぁぁぁぁん！





　叫んであたしが呪文を放つより早く。


　例によって例のごとく、ゴラスは自じ爆ばくをかましてくれたのだった。





「なるほど。それであの爆ばく発はつ、というわけね」


「はっはっはっは。


　そうなんですよナーガさん。


　ま、リナくんもむずかしい年とし頃ごろですから」


　ゴラスが自爆し、部屋の壊こわれた宿やどを、ダッシュで逃げ出したそのあと。


　近くのメシ屋で、朝食のテーブル囲かこみつつ、ゴラスとナーガはほがらかに、そんな会話を交かわしていた。


　もちろんゴラスは、『ナーガにアプローチうんぬん』という部分の話は飛ばし、単たん純じゆんに『服を着るのをいやがったあたしが、攻撃呪文ぶっ放そうとしたので先に自爆した』という話し方をしているが。


　その横であたしは不ふ機き嫌げんに黙だまったまま、はくはく朝食をかき込んでいる。


「ふっ。まったくリナにも困ったものね。


　すこしはこのわたしを見み習ならえばいいものを」


　……ぴくっ……


「はっはっはっ。


　ナーガさん、あなたのような素す敵てきな女性と比くらべたら、いくらなんでもリナくんに酷こくすぎる、というもんですよ」


　……ぴぴぴくっ！


「ふっ。それもそうね」


「はっはっはっはっ」


「ほーっほっほっほ！」


　ぴぴくぴくぴくぴぴくぴくっ！


　がたんっ！　と、あたしはいすを蹴けり、立ち上がり──


「地雷破ダグ・ウエイブ！」





　づどぉぉぉぉんっ！





　瞬しゆん間かん。


　あたしたちのテーブルを吹っ飛ばしたのは、あたしの術でもゴラスの自爆でも、そしてもちろんナーガでもなかった。


「……な……!?」


　間かん一いつ髪ぱつ、直撃を避さけ、あたりをざっと見回すあたし。


　店じゅうの客たち一同の視線が、こちらに向いている。


　それも無理からぬことである。なにしろ、いきなり爆発が起こったのだから。


　──しかし──


　こちらを眺ながめるいくつものまなざしの中に、ひとつだけ、あたしは他とは違ちがうものを見つけだしていた。


「──!?」


　それは、戸口に近いテーブルに腰こしをかけた、一人の女性の視も線のだった。


　爆発が起きたのを驚おどろいている顔ではない。


　あきらかに彼女は、次にあたしたちがどう動くか、それに注ちゆう目もくしていた。


　としの頃なら二は十た歳ち過すぎ。肩まで伸のばした黒い髪かみ。細ほそ身みで、ゆったりとした白い服の美人である。


　あたしにとっては知らない顔だが──


「お前は!?」


　がらがらがばぁっ！　と、吹っ飛んだテーブルのガレキの下から復ふつ活かつし、ゴラスのおっちゃんが声を上げる。


「知り合いなの？」


　たしかに吹っ飛ばされたはずなのだが、いつの間にやら音もなく復活したナーガが、ゴラスの隣となりに佇たたずみ、問いかける。


　しかし、おっちゃんがそれに答えるより早く。


「ほほほほほほ！


　地に落ちましたわね。ゴラス！


　横にそんなわけのわからない女まとわりつかせて、よくも教育だのなんだのと、そんなごたいそうなことが言えましたわねっ！


　あなたに教育者たる資し格かくなどありませんわよっ！」


　テーブルを離れ、歩み寄り、彼女は完かん璧ぺきに見み下くだした視線で、ひた、とおっちゃんを見すえて、きっぱり言い放つ。


「そ……『そんなわけのわからない女』ですってぇぇぇぇっ!?」


　おっちゃんの隣で激げつ昂こうするナーガ。


　おしっ！　いーぞっ！　見知らぬねーちゃんっ！　事じ情じようのほどはわかんないけど、ともかくもっと言ってやれっ！


　思わず心の中で、そっちのねーちゃんをおーえんするあたし。


　しかしねーちゃんは、ナーガの声などまったく無む視しし、じっとゴラスを見すえるのみ。


「……貴き様さま……カーシャ！　なぜこんなところにいるッ!?」


「……知れたこと……」


　カーシャと呼ばれた女性は、口の端はしに小さな笑みを浮かべると、今度はあたしの方に向きなおり、一礼を送ると、こう言った。
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「リナ＝インバースさんですね。


　はじめまして。


　わたくしこのたび、教育者失しつ格かくなゴラス＝ゼノモードにかわり、あなたの教育係を務つとめさせていただくため、クランドール・シティ魔道士協会風ふう紀き委い員いん会かいより派は遣けんされてまいりました、カーシャ＝フラナガンと申もうします」


　──と。


　……おらちょっと待て。おまいら──







（仰げば鬱陶し：つづく）
























　次回予告





　ついにリナの前に姿を現あらわした第二の刺し客かく……もとい教育係！


　カーシャの教育方針とは、一体どのようなものなのか!?　リナはこの試し練れんを乗り越えることができるのかっ!?


　そして、どーでもいーっつったらどーでもいいことではあるが、果たしてゴラスの運命はっ!?


　教育現場の相そう克こくを描えがいた本年度最高の意い欲よく作さく、アメリカＮｏ１ヒット、「仰あおげば鬱うつ陶とうし」後編！


　梅つ雨ゆにはカビに困りつつ待て！（どんなアオリ文もん句くだ。これは）









仰げば鬱陶し［後編］
















　あらすじ





　リナの日ひ頃ごろの行おこないを、見るに見かねた、クランドール・シティの魔ま道どう士し協きよう会かいから、リナの再さい教きよう育いくのため、派は遣けんされてきたのは、笑え顔がおと白い歯はが鬱うつ陶とうしいゴラス＝ゼノモード！


　自じ称しよう先生にあれやこれやと口出しをされ、おまけにナーガも現あらわれて、もはや本ほん格かく的てきに暴あばれ出す寸すん前ぜんにまで追おい込こまれるリナ！


　しかしそんなリナたちの前に、クランドール・シティから送られてきた、第二の教育係、カーシャが姿すがたを現したのだった！


　どうなる今回!?















「ふざけるな！」


　沈ちん黙もくの落おちた店の中に、ゴラスの声が響ひびき渡わたった。


　敵てき意いに満みちたまなざしを向けるカーシャを、びっ！　と指さして、


「このぼくが教育者失しつ格かくとは、聞き捨ずてならないな！」


「聞き捨てならないも何も、事じ実じつですから。


　──教育は愛？


　そんなきれいごとが通用するなら、世の中苦く労ろうしませんことよ。


　ことあるごとに『愛』を連れん発ぱつされながら、口やかましく言われる教育なんて、受けたいと思います？　リナさん？」


　いきなり話をふられて、あたしはまばたきひとつして、


「……え……いやまあ、たしかにあんましぞっとしないけど……


　それよりあたしの……」


「ほーらごらんなさいっ！」


　あたしの上げかけた抗こう議ぎの声を、もののみごとに遮さえぎって、カーシャは勝ちほこった口く調ちようで、


「相あい手てに苦く痛つうを与あたえる『教育』など、しょせん偽にせ物ものっ！


　押おしつけの愛など単たんなる自じ己こ満まん足ぞくの正せい当とう化かにすぎませんわっ！


　何の苦痛も伴ともなわず、性せい格かくや言げん動どうの正せい常じよう化かを図はかる、それが真しんの教育というものじゃありませんか!?


　リナさんも、そういう教育があれば受けてみたいとお思いでしょう!?」


「いや……あたしは今のままのあたしで、じゅーぶんにいいと思ってるけど……」


『それはちょっといくらなんでも』


　カーシャにゴラスにナーガまで。三人そろってぷるぷる左さ右ゆうに首を振ふる。


　どーいう意い味みだ。それは。


「ともかくっ！」


　カーシャは、あたしの肩かたを、ぽんっと、叩たたいて、


「わたくしの目め指ざす──そして実じつ践せんしてきた教育は、まさにそれっ！


　相手にいやな思いや余よ計けいな苦く労ろうをさせず、性格や悪あく癖へきの矯きよう正せい、知ち識しきの集しゆう積せきが可か能のうっ！


　これこそ真の教育だとは思いませんかっ!?


　リナさんっ！」


「実践してきた……って、


　できるの!?　ンなことが!?」


「わたくしにならできます！」


　きっぱりはっきりうなずくカーシャ。


　うーむ。あたしがその『教育』とやらを受けるかどーかは別べつとして、それって結けつ構こう画かつ期き的てきかも。


「どーやるの、一体？」


　興きよう味み本ほん位いで聞くあたしに、彼女はさも得とく意いげに、ポケットから、小さなクリスタルの塊かたまりを取り出して、


「前に知人と研けん究きゆうしてて、完かん成せいさせたのがこのクリスタル・チップ！


　なんと！


　これを相手の頭に埋うめ込こむだけで、あっという間に素す直なおで従じゆう順じゆんな人間に！」


「そんな教育があるかぁぁぁぁぁっ！」





　どごしゃぁぁぁっ！





　あたしのツッコミコークスクリューパンチが、まともにカーシャを吹ふっ飛とばした。


「……な……何するんですかリナさんっ!?」


「『何するんですか』ぢゃないっ！


　それのどぉこが真の教育なのよっ!?」


　起おきあがり、詰つめ寄よるカーシャに、声を荒あらげて言うあたし。


「だいじょうーぶですっ！　埋め込むときも痛いたくなんてありませんからっ！」


「痛い痛くないの話じゃなくってっ！


　それじゃあ教育じゃなくって、傀儡くぐつの術じゆつで操あやつってるよーなもんじゃないっ！」


「何おっしゃってるんですか！　こちらの価か値ち観かんを無む理り矢や理り相手に納なつ得とくさせる、という点では、教育も傀儡も似にたようなものじゃあありませんかっ！


　それなら一番手っ取り早い方法を採とるのがお互たがいのためというものですっ！」


「そんなわけがあるかぁぁぁぁっ！」


「実じつ例れいがありますっ！


　これまでにも、傷しよう害がいなどの事件をたびたび起こしていた問もん題だい児じが、わたくしのこの教育で、ほんの瞬まばたきするほどの時間で、見み違ちがえるような人じん格かく者しやに早変わり！


　現在は、私のアドバイスした通とおり、奉ほう仕しの精せい神しんにのっとって、無む賃ちん金ぎんで文もん句くも言わずに肉にく体たい労ろう働どうにいそしんでいますっ！」


「そーゆーのを世せ間けんでは、『洗せん脳のうして強きよう制せい労ろう働どうさせてる』って言うのよっ！」


「何をおっしゃるのっ！　ご家族からも『息子むすこを返せ』と喜よろこびの悲ひ鳴めいが！」


「抗議の声よっ！　それはっ！


　第一っ！


　相手の人格や個こ性せいっつーもんを無む視しして、教育もくそもないでしょーがっ！」


「何かを失うしなわずして何かを得えることはできませんっ！」


「失いすぎぢゃぁぁぁぁぁっ！」


「──はっはっはっ！　どうやら勝しよう負ぶあったようだな！」


　なおもなにやら言おうとしたカーシャを遮り、ゴラスの笑い声が高らかに響く。


　カーシャを真まっ向こうからにらみつけ、


「カーシャくん！　やっぱりきみの教育方ほう針しんは間ま違ちがっている！


　リナくんが、きみではなく僕を先生として選えらんだことがその証しよう拠こっ！」


「ちょっと待まてぃっ！　あたしはおっちゃんを先生なんぞと認みとめたおぼえはないっ！」


「何を言ってるんだリナくん！　カーシャくんの教育を拒きよ絶ぜつした、ということは、すなわち僕を先生として認めた、ということじゃあないか！」


「違うわぁぁぁぁぁっ！　勝かつ手てに二に者しや択たく一いつにするなぁぁぁっ！


『どっちも認めない』っつー選せん択たく肢しがあるでしょーがっ！」


「先生は認めないぞ。そんなこと」


「おっちゃんに認めてもらうすじあいはないっ！」


　言うおっちゃんに絶ぜつ叫きようするあたし。


　……しかし……こーゆー人じん材ざいばっかし派遣してくるとは……その、なんとかいう町の魔道士協会って一体……？


　ちなみにこの間、ナーガといえば、話が自分にぜんっぜん関かん係けいない展てん開かいになっているのをいいことに、ひたすら運はこばれてきた料りよう理りをぱくついている。


　お……おにょれっ！　一人だけっ！


　などと、意い識しきをそらせた一いつ瞬しゆんに。


　ゴラスはカーシャの方を向き、


「どうやらリナくん自身は、僕かきみ、どちらを教きよう師しとして選ぶのか、決められないようだな！」


「ならば！　わたくしたちの方で決めるしかないようね！」


　うあああああっ！　またそーゆー勝手な話になってるっ！


「あたしはどっちもヤだって言ってるでしょーがっ！」


「なら話は決まりだな！


　ぼくの生せい徒とときみの生徒を戦たたかわせ、勝った方がリナくんの先生となる！」


「ほほほほほ！　なかなかいいわね。望むところよっ！」


「あたしはンなこと望んでないっ！」


　あたしの抗議の声を無む視しして、勝手に話を進める二人。


　……まあ……古こ来らいより、教師とかゆー種しゆ類るいの人間は、生徒の話など聞く耳もたない、というのが定てい番ばんではあるが……


「いいだろうっ！


　なら、時じ刻こくは二日後の昼ひるから！


　双そう方ほう三人ずつの生徒を連つれて、決けつ闘とうを行う、というのはどうかな!?」


「ほほほほほほ！　かまわないわよ！


　……あ。でも決闘の時間だけど、昼ちゆう食しよく後ごになるのはちょっと。


　食後の急きゆう激げきな運うん動どうは消しよう化かにもあまりよくないし、食後しばらくは、頭も働はたらきにくくなるし……


　夕方なんてどう？」


「むう……しかし、たとえ決闘のためとはいえ、夕方以い降こう生徒たちをむやみに外出させるのは、風ふう紀き上じようどうかと思うが……」


「……それもそうね……」


　うぅむ……へーきで自じ爆ばくしたり生徒を傀儡化したりするわりに、変なところで教師っぽい奴やつら……


　もはや抗議の声を上げることさえあきらめて、ひとごとのよーに感かん心しんするあたし。


「ではリナくんは、その見み届とどけ人にんということで！」


「……へ？　あたしも参さん加かしなくちゃなんないの？　ンなアホなイベント」


「当たり前じゃないか。


　リナくんのための決けつ闘とうなんだぞ」


「あたしはンなこと頼たのんでないっ！」


「ともあれカーシャ……」


「ちょっとおっちゃん！　ひとの話聞きなさいよっ！」


「試し合あいは二日後の午後から！　場所はいつものところで！　いいな！」


「のぞむところよっ！」


「だからぁっ！　あんたらっ！」


　──かくて──


　あたしの意見はほったらかしで、あたしの教きよう育いく権けん争そう奪だつ、ゴラスとカーシャの決闘が開かれることとなったのだった。





「──で──？」


　時は流れてその二日後。


　無理矢理引っぱって行かれた決闘の場所で、あたしは冷つめたい口く調ちようで言った。


「……何……？　これ……？」


「何……と言われても……」


「決けつ闘とう場じように決まってるじゃない」


　あたしの問といに、ゴラスとカーシャは、さも当とう然ぜん、といったふうな口調で答こたえる。


「……いや……あたしが聞きたいのは……なんでこーゆー場所なのかな……と……」


「なんで、といっても、普ふ通つうこういうものだろう。リナくん」


「そう。どこにでもある、ごく平へい凡ぼんな溶よう岩がんステージよ」


「だからぁぁぁぁぁっ！」


　またまたあっさり答える二人に、思わず絶ぜつ叫きようするあたし。


　そう。


　今あたしたち三人がいるのは、山の中ちゆう腹ふくにある洞どう窟くつを、えんえんと下に降おりて行った場所にある、溶岩溜だまりの上にかかった、岩いわの橋はしの上である。


　二人の生徒とやらはまだ姿を見せておらず、とーぜんと言えばとーぜんだが、あたりは本気で死ぬほど暑あつい。


　どれくらい暑いかと言えば、汗あせが流れないくらいである。


　汗が出ない、のではない。出ても、流れる前に熱ねつ気きで蒸じよう発はつするのだ。


「あたしの言いたいのはっ！　なんで『溶岩ステージ』なんぞとゆー舞ぶ台たいで勝しよう負ぶしなくちゃなんないのか、っつーことなのよっ！」


「何をおっしゃってるの、リナさん。


　決闘、と言えば、普通こういうステージに決まってるじゃあありませんか」


「そうだぞリナくん。


　ちなみに次が天てん空くうステージで、最さい後ごが海かい中ちゆうステージになっている」


「……そ……そぉ……」


　なんの迷まよいもなく言い切る二人に、あたしは抗議を断だん念ねんした。


　とりあえずここは、ムダな抗議を続けるよりは、とっとと決闘終わらせて、次に進んでもらった方が賢けん明めいなよーである。


「……そ……そいじゃあともかく、はじめてちょーだい……」


　うながすあたしに、二人はこっくりうなずいて、


「来たまえっ！　ローディーくんっ！」


「来なさいっ！　生徒〇一一！」


　ゴラスとカーシャ、二人の呼よびかけに、橋の両りよう方ほうから一つずつ、人ひと影かげが現れ、歩あゆみ寄よる。


　ゴラスがわのローディーくんは、年の頃ころ、二は十た歳ち前まえの、黒いローブを身にまとった、これといった特とく徴ちようのない、中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいの男。


　対して、カーシャに認にん識しき番ばん号ごうで呼ばれた生徒〇一一は、黒いローブと年頃まではローディーくんと同じだが、こっちはとことん見かけがコワい。


　大おお柄がらで険けん悪あくな眼まなざし。眉まゆがなく、左の頰ほおにドクロのイレズミ、顔のあちこちにいくつもの傷きず跡あと──


　そして何よりもコワいのは、その面めん相そうで、黒い髪かみの毛をきっちり七しち三さん分わけにしている、というところである。


　つい最近まで悪の道を順じゆん調ちようにひた走っていたところを、カーシャの『教育』で性せい格かく矯きよう正せい（？）されたはいいが、外見の更こう生せいがついていっていない、とゆーところだろうか。額ひたいには、埋め込まれたコントロール・クリスタルがにぶく輝かがやいている。


　数歩の間まを置おき、無む言ごんで対たい峙じする二人に、ゴラスはこっくりとうなずいて、


「それではこれより、リナくんの教育権争奪の決闘を執とり行う！」


「第だい一いち種しゆ目もくは……！」


　カーシャは、ふところから巻物スクロールを取り出すと、しゅるるぃっ！　といきおいよく拡ひろげ、


「魔ま道どうの基き礎そ理り論ろん筆ひつ記き試し験けんっ！」





　づどぉぉぉぉんっ！





　思わず自じ爆ばくするあたし。


「あらあら。どうしたのリナさん。いきなり自爆なんてして」


「そうだぞリナくん。こんなところでそんなことしたら危あぶないじゃないか」


「……あ……あ……あのなぁぁぁぁっ！　あんたらっ！」


　気き力りよくをふりしぼって身を起こし、


「なぁぁぁんでたかが筆記試験やんのに、溶岩ステージなのよっ!?


　意味ないでしょーがっ！　意味がっ！」


「だから言ったじゃないか。リナくん。


　決闘といえば溶岩ステージだ、と。


　世の中にはあんまり意味はないけれど、
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『そういうふうにすると決まっている』という、様よう式しきというものがあるんだ」


「『決闘は溶岩ステージ』なんつー様式はないッ！」


「しかしリナくん……」


「わかってないわね、ゴラス！」


　なおも抗議の声を上げかけるゴラスを遮さえぎり、カーシャが冷たい口調で言い放はなつ。


「なんだと!?」


「きっとリナさんの住すんでいた地方では、そういう習しゆう慣かんがなかった──単たんにそれだけのことなのよ」


「……いや……地方とかそーゆー……」


「生徒の成せい績せき評ひよう価かが、場所によっては五段だん階かい評価だったり十段階評価だったりする、あれと同じことよ」


「なるほど！　そうか！」


「違うわぁぁぁぁっ！」


　ゴラスとあたし、二人は全まつたく同時に声を上げる。


　しかしとーぜん、ゴラスやカーシャが、あたしの抗議の声なんぞ、聞いているわけもない。


　ゴラスはくるりとこちらを向いて、


「いいかいリナくん。見み慣なれない溶岩ステージに、きみがびっくりしていることはわかった。


　でもな。こういうことにも慣れなきゃあ、世の中は渡わたっていけないぞ」


　どんな世の中だ。それは。


「さあ！　リナくんも納なつ得とくしてくれたところで！」


　ゴラスは勝手にあたしを納得させると、生徒たちの方にくるりと振り向き、


「それでは筆記試験……スタート！」


　──かくて──


　二人の生徒による、基礎理論の筆記試験がはじまったのだった！





　盛もり上がんないんで内ない容ようは省はぶく。





「……で……？」


　第三試験は……？」


　もはやあきらめの境きよう地ちに達たつした声で、あたしが投げやりに聞いたのは、第一試験が終わってから、四日ほど後のこと。


　とある町から、すこし離はなれた場所にある、広場でのことである。


　むろん、予よ定ていされていた海中ステージとかいう場所ではない。


　ちなみに第二ステージも、噂うわさに聞いた天空ステージとかではなく、もよりの魔道士協きよう会かいの一いつ室しつを借かりての、魔道理論応おう用よう問もん題だいの筆記試験だったりした。


　なんでもゴラスの談だんによると、うっかりステージの予よ約やくをし忘わすれていたせいで、場所取りができなかったとか。


　ちなみに天空ステージは人気も高く、数か月先まで予約でびっしりだという話。


　しかし……一体どーゆー人間が使うんだ……そこは……？


　世の中って……実は、あたしが思ってるよりけっこー奥おくが深ふかいのかも……


　ふつーの場所で代だい用よう可かなら、最は初なっからそーしろ、などと言う説もあるのだが、むろんあたしが言ったところで、二人が聞くわけもないので黙だまっておく。


　ちなみに今までの成せい績せきは、第一回戦基礎理論では、コントロール・クリスタルに知ち識しきをあらかじめ入れられていたカーシャ側がわの生徒の勝しよう利りり、第二試合の応用試験では、応用力の弱いカーシャ側の負け、で、一対一となっている。


　つまり──


　この第三試合を制せいした者こそが、あたしの教育権を手にすることとなるのだっ！


　……………………


　いやぢゃぁぁぁぁぁぁっ！


「第三試合の内容は実じつ技ぎ！」


　あたしの内心の葛かつ藤とうも知らぬまま、ゴラスは朗ろう々ろうと宣せん言げんする。


　なに!?　実技!?


「双そう方ほうの生徒が、どれだけ自じ在ざいに魔ま力りよくを操あやつれるか、実じつ際さいに戦って、その優ゆう劣れつを決めるのだっ！」


「なるほどっ！」


　チャンスはもはや今しかない！　あたしはこぶしをにぎりしめ、こくこく大きくうなずきながら、


「とゆーことは、いよいよあたしの出番、ってことねっ！」


　……………………


『……はい？』


　あたしのことばの意味がわからず、眉まゆをひそめるゴラスとカーシャ。


「つまりっ！


　二人の生徒とあたしと、三みつ巴どもえで戦って、勝ったひとがあたしの教育権を得えるっ！


　あたしが勝てば、二人にはもとの町に帰ってもらって、あたしを教育する者──あたしを成せい長ちようさせてゆくのはあたし自じ身しん、とゆーことになるのよっ！」


「はっはっはっ。何を言い出すんだリナくん。


　そんな無む茶ちやなこと……」


「無茶だろうとなんだろうとっ！


　時には生徒が自みずから一人の力で成長すること、それが青春！　教師が黙ってそれを見み守まもることが愛っ！」


「……[image: ]っ……！　な……何か根こん本ぽん的てきなところが間違っているような気はするが、先生、


『青春』とか『愛』とか言われると、妙みように弱よわいぞっ！」


「何を非ひ合ごう理り的てきなこと言っているのよ、ゴラス！


　いいこと、リナさん、あなたは当とう事じ者しやなのよ。


　それに、今までの二回の決闘でただ見てるだけだったし……」


「当事者という特とく別べつな位い置ちにいたからこそなのよっ！　特別な立場の者に、シード権けんがあるのはきわめて合理的な話！　それに、生徒が自じ主しゆ性せいを発はつ揮きしているなら、それを認みとめ、伸のばしてやるのが真の教育っ！」


「くっ……！　根本的に理り屈くつになってないような気はするけれど、『合理的』とか『真の教育』とか言われると……！」


　必ひつ殺さつ！　相手の弱い単語並べ立てて、へ理屈ゴリ押し攻こう撃げきっ！
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「それにっ！


　最さい低てい限げん、あたしより優まさる生徒を育そだてることができないのなら、今以上にあたしを伸ばすことは不ふ可か能のうっ！


　二人にその能力があるかどうかは、あたしが直ちよく接せつ、その生徒と戦うことによってのみわかるのよっ！」


「……む……むうっ……」


「……言われてみればそんな気も……」


　思わず納得する──いや、納得した気分になるゴラスとカーシャ。


　おっしゃあああっ！


「ふっ。なら話は決まりね。


　そいじゃあ始はじめましょうかっ！　最後の戦いをっ！」


　朗ろう々ろうたるあたしの宣言に、ゴラスは小さく呻うめいて、


「むぅぅ……仕し方かたあるまい。


　来なさいっ！


　僕の生徒、リチャード＝マイヤーくん！」


　……ざわりっ……


　ゴラスの声に、広場の端はしの植うえ込みが揺ゆれ、黒い人ひと影かげを生み出した。


　としの頃なら二十歳過ぎ。黒いマントにローブの魔道士姿。


　大柄ではないものの、わりと筋きん肉にく質しつな体つきで、陽ひに焼やけた肌はだに白い歯、という、いかにもゴラスの生徒、といったふうな人物である。


「ここが正しよう念ねん場ばだ！　頼たのんだぞっ！　リチャードくんっ！」


「任まかせてください！　ゴラス先生っ！」


　ゴラスのことばにリチャードは、外見通りの、張はりといきおいのある声で答える。


「先生に受けた恩おんをすこしでもお返しするために、必ずぼくが勝利をつかみ取ってみせますっ！」


「リチャードくんっ！」


「せんせえぇぇぇっ！」


　アツい口調でわめきつつ、がっきり抱だきしめあうゴラスとリチャード。


　……いやまあ……なんでもいいけど……


　ともあれそっちはほっといて、あたしはカーシャの方を向き、


「……で？　そっちの生徒は？」


　うながすあたしに、彼女は不ふ敵てきな笑えみを浮うかべて、


「ふっ。もちろんもうそばに控ひかえているわ。


　見て驚おどろきなさいっ！


　来なさいっ！


　私のかわいい生徒〇七五！」


　カーシャの呼びかけに、広場の反対がわにあるしげみがざわついて──


「ほーっほっほっほ！」


　出しゆつ現げんした人影とともにわき起こったバカ笑いは、耳になじんだものだった。





「な……!?」


「な……！」


　あたしの──そしてゴラスのおっちゃんの驚きよう愕がくの声が唱しよう和わした。


「ナーガっ!?」


　──そう──


　カーシャの声に応こたえて姿を現したのは、額ひたいにクリスタルを張りつけた白蛇サーペントのナーガ！


　そー言えば、いつの間にか姿を消けしてて、ぜんっぜん気にもとめてなかったけど……


　まさかカーシャに操あやつられ、こーゆー場面で出て来ようとは……


「カーシャっ！　お前、ナーガくんに、なんということをっ！」


「ほほほほほほ！　何を言ってるのかしら、ゴラス！


　あなたに抗議されるいわれなどはなくってよ！


　彼女の方から、私に、『生徒にしてほしい』って言ってきたんですからねっ！」


「噓うそだっ！」


「根こん拠きよは？　ないでしょう？」


　かみつくゴラスに、いけしゃあしゃあと言うカーシャ。


　もちろんあのナーガが、自分から、カーシャの生徒を志し願がんするわけもない。たぶんナーガを食い物か何かで釣つっておいて、スキを見てむりやり『生徒にした』のだろう。


　……うぅむ……しかしこれは……ちょっぴしマズい。


　むろんナーガが操られよーが何しよーが、あたしの知ったこっちゃあないが、こいつがこの状じよう況きようで敵にまわると、かなりやっかいなことになる。


　基き本ほん的てきにこのナーガ、魔ま力りよくはあっても見み境さかいなし。ノリと気分で生きてるだけの生物なので、いつもなら、小こ手て先さきの芸げいや舌した先さき三さん寸ずんで、どーとでもなるのだが……


　カーシャにコントロールされているとなると、話は違う。


　強大な魔力にまともな判はん断だん力りよくが伴ともなって、それに、どんな攻撃魔術で吹っ飛ばされても、いつの間にやら復ふつ活かつする、生せい命めい力りよくがプラスされるのだ。


　これはさすがに、ナメてかかれる相手ではない。


「ともかく、決勝戦を始めましょう。


　それとも、戦わずして降こう参さん？」


「……くっ……！


　わかった！　試合開始だ！」


　挑ちよう発はつするようなカーシャのことばに、怒いかりにこぶしをふるわせつつも、ゴラスは首を縦たてに振ふる。


　あたしも無む言ごんでうなずいて、すいっ、と一歩前に出た。


　あたしとナーガ、そしてリチャードの三人が対たい峙じして──


「それでは、決勝戦……はじめっ！」


　カーシャの合あい図ずに、最後の戦いが始まった！





「氷フリーズの・矢アロー！」


　ナーガの放った氷こおりの矢が、あたしに向かって降ふりそそぐ！


　しかしそれも、あたしにとっては予よ想そうずみの攻撃パターン！


「魔風デイム・ウイン！」





　ぶごぅっ！





　本ほん来らい、術じゆつ者しやから相手に向かって吹かせる烈れつ風ぷうを、呪じゆ文もんにすこし手を加え、横なぐりの風として放つ。


　横よこ薙なぎの風は、冷れい気きの矢をあっさりと吹き散ちらし──


「んぐあっ!?」


　ついでに横で、何やら呪文を唱となえていたリチャードくんを吹き転ころがす。


　転がったところに、飛ばされた冷気の矢が降りそそぎ──


「ああっ！　リチャードくんっ！」


「ほほほほほ！　口ほどにもなかったわねゴラス！


　あなたの生徒、もう氷づけになっているわよ！


　さあ！　残のこるはリナさんだけよ！


　やりなさいっ！　生徒〇七五！」


「ふっ！　言われるまでもないわっ！」


　言って呪文を唱えるナーガ。


　そうはさせないっ！


「魔風デイム・ウイン！」





　ぼぅんっ！





　あたしは強風を、こんどはあたし自身の後ろから、前に向かって解とき放はなつ！


　同時に地を蹴けり、風に乗り、一気にナーガとの間まを詰つめる！


「インバァァァス・トルネード・ストラィィィィィク！」


　風に乗り、跳とび蹴げりのポーズで突つっ込こむあたしに、ナーガは不敵な笑みを浮かべ、


「ツイスト・クロスカウンタァァァッ！」


　右の拳こぶしをつき出して、こちらに向かって地を蹴って──


「ひあああああああっ!?」


　風に流され、後ろへ飛んでゆく！


　えぇいっ！　あほかっ！　この状じよう況きようでジャンプなんぞすれば、風に飛ばされることくらい、わかりそーなものをっ！


　結けつ局きよくあたしの跳び蹴りも、ナーガが風に流れて後ろに行ったせいで届とどかず。


　ほどなく風も消え、ふたたび地面に降おり立たち、二人は対たい峙じする。


　……って……待てよ……


「勝負よ！　ナーガ！」


「ふっ！　のぞむところよ！　リナ！」


　あたしは右手をふところに入れ、抜ぬき出だし、大きく天にかざす！


　その指先には、さんぜんと輝かがやく一枚の金きん貨か！


　それを、ぽいん、と自分の足もとに転がした刹せつ那な。


「とうっ！」


　すさまじいスピードで、ダッシュでそれを拾ひろいに来るナーガ！


　そのナーガの頭に──


　すぱぁぁぁぁんっ！


　あたしがふところから出したスリッパの一いち撃げきが、モロにカウンターで入っていた。


「ちょっと！　何するのよリナ！　痛いたいじゃないのっ！」


「……ナーガ……あんた……」


　しっかり金貨を拾ってから、抗こう議ぎの声を上げるナーガをジト目でにらみ、


「……あんた……実はコントロールされてないでしょ……」


「……へ……？」


　あたしのことばに、呆ほうけた声を上げたのは、後ろで見ているカーシャだった。


　一方ナーガは、動どう揺ようの色などカケラも見せぬまま、くいっ、と胸むねを大きくそらし、


「ふっ。よくわかったわね」
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「……ま……あれだけいつもと行動パターン変わってなければ、ふつー気づくわよ」


「ええええええっ!?」


　驚きよう愕がくの声を上げるカーシャを、ナーガはふりむき、


「ほーっほっほっほ！　ずいぶんとこの白蛇サーペントのナーガを甘あまく見ていたようねっ！」


　言って左手で、自分のうしろあたまを、ぽんっ、とひとつ軽く叩たたくと、額ひたいのクリスタルが、ぽれっ、と落ちる。


「うそっ!?」


　またまたいちいち驚おどろくカーシャ。


　ふっ。ナーガの行動に、うそも理り屈くつもあるわけはない。どんな不ふ条じよう理りな現げん象しようが起きたとしても、『ナーガだからねぇ……』で済すませて気にしない、というのが通つうというものである。


「ほーっほっほっほ！　こんなものひとつであっさり操られるなどと、自じ我がの確かく立りつできていない未み熟じゆくな証しよう拠こっ！


　確かく固こたる信しん念ねんを貫つらぬいて生きているこの白蛇サーペントのナーガを、こんな石ころひとつで操ることができると思って!?」


「そんなっ！　それじゃあなぜ、操られているふりなんて……!?」


「ふっ！　決まってるじゃない！


　なんとなく面おも白しろそうだったのと、操られているふりをしていれば、あなたがごはんとかおごってくれたからよっ！」


　ナーガの宣言に、がっくりその場にひざをつくカーシャ。


　そこに、ゴラスの哄こう笑しようが響ひびく！


「はっはっはっはっ！


　どうやらカーシャくん、きみの敗まけは決定のようだなっ！


　なぜなら！


　こうなった以上、ナーガくんはきみの生徒とは言えなくなったからな！」


「……な……なんのっ！」


　カーシャは、きっ！　と顔を上げ、


「ナーガさんっ！


　この試し合あいの間だけ、私の生徒になってくださって、戦いに勝てば金貨五十枚っ！」


「ほーっほっほっほ！　まかせてカーシャ先生っ！」


　うあ。やっぱしこーなった。


「卑ひ怯きようだぞ！　カーシャくんっ！」


「卑怯だろうと生徒は生徒っ！」


　カーシャはゴラスの抗議の声をあっさり却きやつ下かし、


「さあっ！　ナーガさんっ！　とっととリナさんを……」


「氷結弾フリーズ・ブリツドっ！」


　こかきぃぃぃぃぃんっ！


　刹那。


　横手からいきなし飛んできて、ナーガを氷づけにした一撃は、みんなに忘わすれ去さられてひさしい、リチャードの放ったものだった！


「そんなっ!?」


　カーシャの驚きの声と……


「おおっ！」


　ゴラスの歓かん喜きの声とが重かさなった！


「リチャードくんっ！　よくあの氷から脱だつ出しゆつをっ！」


「当然ですっ！」


　喜よろこぶゴラスに、リチャードも、アツい口調とまなざしで、


「大たい恩おんある先生に報むくいるためにも、くじけるわけにはいきませんからっ！


　先生とぼくの心に燃もえる、絆きずなの熱あつさをもってすれば、あんな氷を溶とかすことなんて造ぞう作さもないことっ！」


「リチャードくんっ！」


「せんせいっ？」


　感かん激げきの涙なみだをだくだく流し、駆かけ寄より、がっきり抱き合う二人。


「ああああっ！　うっとーしいっ！」





　づどぉぉぉぉむ！





　あたしの放った攻撃呪文の一撃は、ゴラスごと、リチャードをまともに吹っ飛ばしたのだった。





　かくて──


　戦いは、あたしの勝利をもって終わりをつげた。


　自分たちの未熟を知ったゴラスとカーシャは、意外にもおとなしく派は遣けんもとの、クランドール・シティの魔道士協会へと去さって行ったのだった。


　ゴラスのおっちゃんは、まだナーガのことが、多少気になってはいたようなのだが、どーやら恋れん愛あい感かん情じようより、教育者としての立場を取ったようである。


　……いっそのこと、ナーガをいっしょに連つれていってくれると、めんどーがなくて助たすかったのだが。


　しかしともあれ、これで、ひとつのできごとは──


　終わっていなかったりする。





　だむっ！


　昼食どきのメシ屋の扉とびらが、派は手でな音を立て、大きく開く。


　あたしはここで、ため息いきひとつ。


　店の中へと入って来たのは、中肉中背の男が二人。


　ざっと店内を見回すと、あたしの姿に目をとめて、


「おお！　見つけたぞ！　リナ＝インバースくんっ！」


　一人が言って、どやどやこっちにやって来る。


「やはりゴラスやカーシャのようなヒラ教師では、きみの教育係としては役者不足に過ぎたようだなっ！


　ここはやはり、『雷らい撃げきの教きよう頭とう先生』と呼よばれた、このわたし、ワイアット＝セリノースこそが、きみの先生たるにふさわしいようだなっ！」


「いやいや。『常とこ闇やみのクリケット部顧こ問もん』と言われた、このドレイク＝ライファームこそが……」


「どやかましいぃぃぃっ！」





　づどごぉぉぉんっ！





　かくて──


　出現する先生候こう補ほを吹っ飛ばし続けるあたしの毎日は、ここしばらくの間、続くのだった……


　どーにかしろ。マジで。




（仰げば鬱陶し：おわり）










ＰＢ攻防戦［前編］










「蒼アオヒ空っ！」


　天を仰あおいであたしは言った。


　感かん慨がいに、胸むねをいっぱいにしながら。


「皓シロヒ雲くもっ！」


　ああっ！　涙なみだでにじんで雲がよく見えないっ！


「……ちょっと……いきなり何舞まい上がってるのよ、リナ……」


　旅の連つれ、ナーガの不ふ機き嫌げんな口く調ちようも、道行くひとたちのちょっぴし白い視し線せんも、今のあたしには気にならない。


　なぜなら──


　あたしはついにやって来たのだ。


　アコガレの地、イルマード公こう国こくへと。


　……知らないひとはいないと思うが、一いち応おう説せつ明めいをしておく。


　ここ──沿えん岸がん諸しよ国こく連れん合ごうに属ぞくするイルマード公国は、地方領りよう程てい度どの小さな国ではあるものの、避ひ暑しよ・観かん光こうの地として、どこぞの金持ち連中の別べつ荘そうなどを多た々た擁ようする、それなりに豊ゆたかな国である。











[image: ]








　観光地の名前をいくつか挙あげろ、と誰だれかに言えば、必ず出てくるほど有名で、あたしの郷く里にのゼフィーリアにも、その名は聞こえていた。


　──いや──正しよう直じきに言おう。


　このあてもない旅をはじめたあたしにとって、ここ、イルマードへ立ち寄よることは、大きな目もく的てきの一つだったのだ。


　思い起おこせば、たしかあたしが十とおの頃ころ──


　郷く里にの姉ねえちゃんと母かあちゃんが、二人でこのイルマードに観光旅行に行き──


　残されたあたしと父ちゃんは、毎日野菜炒いための日々を、涙ながらに送ったのだった──


　まっ黒に日ひ焼やけして、おみやげなしで、にこにこ笑え顔がおで帰ってきた二人を見た時には、本っ気でグレてやろーか、などとも思ったものだったが──


　それがこーして、グレることもなく、まっすぐ素す直なおに育そだったのは、ひとえに、いつかこの国を訪おとずれてやる、という、目的意い識しきのたまものだった。


　それが今っ！　こうしてその目的を達たつ成せいした以上、多少舞い上がって、何の罪つみがあるだろうかっ!?


　いいやっ！　あろうはずもないっ！


　感かん激げきにうちふるえるあたしをよそに、ナーガは、あきれ顔でぽりぽり頭を搔かきながら、


「全まつたく……何がうれしいんだか……


　わたしなんて、あきるほど来てるわよ。こんなところ……」


　ぴたし。


　あたしは一いつ瞬しゆん、動きを止めて、ナーガの方をふり返り、にこにこ笑顔を浮うかべたままで、ナーガの首スジぐゎしっ！　と捕つかまえ、


「んフフフフフフ。あたしがここまで感激してるんだから、横から水さすよーなマネなんてしないわよね[image: ]　ナーガ[image: ]」


「も……もちろんよリナ！　わたしがそんなまねするわけないじゃない！　ほほほほ！」


　なぜだか多少引きつった顔で、あわててこくこくうなずくナーガ。


「おーしっ！　なら早さつ速そくあちこち見けん物ぶつ……」





　どわしゃぁぁぁっ！





　盛もり上がった気分を台だい無なしにして。


　あたしのゆく手、目の前に、一人の男が転ころがり倒たおれる。


　……………………


「おらおらどーした？」


「文もん句くがあるならかかって来いよ」


「口だけか？　おら」


　その男──身なりのいい初しよ老ろうの男だが、それを取り囲かこむように、横手から、ばらばら出てくる、五、六人のごろつきふうの男たち。


　そのごろつきたちのうち一人が、ちら、とあたしの方に目をやり、


「おら。ジャマだチビ。どきな」


　……………………


　……気分……台無し[image: ]


　となりにいたナーガが、びくんっ！　と小さく身をふるわせて、あわてて離はなれてゆくのがわかる。


　そして──


「火炎球フアイアー・ボール[image: ]」





　[image: ]どぉぉぉぉぉん！





　あたしの放はなった一いち撃げきは、通りを紅ぐ蓮れんの色に染そめ上げた。


　ぽてぽて倒れる、ごろつきたちと、どこぞのじーさん。


　どーゆー事じ情じようか知らないが、盛り上がったおとめの気分に水をさす者、すなわち等ひとしく滅ほろびあるのみ、である。


「──とまあ、気分直しも終わったところで。


　行きましょーか。ナーガ」


「──お待ちになって」


　言ったあたしに声をかけて来たのは、むろんナーガではない。


　どこの誰かは知らないが、むろんあたしは、ンなものの相あい手てをするつもりはなかった。


　──このひとことがなければ。


「あなた……うちのブライベート・ビーチの警けい護ごをしてみるつもり、ございません？」


　……………………


「……ぷらいべえと・びいち……？」


　──ゆっくりと──


　あたしはそちらをふり向いた。


　静しずかにそこに佇たたずんでいたのは、白い日傘パラソルの女性が一人。


　としの頃は二は十た歳ち前後だろうか。白いドレスに日焼けもしていない白い肌はだ。ゆるくウェーヴのかかった、黒く長い髪かみが、海からの風にそよいでいる。


「……お……お嬢じよう様さま……」


　つぶやいて、むっくり──もとい。よれよれ身を起こしたのは、たった今吹ふっ飛とばしたばかりの初老の男。


　その呼びかけを彼女は無む視しし、あたしに向かってこっくり小さくうなずき、


「そう。


　私わたくしが滞たい在ざいしている十日間。


　プライベート・ビーチの警護をやっていただきたいのよ。


　もちろん、ちゃんとそれなりのお礼はさせていただくわ」


「……と……とりあえず、くわしく話を聞かせてもらいましょーか」


「ちょっとリナ、見物するんじゃあ……」





　ごっ。





　何やら言いかけたナーガを、あたしの裏うら拳けんが沈ちん黙もくさせた。
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　──風ふう光こう明めい媚びなイルマードの夏。プライベート・ビーチで過すごす十日間──


　今のあたしの頭の中は、そんなフレーズでいっぱいだった。


　──勝てるっ！　これでっ！　郷く里にの姉ねえちゃんにっ！


　イルマード公国という場所は同じでも、あっちはふつーのビーチで四、五日間。


　対するこちらは、プライベート・ビーチで十日間っ！


　完かん璧ぺきにこっちの勝しよう利りであるっ！


　となれば、こんなおいしい話、受けない手はないッ！


「……そうですね。ではそのあたりのカフェテラスででも」


　言って歩き出す彼女に、あたしは迷まよわずついて行ったのだった。





「申もうし遅おくれました。私の名前は、リリィ＝マックレーンと申します」


「あ。あたしはリナ＝インバースって言います！　で、こっちはナーガ」


「……なんだか……今回妙みように舞い上がってるわね……リナ……」


　繊せん細さいなオトメゴコロもわからぬか、醒さめた口調でつぶやくナーガ。


　リリィさんのそのそばには、さきほど男たちにからまれていた初老の男が、ぴしっ！　とまっすぐ立ったまま、白い日傘パラソルをさしている。


　黒い髪に、白髪しらがのまじりはじめた年頃だが、体のほうは、たるんだところもなく引き締しまっている。


　リリィさんは彼に目をやって、


「彼は、留る守すの間の別荘地の管かん理りと、滞たい在ざい中ちゆうの執しつ事じとをやっていただいている、セバスチャンよ」


「セバスチャン？」


　出てきた執事さんの名前に、それまでさして興きよう味みも示しめさなかったナーガが、眉まゆをひそめて問とい返す。


「知ってるひとなの？　ナーガ」


「ふっ。何言ってるのよリナ。


　わたしはただ、いかにも『執事ですっ』ていう名前に感かん心しんした。それだけのことよ」


「あら！　おわかりになって!?」


　ナーガのわけのわからん発言に、リリィさんは、ぽんっ、と小さく手を叩たたき、


「実は私も名前で選えらびましたの！　この趣しゆ味みがわかってくださるひとって、案あん外がいすくなくって……」


「ふっ！　当とう然ぜんね！　こんなハイブローなウィット、凡ぼん庸ような人間には理り解かいできるわけないじゃない！


　そのセンス、ほめてあげるわ！」


「まあ。ナーガさんったら。ホホホホホホ」


「ほーっほっほっほ！」


　……なんか……正しよう体たい不ふ明めいのところで話がはずんでるんですけど……


「……えっとあの……


　ところでリリィさん、その……依い頼らいの件けんってゆーのは……？」


「あらあら。そうでしたわね」


　リリィさんは、ふたたびぽんっ、と手を叩き、


「実はうちのプライベート・ビーチに、時々密みつ漁りようにおいでになるかたたちがいらっしゃいますの」


「……なるほど……」


「こ汚ぎたない連れん中ちゆうにボロ舟で私のプライベート・ビーチに入られては、目め障ざわりですし海も腐くされる──」


「……………………」


「──と、いうわけでもないのですが、やはり、私し有ゆう地ちに勝手に入ってきて──というのは、あまり感心できることじゃあございませんでしょ？」


「……ま……まあ確たしかに……」


　言ってこくこくうなずくあたし。


　……い……今何か一いつ瞬しゆん……けっこーキツいセリフを聞いたよーな気がしたが……気のせいだろう。たぶん。


「それで何年か前、地じ元もとの警けい備び兵へいのかたたちと、お話し合いをさせていただいたんですけど……


　やはり密漁はおさまりませんでしたの。


　まあ、警備兵のかたたちも、しょせんは無む能のう揃ぞろい。無む駄だ飯めし食ぐらいの税ぜい金きん泥どろ棒ぼう、単なる国民の寄き生せい虫ちゆうだったというわけです」


「……………………」


「──などと、口さがないかたたちに陰かげ口ぐちを言われながらも、皆様いっしょうけんめいやってくださっておりましたから、私は感かん謝しやしておりますけど」


　……そ……そーかなー……あんまし感謝してるよーに聞こえなかったんだけど……あたしには……


「そこでわたくし、一いつ計けいを案じまして。知り合いの魔ま道どう士しさんにお願いしまして、ちょっとした小道具を作っていただきましたの」


「小道具？」


「はい。


　ひとかかえほどのボールなんですけれど、水面のすこし下くらいに浮うかんでいまして、それが船の底そこに当たると爆ばく発はつしますのよ。ホホホホホ」


　……ホホホホ……ってあんた……


「これを昨年、しかけまして。


　面おも白しろいように小舟の破は片へんが浜辺に流れ着きましたのよ。


　これで密漁もなくなるか、と思っていましたんですけれどね」


　……それで密漁なくなってたら……死んでるぞ。密漁者……


「ところが今度は、その密漁者のかたが逆さか恨うらみして、嫌いやがらせをやりはじめたんですの。


　どうやってか、ビーチにごみを投げ入れたり、町の中では、さきほどのようなごろつきを雇やとってからませたり……」


「──ちょ……


　ちょっと待った！」


　あたしは彼女のことばを遮さえぎり、


「……てことは……


　あたしがさっき、呪じゆ文もんでへち飛ばした連中捕つかまえてて、背はい後ご関かん係けい白はく状じようさせてたら、あっさり解かい決けつしたんじゃあ……？」


「……あら。


　そういえばそうだったかもしれませんね」


　……おいおい……


　まあ、そこであっさり事じ件けんが解決してもらっては、あたしの『事件解決にかこつけてプライベート・ビーチで遊あそびまくり』計画が台無しになるとゆーことも事じ実じつなのだが……


「ともあれ、最近では私も、多少身の危き険けんさえおぼえるような始し末まつで……


　そこであなたがたには、私がここに滞在している間──十日間のビーチの警護をお願いしたいのです。


　それに、もしできましたら、犯はん人にんをこらしめてやっていただきたいのです。


　お礼は……お一人一日金貨五枚で計五十枚ずつ──」


「──ごっ……！」


「五十枚!?」


「もちろん、もし犯人をこらしめていただけましたら、その分も上うわ乗のせさせていただきますけれど」


「なっ……なるほどっ！」


「ほーっほっほっほっほっほ！」


　かなりおいしい金きん額がくに、横でナーガも舞い上がっていたりする。


　反はん射しや的てきに無む条じよう件けんでうなずきたくなるのを必ひつ死しでこらえ、あたしはいよいよ、考えていた例の条件を提てい示じする。


「な……なるほど。


　金きん銭せんの条件に関かんしてはわかりました。


　ところで、警備の条件に関して提てい案あんがあるんですけど……」


「はい？　なんでしょうか？」


「提案、というより、ご協きよう力りよくのお願い、と言った方がいいかもしれないんですけど……


　十日間の警備をやり通したとしても、もし密漁者を捕とらえることができなければ、結けつ局きよく同じ事のくり返し。


　やっぱりここは、きっちり犯人を捕まえるなりなんなりしておいた方がいいと思うんですけど……」


「たしかに私もそうは思いますけど」


「それを踏ふまえて！


　前に機き雷らい攻こう撃げきを受けた密漁者のこと。あたしたちが、いかにも『魔道士です。警備してます』などという格かつ好こうで浜はま辺べをうろうろしていたら、警けい戒かいして姿すがたを現あらわさない可能性が高いと思うんです。


　となればとーぜん、捕まえることもまずできないっ！


　そこでっ！


　あたしたちが、リリィさんのところに来た客みたいなフリをして、気ままに遊んでいるよーに見せれば、相あい手ても油ゆ断だんするはずっ！


　それどころか、『やってきた客に危き害がいを加えればダメージも大きいはず』とか思って、動き出す可能性も大っ！


　このやりかたでいってはどーかっ!?


　などと思ったりするんですけどっ！　あたしはっ！」


「……………………」


　リリィさんは、あたしの提案に、しばし、あさっての方を眺ながめてなにやら考えて、


「──つまり──


　警備はするからプライベート・ビーチで遊ばせろ、と？」


　[image: ]っ!?　読まれてるしっ！


　内心の動どう揺ようをひた隠かくしに、あたしはにっこりほほえんで、


「……まあ……どう受け取っていただいてもかまいませんが、それが一番合ごう理り的てきな方法だと思いますけど」


　あたしの答えに、彼女もにっこりほほえんで、


「あらあら。何かと思えばそんなこと。


　ホホホホホホ。所しよ詮せん流ながれの用よう心じん棒ぼうふぜいの庶しよ民みんなんか泳がせたら、私のプライベート・ビーチが汚けがれますわ」


　ぴきぃぃっ！


「……などというふうなことを、私が言い出すとでもお思いでしたの？


　もちろんかまいませんわ。リナさん」


「……は……ははは[image: ]　そーですか[image: ]」


　思わず一瞬額ひたいに青スジ立ったけど、ま、誤ご解かいだったみたいだし……


「……ちょっと……リナ……」


　ちょっぴりかわいた笑い声を上げるあたしに、横からナーガが小さな声で、


「……さっきから、あの、リリィってひとのことば……なんかトゲがあるような気がするんだけど……」


「……な……何言ってるのよナーガ！」


　あたしの方も小さな声で、


「ブライベート・ビーチで遊びながらの警けい護ごして、金貨五十枚！　こんなカモ……じゃない、いいひと他ほかにいないわよっ！」


「……まあ……たしかに条件は悪くないとは思うけど……」


「なら決定ねっ！」


　あたしはくるりとリリィさんの方をふり向き、


「わっかりましたっ！


　この依頼、喜よろこんで引き受けさせていただきますっ！」


「まあ[image: ]　ありがとうございます[image: ]」


　リリィさんは、ぽんっ、と小さく手を叩き、


「それじゃあ早速ですが、うちのビーチにいらっしゃっていただけますか[image: ]」


「もっちろんですっ！」


　二つ返事でうなずいて。


　そしてあたしたち一同は、アコガレのプライベート・ビーチへと向かって歩き出したのだったっ！





　……ざざぁぁぁぁん……ざぶぅぅん……


　──えんえんと、響ひびき渡わたる波の音。


　白い砂浜に佇たたずんで。あたしはそれを眺めていた。


「……海う胆に……ですね……」


「はい。海胆です」


　ぼーぜんたるあたしのつぶやきに、リリィさんは静しずかに答えた。


　──青い空──緑みどりに囲まれた入り江──石造りの白い別荘──夏の日射しにかがやく砂浜──


　そしてびっしり黒いウニ──


「……えええええっと……」


「今け朝さ、起きたらこうなってましたの」


　放ほう心しんしているあたしに向かって──か、どうかは知らないが、彼女は淡たん々たんとした口調で説せつ明めいを続ける。


「人を雇やとって処しよ理りするしかない、と思いまして、それでセバスチャンを連れて、町に出ておりましたの」


「……えええええええっと……」


　浜辺にびっしり黒いウニ。トゲトゲだらけの黒いウニ。


　これではむろん、水に入ることなどできはしない。


　せっかく途と中ちゆうで水着買い込んで、別荘で着き替がえて、ここまでダッシュでやって来た、あたしの立場って一体……？


「ところが町で、セバスチャンが因いん縁ねんをつけられて……


　そこであなたがたにお会いした、というわけですの。


　ところでリナさん、聞いていらっしゃいます？」


「……ええええええええっと……」


　……………………


　──はっ！　いかんっ！


　ここでただ放心していても、ウニがいなくなるわけじゃないっ！


　とりあえず心を落ち着けて──


「なんだかよくわからないけどだいじょうぶです。


　なにしろウニは新鮮さが命ですから」


　……まだちょっと混こん乱らんしてる。


　とりあえず、ひとつ大きく深しん呼こ吸きゆう。


　まずはれーせーな状じよう況きよう分ぶん析せきから。


　波打ちぎわに、びっしりと、打ち上げられたウニの群むれ──


　むろん、自然にこうなったわけではないだろう。おそらくその密漁者とかのいやがらせに違ちがいはない。


　……これだけのウニ集められるのなら、いやがらせになんぞ使わずに、売ればいーよーな気がするのだが。


「──とりあえず、犯人はかなりアホですね」


「……どうでもいいけどリナ……あんた今回、本っ気で舞い上がってない？」


　多少的まとをハズしたかもしんないあたしのコメントに、横からあきれ顔でツッコむナーガ。


　などと言いつつナーガもまた、きっちし水着に着替えていたりするのだが。


　ちなみにあたしの水着は、オレンジ色のツーピース。ナーガのは黒のワンピース・タイプである。


　……こいつって、水着の方が、いつもより露ろ出しゆつ度ど少ないのな……


「ね。なかなか悪あく質しつでしょう？」


　ただ一人、水着に着替えずドレスのままのリリィさんに、あたしは力強くうなずいて、


「……ったくっ！　あたしのブライベート・ビーチにこんなマネしてっ！　ただじゃあすませないわよっ！」


　どさくさまぎれの発言に、ツッコミが来るかとも思ったが、リリィさんはかわらずにこにこ笑え顔がおで、


「と、いうわけで、当然この海胆の撤てつ去きよ作さ業ぎようしてくださいますわね『お友とも達だち』ですものね[image: ]」


　……………………


『──へ!?』


　思わずワンテンポ遅おくれて、あたしとナーガがふり向いた時には、すでに彼女はドレスのすそをひるがえし、別荘へ向かって歩き出しているところだった。





「……お……おにょれ許ゆるすまじ密漁犯っ！


　絶ぜつ対たい見つけて滅ほろぼしちゃるっ！」


　その日、あたしとナーガが作業を終えて、別荘に帰ったのは、夕食どきのことだった。


「まあ。お早いんですね。撤去作業は終わりましたの？」


「えー。一匹や二匹くらいは残ってるかもしんないけど、あとは全部、きれーにね」


　出で迎むかえたリリィさんに、あたしは不ふ機き嫌げんに答えた。


　……結局このアマ、手て伝つだいにも来やがんねーんでやんの……


　正しよう直じき、文もん句くのひとつも言いたいところではあるが、報ほう酬しゆう額がくと、『プライベート・ビーチで十日間』などとゆー条件を考えると、ここはがまんのしどころである。


　それにあたしとナーガにしても、二人っきりで、あれだけのウニを撤去、などという馬ば鹿か正直なことをしたわけではない。ンなことをやってたら、夕ゆう暮ぐれどころか、明日の朝までやったとしても、撤去しきれるかどーかも疑ぎ問もんである。


　あたしとナーガは、砂浜の砂や岸辺の岩やらを使って、小さなゴーレムをひたすらいくつもつくり出し、『海岸ぞいのウニを拾ひろって沖おきに投げろ』と命めい令れいしたのだ。


　もちろん作業終しゆう了りよう後ご、ゴーレムたちは地精ベフイモスの干かん渉しようを解とき、もとの砂や岩に戻もどしておいた。


　……当初の予定では、こーやって、撤去作業はゴーレムたちに任まかせて、あたしたちは海で泳いででもいればよし──というつもりだったのだが……


　実じつ際さいやりはじめてみると、さすがに、とてもではないが、泳いでいられる状況ではなかった。


　なにしろ、百に近いゴーレムたちの投げるウニが、ぶんぶかぶんぶか海面上をかっ飛んでいるのだ。泳いでいて、へたに水面から頭など出そうもんなら、ウニの一つ二つは刺ささろうか、というありさまである。


　さすがにあたしも、その状況で泳ぎたいとは思わなかった。


　そこで結局、ゴーレムたちの作業が終わる今まで、海岸で、ぼーっとそれを眺ながめていただけである。


　おかげで陽ひには焼やけたけど、むろんあんましうれしくない。


「たぶん今夜あたりも、密漁者が様よう子すを見に来ると思うんだけど……」


　リリィさんに案内されて、食事のテーブルについて。


　出されたアイス・パンプキンスープをすすりつつ、あたしは言った。


「そーいえば、連中がいつごろやって来るか、見けん当とうってつきません？」


「いえ、睡すい眠みん不ぶ足そくはお肌はだの天てん敵てきですから、私、夜はぐっすりと眠ねむってますの。


　ですから何も……


　──そうだ、セバスチャン、あなたは何か心当たりありませんこと？」


　彼女は、食事時にもりちぎに彼女のそばに控ひかえる執事さんに問いかける。


「さあ……私も、遅くまで起きている時は御ご座ざいますが、それも執しつ務むあってのこと……さすがに海の方をただ眺めている、ということは御座いませんので……申もうし訳わけ御座いませんが、心当たりの方は……」


「ふぅん……そいじゃあ、料理人のひととか、使用人のひととかは……？」


「私は執事という立場から、ここを離れるわけにはいきませんが、皆は、地元で雇やとった者ばかりで御座いますから、夕食の片付けが終わればそれぞれ町に帰ってしまいます。心当たりは御座いませんでしょう」


　直ちよく立りつ不ふ動どうの姿し勢せいで答える執事さん。


「……ふーむ……なるほど……」


　と、ゆーことは、夜になるとこの別荘、あたしとナーガを入れても四人だけになるわけか……


「それではリナさん、ナーガさん。


　今夜の海岸の見張りは宜よろしくお願いしますわよ。


　私はぐっすり眠らせていただきますので。


　……けど私、お昼ひる寝ねもたっぷりしましたし……眠れるかしら？」


「はっはっはっはっ。ぐっすり眠れるといーですねー」


「ほっほっほっほっ。そうするとわたしたちなんて徹てつ夜やで見張り」


「ホホホホホホホ。これもしょせんは犬同然の雇われ警護の身ならしかたのないこと。


　くやしかったら使われるのではなく使う方の立場になるしかありませんわよ──」


「……………………」


「……………………」


「──などとご自分の立場を卑ひ下げなさる警護のかたも、時々いらっしゃったりするんですけど、私は、それも立りつ派ぱなご職しよく業ぎようだと存ぞんじておりますので。


　大変だとは思いますけれど、どうかひとつ、宜しくお願いしますわよ」


「……は……はあ……」


「ふ……ふっ……まかせて……」


　引きつった笑えみを浮かべながらも、あたしとナーガの二人はこくこくうなずいたのだった。





　……ざざぁぁぁぁぁぁん……


　月の明かりにはじける波が、夜の浜辺におしよせては引く。


　満天に輝かがやく無数の星明かり。


　この季き節せつでも、さすがに夜の浜辺は、かなり涼すずしい風が吹ふいている。


「……ねえ……リナ……」


　砂浜に、二人並んでこしかけて。


　遠い星空を眺めつつ、ナーガは、ぽつり、とそう言った。











[image: ]








「……リリィさんって、時々とことんむかつくこと言うわね」


「言わないで。そのことは」


　左右に首ふり、答えるあたし。


「けどあれって、どう考えても、無む神しん経けい、っていうよりわざとやってるわよ」


「けどナーガ！　依い頼らい料りよう多いのよ！」


「……たしかにそうだけど……」


「イルマードなのよっ！　ブライベート・ビーチなのよっ！


　そう思っただけで、満まん足ぞく感かんっつーか、胸むねがいっぱいになるよーな気がしないのっ!?」


　あたしのことばに、彼女は小さく肩をすくめて、


「ふっ。


　リナの胸がいっぱいになる程てい度どの感かん激げきじゃあ、このわたしの胸なんて半分もぎゅ。」


　ことばの後半は、顔面が砂に埋うまったせいでかき消えた。


　むろんのこと、あたしがうしろあたまをいきなし踏ふんづけたのだが。


　彼女は、がばぁっ！　と身を起こし──


「──しっ！　来たわよっ！」


　ナーガが文もん句くをたれるより早く。あたしのことばが彼女の動きを止める。


　──くろぐろとひろがる水面みなもの上──


　よくよく目をこらしてみれば、月光にきらめく波間に小さな船の影かげひとつ。


　こちらは一応、海岸がわからは見えにくい場所に陣じん取どっている。普通に話す声が届とどく距きよ離りでもないし、まだ気づかれてはいないと思うのだが──


「……けど、ずいぶん小さい船ね」


「人数は……この距離じゃあよく見えないけど……


　船の大きさからすると、多くても五、六人ってところね……」


　ナーガの小声にうなずいて、やはり小声で答えるあたし。


「……けどリナ、連中、あの船とあの人数で、どうやって、たったひと晩ばんで、ここをウニでいっぱいにする、なんて芸げい当とうができたのかしら？」


「……そういえばそーね……」


　その人数では、たとえ朝から晩まで潜もぐって漁にいそしんだとしても、昼間、海岸を埋うめ尽つくしたほどの量は獲とれないだろう。


　なにしろ昼間のは、冗じよう談だん抜ぬきで、ちょっとした漁港で一日に獲れるウニを全部かき集めたほどの量があったのだ。そんな量のウニを、たかが数人が、視し界かいの利きかない夜の海に潜って、ひと晩で獲れるわけはない。


　それ以前に、あんな小さな船に、あれだけ大量のウニなど載のせたら、間違いなしに一発で沈しずむ──というより、そもそも載らないだろう。


　なら連中はどうやって、あんな細さい工くをやったのか──？


　……………………


「……ま、わかんないことは、とりあえず相手ぶち倒たおしてから、直ちよく接せつ聞きゃいーのよ」


「それもそうね」


　あっさり話にカタつけて、息をひそめて船を待つ。


　やがて小舟はゆっくりと、海岸線に近づいて──乗っている者も、わりとはっきり見えるようになってくる。


　まだ陰いん影えいしか見えず、細かな特とく徴ちようはわからないが、人数は三人。


　これで密漁者全員なのかどうかはわからないが、これまた、へち倒してから聞けばすむことである。


　船はだんだん近づいてくる。オールのきしみもかすかに聞こえ、乗っているのが、男三人だということも見てとれる。


　十分相手を引きつけてから──


「行くわよ！　ナーガ！　連中、動けなくするわよ！」


「ふっ。わかったわ」


　二人同時に、同じ呪じゆ文もんを唱となえはじめる。


　やがて呪文が完成し、顔を見合わせ、うなずいて──


　だっ！　と地を蹴けり、浜辺に向かって走り出す。


「──誰かいるぞ！」


　船の一人が声を上げる。


　別の一人があわててオールを手に取るが──遅いっ！　今さら転てん進しんしたところで、逃げられるわけはないっ！


『氷結弾フリーズ・ブリツドっ！』


　あたしとナーガ、二人の放った冷れい気きの塊かたまりが、小舟目がけてつき進む！


　だがその瞬しゆん間かん！


　船上の、男の一人が手にしたオールを投げ放つ！


　それは、わたしたち二人が放った冷気の塊と衝しよう突とつし──





　ぎがっ！





　その地点で、氷結弾フリーズ・ブリツドの冷気が解かい放ほうされる！


　冷気は船まで届かない！


　なにぃぃぃぃぃっ!?


　火炎球フアイアー・ボールやら氷結弾フリーズ・ブリツドが、今の方法で迎げい撃げきできる、などということは、普ふ通つうのひとはまず知らない。


　偶ぐう然ぜんか、それとも──


「ふっ！　甘あまいわね！　密漁者！」


　ナーガの声に、海面をよく見れば、あたしたち二人が放った冷気の塊は、直撃こそしなかったものの、まわりの水を凍こおりつかせて、船の動きを封ふうじている。


　らっきーっ！


「これでもう逃げらんないわよ！　密漁者さんっ！


　あきらめておとなしく降こう参さんしなさいっ！」


「笑わせるな！」


　しかしこの状じよう況きようにあってなお、船上の男の一人は、余よ裕ゆうで吠ほえて──


　同時に、張った氷ごと、船がゆっくり持ち上がりはじめる！


　なにっ!?


　やがてド派は手でな波音を立て、船と氷を持ち上げた、黒い何かが姿を現す！


「──蟹かに!?」


　ナーガが声を上げる。


　たしかに、そのシルエットはカニに酷こく似じしていた。


　しかし、フォルムは多少いびつだし、こんな巨大なカニが海岸近くをうろちょろしているとも思えない。


　となればおそらく──


「ゴーレムよ！　相手の中に魔道士がいるわっ！」


　そう思えば、さっきの氷結弾フリーズ・ブリツドが、オールを投げつけられて迎撃されたのもわかる。


　考えてみれば当然のこと。


　昼間、執事さんを襲おそっていたごろつきたちが、密漁者の雇ったものだったとすれば、当然あたしたち──魔道士が介かい入にゆうしてきた、という情じよう報ほうは伝わっているはず。


　となればこちらも、とばかりに、魔道士を用立てたとしても不ふ思し議ぎではない。


「そちらこそ、観かん念ねんしてもらおうか！」


　ふたたび響ひびく男の声！


「それはどーかしらねっ！」


　負けじとあたしも言い返す。


　売り言葉に買い言葉。あたしたち二人と、それに対する密漁者たち。


　交かわす視線が夜の浜辺に火花を散らす！







（ＰＢ攻防戦：つづくっ！）
























　次回予告





　ついにリナたちの前に姿を現したマイナーな敵！


　勝負の行方ゆくえは見え見えだが、果たしてリナは、プライベート・ビーチ十日間を満まん喫きつできるのかっ!?


　ナーガに活かつ躍やくの場は来るのかっ!?


　泳げない作者はこんなの書いてて悲しくならないのかっ!?


　さまざまな疑ぎ問もんを残しつつ、待て！　次回「ＰＢ攻こう防ぼう戦せん！（後編）」をっ！









ＰＢ攻防戦［後編］
















　あらすじ





　観かん光こう名めい所しよ、イルマードで、夏のプライベート・ビーチで十日間。


　そんな甘かん美びなことばにつられてリナが引き受けたのは、ことばにトゲがありまくる、名家の令れい嬢じようリリィのプライベート・ビーチを、密みつ漁りよう者しやたちから守る、というものだった。


　いやがらせの、浜はま辺べを埋うめる一面のウニ。そして、それをようやく撤てつ去きよした、リナとナーガのその前に、巨大なカニのゴーレムとともに、密漁者たちが現あらわれたのだった！















「ほーっほっほっほ！　笑わせてくれるわね、密漁者っ！」


　夜の浜辺にナーガの笑いが響ひびき渡わたった。


　カニゴーレムの上にのっかった、密漁者たちの方を、びしぃっ！　と指さし、


「そんなこけおどしのカニゴーレムで、この白蛇のサーペントナーガがひるむとでも思うのっ!?」


「こけおどしのカニゴーレム、だと!?　はんっ！　愚おろかなっ！」


　ナーガの嘲ちよう笑しように、密漁者の一人もまた嘲笑で返し、


「貴き様さまら、あの女に雇やとわれた流れの魔ま道どう士し、というところだろう……これがただのカニゴーレムに見えるなら、しょせんその程てい度どの力りき量りよう、ということだ！


　聞きいて驚おどろくな！


　私わたしの長年の研けん究きゆうにより、このゴーレムは、カニ型であるにもかかわらず、なんと！　前ぜん後ごの方向にも進むのだっ！」


「長年研究してそれかい。」


「こらそこのっ！　ひとの研究成せい果かをひとことで切って捨すてるなっ！」


　あたしのツッコミに憤いきどおる、魔道士とおぼしき密漁者。


　……いや……そー言われても……


　カニゴーレムを前むきに進ませる方法とやらを、長年研究するくらいなら、その時間使って、タマネギでも栽さい培ばいしてたほーが、百六十倍くらいは生せい産さん的てきなよーな気するのだが……実じつ際さいの話……


「まあいい！　もののわからん小こ娘むすめと話をしておってもはじまらんっ！


　これの真しんの恐おそろしさは、戦たたかってみればわかることっ！


　容よう赦しやはせんぞ！」


　ことばと同時にカニゴーレムが、浜辺に向かって前ぜん進しんをはじめる。
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「こっちのセリフよっ！」


　言って呪じゆ文もんを唱となえはじめるあたし。


　──そして──


「氷フリーズの・矢アロー！」


　口くち火びを切ったのは、ナーガの放った一いち撃げきだった！


　狙ねらいはカニゴーレムの上の密漁者たち！


　たしかに、術じゆつ者しやを倒たおしてしまえば、カニゴーレムは、単たんなるでくのぼうと化す。


　しかし。


「我われを護まもれ！」


　ざざばぁっ！


　魔道士のことばと同時に水面みなもが割われて、カニゴーレムの巨大なハサミが現れた。


　密漁者たちをかばってかざしたそのハサミが、ナーガの氷フリーズの・矢アローをあっさり阻はばむ。


　だが、そう来ることも予よ想そうのうち。あたしは唱えていた呪文を解とき放はなつ。


「振動弾ダム・ブラスっ！」


　ごがぁっ！


　一撃は、ハサミの腕うでの関かん節せつに！


　ぞばぁぁぁぁん！


　破は壊かい力りよくと自じ重じゆうに耐たえきれず、へし折おれたハサミは、しぶきを立て海の底そこへと没ぼつし去さる。


　ざわめく船せん上じようの男たち。


「おいっ！　壊こわれちまったぞ！」


「うろたえるなっ！　ゴーレムよっ！　潜せん行こうして海かい岸がんへと向かい、上じよう陸りくの後、命めい令れいその一を実じつ行こうせよっ！」


　魔道士のことばと同時に、ふたたび海へと潜もぐるカニゴーレム。


　海面には、まわりを氷に囲かこまれた、密漁者たちの小舟が残のこるのみ。


　なるほどっ！　ゴーレムを海岸であばれさせて、プライベート・ビーチをめちゃくちゃにしよう、という魂こん胆たんかっ！


　ならば、カニゴーレムの上陸とともに一撃粉ふん砕さいあるのみっ！


　その前にまず、魔道士たちをしとめるべしっ！


　あたしは口の中で呪文を唱え──


　しかし、それが完かん成せいするより早く。


「火炎球フアイアー・ボール」


　魔道士が呪文を放つ！


　放たれた輝かがやく球たまの狙いは──海面!?





　ごばぁっ！





　火球は水面に激げき突とつし、爆ばく発はつとともに大量の水すい蒸じよう気きを生む。


　そして──爆発の衝しよう撃げきによる大おお波なみを。


『──なっ!?』


　ざばしゃあっ！


　思わず声を上げたあたしとナーガを波しぶきが洗あらう。


　津つ波なみ、というほどではないが、密漁者たちの小舟を沖おきに流すには、十分なだけの波だった。くわえて生まれた水蒸気が視し界かいを阻んで、もはや小舟の姿すがたは見えない。


　飛ひ行こうの術あたりで追つい撃げきをかけたいところだが、今はカニゴーレムの迎げい撃げきが先っ！


　あたしはあらためて呪文を唱え──


　──ぞざざざざぞざざざぁっ！


　やがてほどなく水みな面もを割って、海岸に姿を現すカニゴーレム！


　おっしゃっ！　一撃でしとめるっ！


「烈火バースト……」


　しかし、あたしが呪文を唱えるより早く。





　どがぁっ！





　カニゴーレムの体が爆発・四し散さんした！





　……ざざぁ……ざぱぁ……


「──で、蟹かになわけですね」


　夜が明けてほどなく。


　別ベつ荘そうからこの浜辺まで、にこにこ笑え顔がおで降おりてきて、にこにこ笑顔で問とうリリィさんに、あたしはごまかし笑いを浮かべ、


「……まあ……そーいうことでカニです」


　答えてぽりぽり頭を搔かいた。


　浜辺いっぱいにまき散ちらされた、カニの群むれを背せにしながら。


　──あのとき──


　あたしがしかけるより一瞬早く、自じ爆ばくしたカニゴーレムの体の中から、無数のカニがあたりに飛び散りまくったのだった。


　どうやらあの魔道士は、中ががらんどうになっているカニゴーレムをつくり上げ、その中に、手に入れたカニをびっしり詰つめ込こんでいたようなのだ。


　そしてカニゴーレムは、浜辺に上陸すると同時に自爆。あたりにカニをまき散らした、というわけである。


　おそらく昨日きのうのウニも、同じような方法でばら撒まかれたのだろう。


「それで、いつまでに撤てつ去きよできるかしら？」


　やはりにこにこ笑顔で問うリリィさん。


　目も口もとも笑っているが、内ない心しん怒おこってるだろうとゆーことは容よう易いに想そう像ぞうがつく。


　ちなみにあたしとナーガはすでに、カニゴーレムの破は片へんで、きのうと同じくミニゴーレムをつくりあげ、カニの撤去作さ業ぎように入っている。


「……まあ……このままのペースだと、昼くらいには終おわるかなー、なんて思ってるんですけど……あははははは……」


「あらそう。ほほほほほほほ。


　がんばってくださいね。


　大きな口をおききになったわりには、密漁者ふぜいにあっさり裏うらをかかれるような無む能のうなかたでも、それなりに報ほう酬しゆうは払はらっているわけですから、蟹の撤去くらいはしっかりやってもらわないと、などと思っているわけではありませんけど、早く作業が終わらないと、お互たがい浜で遊べませんものね」


「……………………


　そ……そーですね……


　……と……ところでリリィさん、ここから一番近い魚うお市いち場ばって、どこにあるかご存ぞんじありません？」


「……魚市場……ですの？」


「ええ。


　ゴーレムたちがカニをどけてる間に、ちょっと聞き込みを、と思いまして」





　朝の市場は、喧けん噪そうと、海のにおいで満みちていた。


「……で？　リナ、どうするのよ？　こんなところに来て……」


　あたりに並ぶ海の幸さちを眺ながめまわしつつ、不ふ満まんげな口く調ちようでつぶやくナーガ。


「……ま、すぐにわかるわよ」


　なおもぶちぶちつぶやくナーガを無む視しして、あたしは、ざっと市場を見て回る。


　ちなみに今は、あたしもナーガも、いつもの魔道士姿ではなく、ごくごくふつーの服を着ている。


「ねーねー。おっちゃん」


　ひと通り見終わったそのあとで、あたしは、そばにいた、店のおっちゃんに問いかけた。


「今、あちこちざっと見回ってきたんだけど……その中に、イワシが一いつ匹ぴきもいなかったんだけど、どーして？」


「──！」


　ようやくそのことに気づいてか、ナーガが、はっ、と顔を上げる。


　そう。


　小さな浜辺を埋うめるほどの、大量のカニに大量のウニ。


　たった数人で調ちよう達たつできるものではない。


　なら犯はん人にんは、こういった場所でそれらを調達したはず。


　それを調べるために、あたしはここにやって来たのだ。


「ああ。それが、朝市がはじまったとたん、みんな売れちまってよ。……あんなもん死ぬほど買い占しめてどーすんのか、よくわからねーけどよ……」


　あたしの問いに答えるおっちゃん。


「……そーいえば、きのうとおとついも、カニだったか何だったかが売り切れてたみたいだけど……」


「おう。昨日がカニで……おとといがウニだったか。


　一体どうすんだかなぁ」


　半分口からでまかせの問いに、返ってきたのは期き待たい通りのことばだった。


　大当たりビンゴっ！


　やはり犯人は、このあたりで、いやがらせ用の海産物を買い占めているっ！


　となればあとは、買い占めたその相手さえつき止めれば、それが犯人、ということであるっ！


　あたしは困った表ひよう情じようをつくって、


「……うーん……


　ひとに頼たのまれて、イワシが要いるんだけど……どーにかなんない？　おっちゃん」


「……って言われてもねぇ。ねえもんは仕方ねえからなぁ」


「じゃあ、その、イワシ買い占めたひと、って誰だれだか教おしえてくんない？　こっちの事じ情じよう話はなせば、すこしぐらいはわけてもらえるかもしんないし」


「おう。かまわねーぜ」


　事情を知らないおっちゃんは、あたしのことばに、あっさりうなずいたのだった。





　ざぱぱぁぁぁん。ざぶぅぅぅん。


　砕くだける波音。カモメの声。


　小さなその港みなとには、海のかおりと音とが満ちていた。


「──あれじゃないの？　リナ」


　言ってナーガが指さしたのは、つき出た岬みさきの先にある、洞どう窟くつの入り口だった。


「……みたいね。あたりに他ほかに、それらしいものないし……」


　言って大きくうなずくあたし。


　市場のおっちゃんに、買い占め男の名を聞いたそのあと。


　相手の家へと行ってはみたが、そこは留る守す。


　あれこれ聞き込みしてみると、数人の仲間といっしょに、買い占めたイワシを船に積つみ込んで、洞窟と港とを、いくども往おう復ふくしていた、という話。


　となればまず間ま違ちがいなく、あの洞窟こそ、密漁者たちのアジト、ということになる。


「ふっ。そうとなれば話は早いわね。


　さあリナ！　早さつ速そくここから竜破斬ドラグ・スレイブか何かで、岬ごと密漁者たちを吹ふっ飛とばすのよっ！」


「おっ！


　……って、そーじゃなくてっ！


　密あ漁い者てが全部で何人いるか、まだわかんないのよっ！


　今、洞窟に全員いるとは限かぎんないしっ！


　ここはとりあえず穏おん便びんに、生かしたままとっ捕つかまえて、組そ織しき関係白はく状じようさせるのよっ！」


「……なんかまどろっこしいわね……」


「たしかにそーだけど、ここで仕し留とめられなかった密漁者が、またまたいやがらせしかけてきた、なんて話になったら、それこそまた同じことのくり返し。そっちの方がよっぽど面めん倒どうくさいわよ」


「……ふっ……しかたないわね……


　なら、どう行くの？」


「……ふぅむ……」


　言われてあたしは、あらためて、岬の方に目をやった。


　すくなくとも、ここから見た限りでは、洞窟に続く道があるようには見えない。


　ひょっとしたら、どこかに小こ道みちくらいはあるかもしれないが、ンなものを探さがしているのもめんどうである。


　となれば当然──


「まずは空から──ね。


　飛んでるうちに相手に見つかるとまずいから……岬にそって洞窟の上にまわり込んで、そこから洞窟の中──ってことで」


「ふっ。わかったわ」


「それじゃあさっそく……」


『浮遊レビテーシヨン！』


　あたしとナーガの声がハモって、二人の体はふわりと宙ちゆうに浮いたのだった。





　ひんやりとした空気にこもる、むせかえるような潮しおのにおい。


　半ばまで水に浸つかった洞窟は、大きく右にカーブして、その奥おくに闇やみをわだかまらせていた。


　あたりに人の姿はないが、洞窟の端はしにつくられた木の通路と、そこに繫つながれた二艘そうの小舟が、この洞窟が無人でないことを証しよう明めいしていた。


　顔を見合わせ、無言でうなずき、あたしとナーガは、通路に降り立ち、洞窟を、奥に向かって進みはじめた。


　やがて、洞窟の奥の方に、ぼんやり灯ともった魔ま力りよくの明かりが見えてくる。


　闇ににじんだ光の中で、大きな岩いわ影かげのすぐそばに、うごめく人ひと影かげが──三つ。


　──いたっ！


　おしっ！　ここは一発、いきなし『眠りスリーピング』の術で──


　などと思っている矢や先さき。


「ほーっほっほっほ！　とうとう見つけたわよっ！　密漁者たちっ！」


　こちらの段だん取どりおかまいなしに、朗ろう々ろうと、洞窟に響ひびくナーガの声！


「なにっ!?」


「その声は昨日のっ!?」


「見つかったかっ!?」


　密漁者たちの声が上がる。


　その中には、たしかに、きのうの夜聞いたものも交まじっていた。


「ちいっ！


　仕方ない！　脱だつ出しゆつだっ！


　全員、これの上に乗れっ！」


　魔道士の声が闇に響いて、三つの人影が岩影にとびつく。


　──岩影!?　まさかっ！


　ある可か能のう性せいがあたしの脳のう裏りに閃ひらめいた、まさにその刹せつ那な。


「行けいっ！　前進だっ！」


　魔道士の声と同時に、その岩影が動きはじめる！


「なっ……!?」


　驚きよう愕がくの声を上げるナーガと、あたしの目の前を、それは、密漁者たちを背に乗せて、波しぶきを上げ、通り過ぎてゆく。


「追うわよナーガ！　今のたぶん、イワシ型のゴーレムよっ！」


「ふっ！　わかったわっ！」


　二人は同時に呪文を唱え──


『翔封界レイ・ウイングっ！』


　ゴーレムのあとを追って、あたしとナーガは宙に舞まう！


　追いゆくあたしたちに気づいたか、ゴーレムの上の魔道士が、こちらに向かって呪文を放つ！


　氷フリーズの・矢アローか!?　しかし、無む駄だっ！


　放たれた冷れい気きの矢の群むれは、しかし、あたしとナーガが纏まとった風の結けつ界かいに阻はばまれて、あっさり四方にはじかれる。


　どうやらさすがにあの魔道士も、翔封界レイ・ウイングの特とく性せいまでは知らなかったようである。


　ゴーレムと、それに続いてあたしたちは、洞窟を抜ぬけて外に出る。


　ゴーレムの泳ぐ速さと、こちらの飛行速度はほぼ同じ。一定の距きよ離りを置いたまま、海上の追つい跡せき行こうは続いた。


　上に魔道士たちを乗せている以上、潜もぐられて見失うおそれはないのだが、差を縮ちぢめることができなければ意味がない。なんとかゴーレムを足止めできればいいのだが、この術で飛んでいる時には、たいした呪文は使えない。


　追跡がはじまった最初のころは、ゴーレムの上の魔道士から、攻こう撃げき呪文が飛んで来たりもしていたが、やっても無駄と悟さとったか、もはや何もしかけて来ない。


　いつしか事じ態たいは膠こう着ちやくし、ゴーレムとあたしたちは、海の上に、大きな円を描えがきつつ、ほとんどルーティン・ワークのよーな追跡を続けていた。


　──ええいっ！　きりがないっ！


　こーなったら、ナーガに飛び移うつって、ゴーレムに竜破斬ドラグ・スレイブでもぶちかますかっ！


　などと、ちょっぴり気の短いことを、あたしが考えはじめたその矢先。


　唐とう突とつに──


　ゴーレムのスピードが、がくんっ、と落ちた！


　何だ!?


　どーやらゴーレムに乗っている連れん中ちゆうも、事態が把は握あくできていないらしく、やたらおろおろしていたりするが──


　何はともあれ、今がチャンスっ！


　あたしたち二人と、ゴーレムとの間が一気に詰つまる！


　こちらに向かって、あわてて氷フリーズの・矢アローを放つ魔道士。しかしもちろん効きくはずもなく、それらはあっさりはじかれる。


　あたしとナーガは、そのまままっすぐ突っ込んで──


　どがっ！


　ゴーレムの上にいる連中にぶちかましをかける！


　波しぶきとともに二人が海に落ち、かわりにあたしとナーガとが、術を解かい除じよし、ゴーレムの背へと降り立った。


「……ぐっ……！」


　残る一人──魔道士が、呻うめいてこちらを睨ねめつける。


　ちなみに、こいつをつき落とさなかった理由はいたって単たん純じゆん。こいつを海にどつき落とせば、ゴーレムに、潜るように指し示じを出されるおそれがあったからである。もしそうなると、こちらの足場もなくなってしまう。


　それに、至し近きん距きよ離りの白はく兵へい戦せんなら、おそらくこちらに分ぶがあると踏ふんでのこと。


　……まあ……ナーガの方は、そこまで考えてたかどーかは疑うたがわしいけど……


　ともあれこいつとこーやって、お日様の下でご対たい面めんするのははじめてだが、三十くらいの、どこにでもいそうなおっさんである。服ふく装そうも、町の中ですれ違ちがっても気にならないような、ごくごくありふれたもの。


「ふっ。観かん念ねんするのね。密漁者っ！」


「と、ゆーことで。


　白はく状じようしてもらいましょーか。密漁者全員の名前と──黒くろ幕まくの名前とを」


『黒幕!?』


　ナーガと魔道士、二人は同時に声を上げていた。


　ナーガは驚おどろきの。そして魔道士は動どう揺ようの声を。


「ちょっとリナ、黒幕、って……!?」


「な……何の話だ!?　一体!?」


「とぼけてもむだよ。


　最初はウニ、次はカニ。そして今日はイワシ。


　あれだけの量を買い占めるには、いったいいくらかかった？


　ひとのプライベート・ビーチで魚捕とるためだけに、そこまでお金かけたりはしないわよね。当とう然ぜん。支し出しゆつの方が多くなるし。


　なら──それなりのお金を提てい供きようしてでもリリィさんにいやがらせをしたい、っていう誰だれかがいる──そう考えるのが普ふ通つうでしょ？


　さ。きりきり白状してもらいましょーか。


　おとなしくしゃべるなら、どつき回してサイフ奪うばったあと、海にほうり込む、くらいでかんべんしてあげるわよ」


「……き……聞くが……もしおとなしくしゃべらなかったらどうなるんだ……？」


「ほんとに聞きたい？」


「………………いや、やっぱりいい……」


　言って魔道士は、ずらりっ、と、腰こしの後うしろから大ぶりのナイフを抜き放ち、


「何にしろ、ここでお前たちを倒せば済すむ話だからな！


　二対一だからといって、女などに……！」


「……あれ……？」


　ぺらぺらしゃべっている間に、あたしにあっさりナイフを蹴けり飛ばされて、魔道士は、間の抜けた声を漏もらした。


　うぅむ。反はん射しや神しん経けいニブい奴やつ……


「……えーっと……」


「つまり、魔道士だから、女だから、って、接せつ近きん戦せんが苦にが手てだとは限かぎんない、ってことよ」


「ぐっ……！」


　よーやく自分の、圧あつ倒とう的てき不ふ利りを悟さとったか、魔道士は、じわり、と一歩後こう退たいし──


「水気術アクア・ブリーズ！」


　ざずんっ！


　水中呼こ吸きゆうの術を唱えて、海の中へと飛び込んだ。


「ちっ！　待ま…………！」


「追おう必ひつ要ようはないわよ！　リナ！」


　追って飛び込もうとしたあたしに、ナーガが待ったをかける。


「……へ……？」


「ふっ。読よみが浅あさいわね。リナ＝インバースっ！　途と中ちゆうでイワシゴーレムのスピードが落ちたのは、一体誰のおかげだと思っているのかしら!?」


　言われてようやく、あたしは気づいていた。


　さきほど翔封界レイ・ウイングの体当たりでへち落とした男たちが、はい上がってくるそぶりすら見せていないことに。


　そして──白蛇のサーペントナーガ、こいつが、こーゆーモノと、相あい性しようがよかったということに。
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「……なるほど……」


　ゴーレムをとり囲む、無数のクラゲに刺さされまくって、うつぶせにぷこぷこ浮かんだ魔道士を眺ながめつつ、あたしは大きくうなずいたのだった。





「あら。お帰りなさい」


　あたしとナーガが、リリィさんの別べつ荘そうに帰ってきたのは、ちょうど昼ごろ──食堂のテーブルに、リリィさんがついたばかりの頃ころだった。


　そばにはあいもかわらず執しつ事じのセバスチャンが控ひかえ、料コ理ツ人クさんが、ワゴンでスープを運んで来ている。


　ちなみに、予想通りと言おうかなんと言おうか、あたしとナーガのぶんの食器は用意されていない。


「あら。ごめんなさいね。お二人のお食事の用意をしていませんわ。


　別に、『どうせ、聞き込みとかおっしゃってはいたものの、蟹かにの撤てつ去きよ作業につき合うのがいやで羽を伸ばしに町に出ていたのでしょうから、そんなかたにさしあげる食事はございません』──などと思っていたわけではなくて、聞き込みというのは時間もかかるでしょうから、きっと外ですませてこられると思っていたものですから」


「……ま、食事の話はさておいて──」


　言って、あたしとナーガは彼女の方に歩あゆみ寄より、


「けっこー収しゆう穫かくはあったわよ」


　言って、ぽんっ、と彼女の肩かたに手を置おく。


「……な……何ですの？　収穫、って……」


「たとえば──」


　肩に手を置いたそのままで、あたしは、くるり、ときびすを返す。


「黒幕の正体とか、ね。


　セバスチャンさん」


『──な──!?』


　セバスチャンと居い合あわせたコックさんの驚きの声がハモった。


「黒幕……ですの？」


　ただ一人、あたしの言わんとしていることを、ちっとも悟さとらず、問い返すリリィさん。


「そーいうこと。


　あなたにいやがらせをするために、密漁者たちに資し金きん援えん助じよしてた者がいる──


　それがあなたよっ！　セバスチャンっ！


　──いえ、本名の、ジャック、って名前で呼んだ方がいいかしら？」


「──な──なんですってっ!?」


　さすがに事じ態たいを理り解かいしたか、リリィさんは声を上げ、いすを蹴け倒たおし、立ち上がる。


　よほどショックだったのか、顔色が真っ青である。


「それじゃあ──セバスチャン、というのは偽ぎ名めいだったのっ!?


　ああっ！　せっかく執事らしい名前だと思っていたのにっ！


　しかも本名がジャック！　こんな執事らしくない名前のひとを、執事として使っていたなんてっ！」


　頭をかかえて絶ぜつ叫きようする彼女。


　そっちの方がおーごとかい。あんたにとっては。


　セバスチャン──いや、ジャックは、驚きの色を必ひつ死しで隠かくしつつ、


「……な……何をおっしゃいますことやら！　一体何を根こん拠きよにそのような……」


「あんたの仲間──あの魔道士がぜんぶ白はく状じようしたのよ」


「………………！」


　あたしのことばに、ジャックはその場に凍こおりついた。


　イワシゴーレム追つい撃げき戦せんで、ナーガがいつの間にか呼んでいたクラゲたちに刺されまくって、体じゅう、ぷっぷくぷぅになった魔道士ほか二人を、ゴーレムの上にひきずり上げて、『しゃべらなければ、もっかい海にどつき落とす』とおどしたところ、みんなあっさりしゃべるわしゃべるわ。


　もっとも連中も、なぜジャックが援助をしてくれるか、というところまでは知らなかったようだが。


「偽名を使って雇やとわれて、こっちの動きを見ながらいやがらせをしてた、ってわけね。


　地元の人間で、リリィさんに反はん感かん抱いだいてるひとも多かったから、お金で仲間を集めるのもたやすかった。


　前にあなた、ごろつきたちにフクロにされてたけど……あれはおそらく、自分が被ひ害がい者しやになることで、黒幕だと気づかれずにすむように、ね。


　どーせ予定では、自分がぼこぼこにされたふりをしたあと、ごろつきたちが本当に、リリィさんをぼこぼこにする、ってすじがきだったんでしょうけど……


　こーなったからには、観かん念ねんしてもらいましょーかっ！」


　言って、ずずいっ！　と一歩詰つめ寄よるあたしとナーガ。


「……ぐ……！


　え……ええいっ！　そうはいくかっ！」


　ジャックが吠ほえたその刹せつ那な。


「──きゃあっ!?」


　リリィさんの悲ひ鳴めいが上がる！


　──なにっ!?


　あわててふり向いたそこには、リリィさんを、がっき！　とはがい絞じめにしたコックの姿。


　ちぃっ！　こいつもグルだったかっ！


「動くな！　動くとこの女、ただではすまんぞ！」


　銀ぎんのナイフ片かた手てに、月つき並なみな脅おどし文もん句くを飛ばすコックに、あたしとナーガは不ふ敵てきな笑えみを浮かべつつ、


「ほーっほっほっほ！　ずいぶん笑わせてくれるわね！」


「そぉぉぉんな月並みな脅し文句で、あたしたちがうろたえるとでも思ってるの？」


「この女に何かあると依い頼らい料りよう出ないぞっ！」


「くっ！　なかなかやるわねっ！」


「……仕方ないわね……ここはおとなしく言うことを聞くしかなさそうね……」


「……あなたたちって……」


　あたしとナーガの反はん応のうに、ちょっぴし汗あせするリリィさん。


　ジャックたちは、リリィさんをタテにしたまま、じりじりと、玄げん関かんの方に後こう退たいしてゆく。


「動くなよ！　きさまら！」


　勝しよう利りの笑みを浮かべつつ、ジャックは後ろ手に玄関のドアを開け、コックとともに外に出て──


　どかぽぉぉぉん！


　その刹那。


　二人はその場に待っていた、ゴーレムにどつき倒たおされたのだった。


「……な……こ……これって……？」


「あたしとナーガのしかけた罠わなよ」


　ゴーレムを隣となりに、うろたえるリリィさんに、にっこり笑顔で答えるあたし。


　コックまでがグルだとは思っていなかったものの、追いつめられたジャックがリリィさんを人ひと質じちに取る、という可か能のう性せいは、あたしもすでに考えていた。


　だからこそあたしとナーガは、屋や敷しきに入るより先に、海岸へ行き、カニの撤去やっているゴーレムを数体、屋敷の出入り口に配はい置ちして、『男が出てきたらぶん殴なぐれ』と指示を下しておいたのだ。


「……さて……と……」


　ぷち倒れ、目を回しているジャックに歩み寄り、後ろ手にしばっておいてから、活かつを入れてやる。


「……う……ぐ……な……何が……？」


「こんなこともあろーかと、あたしたちの用意しといたゴーレムにどつき倒されたのよ」


「……くっ……！」


　あたしにそう宣せん言げんされて、ジャックはがっくりと肩を落とした。


「……で？　あなた、なんで、お金出して、密漁者たきつけてまで、いやがらせをしたかったわけ？」


「……ふっ……すべてはそいつの親父おやじが悪いのさ……」


　言って彼は、じろりっ、とリリィさんをにらみつける。


「お父様が!?」


「ああ。これはその復ふく讐しゆうだ！


　お前の生まれる前……もともとは、この浜辺は、わしのものだった……それを……


　バクチと女遊びでこしらえた借しやつ金きん、金貨二万枚を返さなかった、という、ただそれだけの理由で、わしからこの浜辺を取り上げたのだっ！」


『そりゃ逆さか恨うらみだッ！』





　どぐしぶっ！





「ぐげふっ！」


　あたしとナーガとリリィさん。同時に放った蹴けりは、完全に、ジャックを沈ちん黙もくさせたのだった。





　かくて、密漁者たちは全員逮たい捕ほ。


　残のこりの日数、リリィさんから婉えん曲きよくなのか直ちよく接せつ的てきなのかよくわからん、いやみや文句を言われつつも、あたしとナーガは、プライベート・ビーチでの日々を満まん喫きつしたのだった。


　そして最さい終しゆう日び。


　あたしとナーガは、リリィさんから、たっぷりと依頼料──


「……が……ない……って……？」


　……ざざぁぁぁぁん……


　別荘のベランダで。波の音を聞きながら。


　あたしとナーガは、思わず目を点にしていた。


「ええ。どうやらあのジャックさん、密漁者のかたがたに海う胆にや蟹かにの買い占めをさせる資し金きんを、うちの金庫から出していたみたいで、今、ここにはほとんど現金がありませんの。


　それぞれに金貨十枚ずつくらいでしたら、お払はらいできますけど。


　ご不ふ満まんでしたら、ここからひと月ほどかかるわたくしの実じつ家かまでご同どう行こう願ねがうか、もう一年ここでお待ちいただければ、ご用意できると思います。


　──もっとも、その道のりや、待っていただいている間のお手て当あてはお払いできませんけれど。


　どうなさいます？」


　……な……


　なにぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃッ!?


　密漁者たちぶち倒した手間はともかく、リリィさんにさんざんいやみ言われ倒して、金貨じうまいっ!?


　全額払ってほしけりゃタダでついて来るか、ここで一年待ってろ、と!?


　ほほぉぉぉぅ……そーくるかこのアマは……ならばここは一発──


「……わかったわ……それだけしか払えないっていうものはしかたないわね……」


「──ちょっとリナ!?」


　抗こう議ぎの声を上げるナーガは無む視しして、あたしはテラスから、ビーチの方を、びっ！　と指さし、


「と、ゆーことで。


　ストレス解かい消しように、あのあたりに呪文一発ぶちかましてかまいませんよね」


「ええ。そんなことでお気持ちが晴はれるのでしたら」


　にこにこ笑顔で答える彼女。


　ふっ。かかった。


　あたしはにっこりほほえみ、呪文を唱えはじめる。


　横でにこにこそれを眺ながめるリリィさん。


　彼女は気づいていない。あたしが何の呪文を唱えているのか、ということに。そして、いつの間にか、ナーガが家の中にちゃっかり退たい避ひしている、ということに。


　そしてあたしは──術を制せい御ぎよし、解とき放はなつ。


「重破斬ギガ・スレイブ」
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　ぼひゅっ！





　刹那、ビーチはあたりの空間ごと消しよう失しつした。





　──こうして──


　今回の事件は終わりを告つげたのだった。


　あたしが髪かみの毛白くしてまで放った術は、大きな入り江を造つくり出し、なぜかそこには魚も寄って来ないとか。


　リリィさんも、さすがにへたり込んで泣ないてたけど、許きよ可かをしたのは彼女である。


　めでたしめでたし、とは言わないが、何はともあれ、一件落らく着ちやく。







（ＰＢ攻こう防ぼう戦せん：おわり）










もったりとしてコクがなく










「リナ＝インバース！　我わが挑ちよう戦せん、受けてもらおうかっ！」


「おっしゃ了りよう解かい！　爆裂陣メガ・ブランドっ！」





　づどぉぉぉむ！





「んぐわぁぁぁぁぁぁぁっ!?」


　かくて、ひとつのできごとは終おわった──


「……って……ちょ……ちょっと待ていっ！」


　胸むねのうちで、ナレーションなど流しつつ、去さりゆくあたしの背せ中なかにむかってかかったのは、たった今ぶち飛とばした男の声だった。


　あー。けっこーしぶといなー。


　あたしはくるりときびすを返し、


「あーはいはい。再さい挑ちよう戦せんの申もうし込こみね。オッケーオッケー。メガ……」


「ちょっと待て違ちがうそーじゃないっ！　ひとの話を聞いてくれっ！」


　地面に倒たおれ伏ふしたまま、男はぱたぱた手を振ふって、あわてた口く調ちようでがなり立てた。


　あらためて相あい手てを見てみれば、としの頃ころなら四十前後。髪かみにやや白いものの混まじりはじめたおっちゃんで、軽装鎧ライト・メイルに身をかため、背中に数本の剣けんをさした、典てん型けい的てきな戦せん士しスタイルをしていた。
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　それは、とある日の昼前の、街かい道どうすじでのできごとだった。


　あたしのよーに、いろいろなにかと有ゆう名めいになると、倒たおして自分の名を上げようと、相手のめーわく顧かえりみず、挑戦してくる考えなしは、どーやらこの世に掃はいて捨すてるほどいるようである。


　今も今とて、名前をたしかめられてから、いきなり指をつきつけられて、『挑戦する』と、こうである。


　めーわくな考えなしと判はん断だんし、呪じゆ文もんでいきなし吹ふっ飛とばして、ふつごーがあろうはずもない。


　とはいえ、話を聞けという以上、とりあえず聞いてみるのが人の道、とゆーもんである。


　吹っ飛ばすのはそれからでも遅おそくないし。


「話を聞け、って……でもたしかに『挑戦』って言ってたわね……？」


「……ふ……確たしかに言ったが……


　誰だれも魔ま法ほうで戦たたかえとは言っておらん！


　ひとの話もロクに聞かず攻こう撃げきをしかけるとは、全まつたく非ひ常じよう識しき……」


「振動弾ダム・ブラス」


　ひゅぼどんっ！


　あたしの放はなった一発は、身を起こしかけたおっちゃんの、そばの地面に着ちやく弾だんし、ちょっとしたクレーターをつくり出す。


　硬こう直ちよくしてるおっちゃんに、あたしはにっこりほほえみかけて、


「はいはい。用よう件けんはちゃっちゃとお願ねがいね。


　こっちは忙いそがしい……ってわけでもないけど、時間をムダにできるほどヒマ人、ってわけでもないんだし」


「……わ……わかった。


　私は……その、お前に……料りよう理り勝しよう負ぶを申し込む！　そう言ったのだっ！」


　……………………


「……料理……勝負？」


「その通りっ！」


　あたしはしばし、眉まゆをひそめて考えて──


「爆裂陣メガ・ブランド」





　づどごぉぉぉん！





「ぬあうあぁぁぁぁぁぁっ!?」


　おっちゃんは、ひるひるぼてりと吹っ飛んで倒れ伏し、今度こそ動かなくなったのだった。


　……ったく……ひとをからかうのもたいがいにしてほしいもんである。


　かくて、この一いつ件けんは、なかったことになったのだった。


　めでたしめでたし。





「ほーっほっほっほ！　こんなところにいたのね！　リナ＝インバース！」


　ぐむっ！


　いきなし上がったバカ笑わらいに、あたしがポテトをのどに詰つめたのは、その日の昼──


　とある町の食しよく堂どうで、昼ちゆう食しよくをとっていた時のことだった。


　相手はむろん言うまでもない。自じ称しようあたしのライバルこと、変な格かつ好こうナンバーワン、人の生み出したうごめく害がい悪あく、その名も高き白蛇サーペントのナーガ！


「ふっ！　このわたしが道に迷まよっているスキに、こんなところでのうのうと食事をとっているとは！　なかなか姑こ息そくなことをやってくれるじゃないっ！」


　んぐむっ！　ぐぐぐむぅぅぅぅぅっ！


「ここで出会ったのが運うん命めいと思ってあきらめて、おとなしくこのわたしに食事をご馳ち走そうするのよっ！」


　んぐぐぐぐむぅぅっ！


　のどを詰まらせ、もがくあたしにおかまいなしに、言いたいことを一方的に言い放ち、ナーガはつかつかつかっ、と歩あゆみ来て、テーブルの向かいに腰こしかける。


「ふっ。特に異い論ろんはないようだから、それじゃあありがたくご相しよう伴ばんさせてもらうわよ」


　……んぐはぁっ！


「……ってちょっとナーガっ！」


　なんとかポテトを呑のみ込こんで、抗こう議ぎの声を上げかけたのは、すでにナーガが、テーブルの上の料理をいくつかつまんだあとのことだった。


「ふ。なにかひら？」


　せっかく楽しみにしていた、子ラ羊ム肉の塩しお釜がま香こう草そう焼やきを口に運はこびつつ、いけしゃあしゃあと問とうナーガ。


「『なにかしら？』ぢゃないわよっ！　いきなし出しゆつ現げんして、ひとの食事横取りしてるんじゃないわよっ！」


「ふっ！　笑わせてくれるわね！　リナ＝インバース！　抗議のチャンスはちゃんと与あたえたはずよっ！　それを勝手に食べ物をのどに詰まらせてフイにしたのはあなたの責せき任にん！


　となればその責任は、あなたが取るのが当然ねっ！　ほーっほっほっほ！」


「ンなりくつがあるかぁぁぁぁっ！」


「ほーっほっほっほっほっ」


「バカ笑いしてごまかすなぁぁぁっ！」


「ほほーっほっほっほーほほほっ……」


「……？」


「ほーっ……ほほほっ……ほひっ……」


　眉まゆをひそめるあたしの前で、ナーガは変な笑いかたをしながら、ずりずりイスから落ちてゆく。


「……？　何やってるの？　ナーガ」


「……ふっ……ちょっと……なんだかおなかが……」


　な……なにぃぃぃっ!?


　ほとんど不ふ死じ身みのナーガの腹はらぐあいをおかしくするとはっ！　恐おそるべしっ！　子ラ羊ム肉の塩釜香草焼きっ！
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　などとあたしが思っていると。


「ふはははははは！　ずいぶんと驚おどろいているようだな！　リナ＝インバース！」


　横手からいきなり上がったその声に、あたしがそちらをふり向けば、そこには見知らぬ顔ひとつ！


「……誰だれ？」


　眉をひそめて問うあたしに、男はしばし、沈ちん黙もくし、


「誰……ってお前！　ついさっき呪じゆ文もんで吹っ飛ばした相手の顔を忘わすれるなっ！」


「いや……そう言われても……


　午前中に呪文で吹っ飛ばした奴やつって十人超こえてるし……」


「どんな生き方しとるんだ。お前は」


「やかましいわねっ！　町でごろつきにからまれて吹っ飛ばしたんで、数が多くなってるだけよっ！」


「……そ……そうか……


　なら、貴き様さまに料理勝負を申し込んで吹っ飛ばされた男、といえば思い出すかな!?」


「……そういえば……いたわね。そーゆーのが」


　あたしのことばに、男は得とく意いげに胸むねをそらして、


「ようやく思い出したようだな！　貴様は望のぞまぬようだが、この勝負、どうあっても受けてもらうぞっ！


　いやだとは言わせんぞ！　なにしろ、解げ毒どく剤ざいがかかっておるのだからなぁ」


「……解毒剤？」


「その通りっ！　その子ラ羊ム料理には、マダラムラサキガエルの毒を仕し込こんでおいた！　強い毒ではないが、私との勝負に勝って解毒剤を手に入れなければ……」


「あほかぁぁぁぁっ！」





　ぼばんっ！





　声と同時にあたしの放った、カラになったステーキ皿ざらの底てい面めんが、男の顔がん面めんを直ちよく撃げきした。


「もしもあたしが食べて体調崩したら、勝負にもなんにもなんないでしょーがっ！」


「……はっ！　そういえばっ！


　し……しかしっ！　結けつ果かよければすべてよしっ！　食べたのは貴様の友人！


　友の命いのちが惜おしければ、我わが挑ちよう戦せん、受けるがよいっ！」


「惜しくないからいーです」


　……………………


「は？」


　あっさり答えたあたしのことばに、男の目が点になる。


「……とゆーことでおばちゃーん、子ラ羊ム肉の塩釜香草焼きひとつ、追つい加かでおねがーい！


　ちなみにおかんじょうは、こっちのおっちゃん持ちねー！」


「ちょ……ちょっと待て貴様っ！」


「何よ。そっちが勝手に毒なんてほうり込んで、食べらんなくしたんだから、その分のかんじょうはそっちで持つのがスジってもんでしょーが」


「勘かん定じようの話ではないっ！　友の危き機きを見み捨すてるとは、貴様それでも人間かっ!?」


「毒盛もった本人が説せつ教きようたれるなぁぁぁっ！」


　みづっ！


　大皿の端はしで眉み間けんを一撃。


　……まあ……よくいるけど。自分のやったこと完全にタナに上げて、くそえらそーに他人に説教たれる奴……


「それに……ナーガだからいーのよ」


「お前、そんな薄はく情じような……」


　男が頭をおさえつつ、ごにょごにょ抗こう議ぎの声を上げかけたその時。


「……麗和浄デイクリアリイ」


　ナーガのつぶやきとともに、淡あわい光が彼女の全身を包つつみ込こみ──


「ほーっほっほっほっほ！　完・全・ふっかぁぁぁぁつ！」


　いきなしすっくと立ち上がり、笑わらいとともに復ふつ活かつ宣せん言げん！


　おっちゃんを、至し近きん距きよ離りからびしぃっ！　と指さし、


「ふっ！　この白蛇サーペントのナーガに一いつ服ぷく盛ったからには、それなりの覚かく悟ごはできてるんでしょうねっ!?」


「あー。あとでうまいもんでもおごるから、ちょっと黙だまっててくれ」


「ふっ！　ならいいわっ！」


　いーのかそれで？


　まあ、当人がいいなら別にそれでもいいけど……


　とりあえず、ナーガを沈黙させてから、あらためておっちゃんはこちらに向きなおり、


「それはさておき、料理で勝負……」


「やだってば」


「……むぅっ……」


　またまたあっさり断ことわるあたしに、おっちゃんは、しばしむずかしい顔で沈黙し、いきなり、ぽんっ、と手を叩たたき、


「それはつまり──勝負を捨てた、と。


　私の不ふ戦せん勝しよう、ということでいいわけだな！」


「はいはい。それでいいから」


　やる気のない口く調ちようで答えたあたしのことばに、とたんにおっちゃんは破は顔がんして、


「ふはははは！　勝った！　勝ったぞ！　このガルバート＝ハーマーがっ！　あの女の妹いもうとにっ！」





　ぴぴくぅっ！





　……ぎぎぎぃっ……


「ちょ……ちょっと待て……」


　首をきしませ、ふり向いて、ひきつった声でおっちゃんに問といかける。


「……『あの女』ってひょっとして……


　どこぞのゼフィーリアにある、『リアランサー』とかってレストランでウェイトレスやってるひとのことぢゃあ……？」


「その通りだが……」


「んぐはぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　思わずあたしは頭をかかえ、いすからのけぞり絶ぜつ叫きようする！


　そ……そいつぁあたしの郷く里にの姉ねえちゃんだぁぁぁぁっ！


「ちょっと待てぇぇぇっ！　さっきの不ふ戦せん敗ぱい宣言取り消しっ！」


「なにいっ!?　往おう生じよう際ぎわの……」


「それよりっ！　一体どーいういきさつがあってこーなったのよっ!?　その話しだいでこっちの出方変わるからっ！」


「ふっ！　知れたことっ！　貴様の姉あねに挑戦したら、『妹に勝てば考えてもいい』と言われたのだ！


　よって貴様には、どうしても勝たねば……って、なんで人の話の途中で、頭を抱かかえてうずくまる!?」


　ううううああああああああああああ。


　く……郷く里にの姉ちゃんがらみの話かぁぁぁぁっ!?


　と……となればこの勝負、たとえどんな形であろーとも、絶ぜつ対たいに負けるわけにはいかないっ！


　ここで負けたりしよーもんなら、姉ちゃんにどんな目にあわせられるかっ!?


　あたしはなんとか気をとりなおし、すっくとその場に立ち上がり、


「わ……わかったわっ！


　この料理勝負、受けて立つわっ！」


「……さっき不戦敗でいいって……」


「やかましーわねっ！　さっきはさっき、今は今っ！　とにもかくにも勝負よっ！」


「ふっ……まあよかろう！　もとよりこちらもそのつもりっ！　覚悟するがよい！」


　あたしとおっちゃん、二人の視し線せんが火花を散ちらす！


　かくてここに、あたしの人生を賭かけた、と言っても過か言ごんではない、料理勝負がはじまったのだった！





「よく臆おくさずに来た！　リナ＝インバース！」


　食しよく材ざいと、調ちよう理り器き具ぐとでごった返した厨ちゆう房ぼうに、ガルバートのだみ声がこだました。


　きのう、あたしがガルバートから挑ちよう戦せん状じようをたたきつけられた、あのメシ屋でのことである。


　料理勝負、ということばを小耳にはさんだ店のおっちゃんとおばちゃんが、定休日だし、若い料理人の勉強になるかも、ということで、場所を提てい供きようしてくれたのだ。


　かくて、午前のこの時間から、料理対決などというものが開かい催さいされることとなったのだった。


　この場にいるのはあたしとガルバート、ナーガと、店のおっちゃんおばちゃん。それと若い料理人さんが二人ばかり。


　店のおっちゃんは、にこにこ顔で、


「そいじゃあ、味の審しん査さはナーガさんとうちのみんながやらせてもらうよ」


「なにいっ!?」


　店のおっちゃんのことばに、ガルバートがおーげさな驚おどろきの声を上げる。


「ふっ！　心しん配ぱいの必ひつ要ようはないわよ！　いくらこの白蛇サーペントのナーガがリナの知り合いだからって、それで不公平な判はん定ていをしたりすることは絶対にないわっ！」


「……何を言っておるのかわからぬが……まあいい。貴様ら自身が望んだことだ。


　しかし一いつ旦たんそう言い出した以上、途中での棄き権けんは許ゆるさぬぞっ！」


　わけのわからんことを言ってから、ガルバートはこちらに向きなおり、


「勝負は簡かん単たん！　互たがいに一品ずつを作り、相手と審査員全員が、およそスプーンに五杯はいずつ食べる！」


　スプーンに五杯ずつ、って……なんか変な条じよう件けんだし……まあいいけど……


「この手て順じゆんをくり返し、先に料理のマズさで相手を倒たおした方の勝ちだっ！」


『……は？』


　思わず声を上げる一同を無む視しし、かまわずことばを続けるガルバート。


「ちなみに睡すい眠みん薬やくや麻ま痺ひ剤ざいなどを含ふくむ毒どく物ぶつの使用は禁きん止し！　あくまで味のみで相手を倒すことを目的とする！　いいな！」


「いいことあるかぁぁぁっ！」


　あたしは思わず絶叫する。


「なに!?　ということは、毒物の使用も許きよ可かしろと!?」


「違うっ！


　ふつー、料理勝負、っていえば、どっちがおいしい料理をつくれるか、って話でしょーが!?　それが何!?　マズいもん勝負!?」


「『普ふ通つうは』だと!?　ふっ！　何を甘あまいことをっ！


　私は料理『勝負』と言ったのだ！


　審査員の好このみや気き分ぶんに左さ右ゆうされるようなものなど、『勝負』とは言えぬわ！


　勝負とは、倒すか倒されるか！　これ以上明めい確かくな決けつ着ちやくはあるまい！


　それとも、己おのれの負けを認みとめて勝負を放ほう棄きするか!?」


　うくっ……!?


　な……なるほど……こーゆー奴やつか……こいつは……


　郷く里にの姉ちゃんが料理勝負を断ことわったわけが、これでよーくわかったけど……


　しかし、やはり姉ちゃんがらみである以上、絶対負けるわけにはいかないっ！


　こう見えてもこのあたし、姉ちゃんに仕込まれたおかげで、けっこうおいしい料理をつくる自信はある。


　逆ぎやくに言えば、おいしい料理をつくるポイントをことごとく外はずしてやれば、かなりマズい料理もつくれるはずっ！


「……やめるとは言ってないわよ！　いーわよ！　勝負しよーじゃない！」


「よし！　決まりだ！


　ちなみに勝負が長引き、互いがいつまで経たっても倒たおれない場合、審査員たちを数多く倒した方の勝ち、でいいな!?」


「のぞむところよっ！」


「……すいません。よく考えたら明日の仕入れがあるんでわしは……」


「あらやだ。あたしも洗せん濯たく物もの……」


「オレもちょっと、裏うら庭にわの溝みぞを観かん察さつ……」


「あ。ぼく、部屋の壁かべに向かって話しかけなくちゃいけない時間なんで」


「ふっ。わたしもそう言えば、角かどのノラ犬と決着をつける予よ定てい……」


「待ておら。」


　びすびすびすっ！


　あわてて逃にげようとする審査員たちのその目の前──木づくりの扉とびらに、あたしの投なげ放はなった竹グシが突つき刺ささる。


「んっんっんっんっ。今さら逃げようったって、そーはいかないわよ。


　こーなったら一いち蓮れん托たく生しよう、死なばもろとも。


　あんたたちにも、きっちし味見してもらいますからね」
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「……リナ……目がコワいわよ……」


「くっふっふっ……言っとくけど、途中で逃げても地の果はてまでも追いつめて、もっかい連れてくるんでよろしく」


　ナーガにきっぱり宣せん言げんし、あたしはガルバートに向きなおり、


「さあっ！　それじゃあ早さつ速そく勝負開かい始しよっ！」


　言ったあたしのそのことばは、自分でもはっきしわかるほど、ヤケクソな響ひびきが混まじっていたのだった……





『ぐげふぅぐをっ!?』


　双そう方ほうの料理をひと口食べたその時だった。


　全員の口から、感かん嘆たんの呻うめきが漏もれたのは。


　──むろんのこと──


　うまいっ！　という感嘆ではない。


　どーやったら、ごくごくふつーの食材を、ここまでおぞましい物体に変化させることができるのか──


　そーいう意味の呻きである。


　調ちよう味み料りようを入れすぎた、とか、入れ間ま違ちがえた、などという生やさしいシロモノではない。


　まさにこれは、『料理』というものの醜しゆう悪あくなるパロディにして冒ぼう瀆とく。


　ちなみにガルバートが出してきたのは魚料理。


　盛もりつけはあくまでも美しく。十分すぎるほどに火が通っているにもかかわらず、魚の生なま臭ぐささと野菜の青臭さが生きていて、隠かくし味の香こう草そうが、全体の味にきっついエグ味を与あたえている。


　もったりとしてコクがなく、それなのにいつまでも後あと味あじの悪さが口に残のこる……


　……………………


　食えるかこんなもぉぉぉぉぉん！


　これを食べろというならば、キャベツ丸ごと出されて『野菜サラダ』と言い張られ、金貨十枚請せい求きゆうされた方がマシである。


　普ふ段だんなら、即そく座ざにテーブルひっくり返し、あばれだしているところだが、テーブルの端はしに手をかけた刹せつ那な、脳のう裏りに浮うかんだ姉ちゃんの顔に、あやうくなんとか踏ふみとどまる。


　──あたしはコワくて味見をしなかったのだが、こちらのつくった料理の方も、なかなかのモノだったらしく、向こうでは、ガルバートがぴくぴくしていたりする。


　それでもこちらに顔を向け、にやり、と無む理り矢や理り笑えみをつくって、


「……く……ふっ……！　な……なかなかやるな……小こ娘むすめっ！」


「や……やりたくてやったわけじゃあないけど、ね……」


　多少ではなしにひきつりつつも、こちらも不ふ敵てきな笑みで返す。


「ふ……しかしっ！」


　ガルバートは、手にしたスプーンを翻ひるがえし、がすがすがすっ！　とひと息に、さらに四杯ぶんを口にほうり込む！


「ぐむうごごごごごぐぅぅぅぅぅぅっ！」


　ムラサキ色に顔を変え、のどもとをかきむしりつつ、それでもなんとか呑のみ込んで、こちらを向いて、にやりっ、と笑う。


　……くっ……！


　そう。規き定ていでは、それぞれの料理をスプーン五杯ずつ食べなければならない。


　とどのつまりは、今のマズさをあと四回、味あわなければならないのである。


　……ひょっとしたら……あたしが今まで……いや、これから経けい験けんする戦たたかいの中で、もっとも苦くるしい戦いになるかもしれない……


　そんな予よ感かんが、あたしの脳のう裏りを駆かけ抜ぬける。


　スプーンを構かまえ、皿さらを見すえて、あたしはガルバートの料理のスキを見いだそうとしていた。


　見た目はそれなりに整ととのった魚料理。しかし、その味は『食料』というものに対する冒瀆としか言いようのないシロモノである。


　だが──


　たとえどんな料理でも、美お味いしい部分とそこそこの部分があるのと同じく、この料理にも、『多少はマシ』な部分もあるはず！


　そのスキさえ見つけ出せたなら、楽らく勝しよう……とは絶対いかないまでも、戦いは多少楽にはなるはずである。


　スープには、すべてのマズさのエキスが凝ぎよう縮しゆくされているはずだし……淡たん泊ぱくな野菜はそのエキスを吸すっているはず。


　となれば……


「──これかっ!?」


　あたしはスプーンを、魚の身の部分に伸ばす！


　たしかに生臭くはあるが、それだけをがまんすればすむ話！


　あたしはそれを、はくりっ！　と口に含ふくんで──


　………………………………………………


　あたしはこの時、生まれはじめて知ったのだった。


　マズさのあまり、視し界かいが白はく濁だくすることさえ、この世にはあるのだ、ということを。


　生臭いとは思っていた。


　覚かく悟ごもできてたつもりだった。


　しかぁぁぁしっ！


　まさか、ここまでとはっ！


　どう表ひよう現げんすればいーのか……言葉などなまぬるい、という気すらするのだが……


　魚がおなか見せて浮ういてる、藻もで緑色になった夏場のため池の水を口に含んだら、こーゆー味してるんじゃないかなー、といった感じの生臭さ、と言えば、この味のすごさの何なん割わりかでも伝わるのではないだろーか。


　……な……ならば、青野菜を食べて味の相そう殺さいをっ！


　ひとすくいして口に運はこび──


　──


　あなたは菊きくの葉はを、生で食べたことがあるだろーか？


　もしもないなら、一度でいーから試ためしてほしい。


　あたしは、小さい頃ころに一度やってみて、もう一生やらん、と、夕ゆう暮ぐれの一番星にかたく誓ちかったものだったが──


　ガルバートの魚料理の青野菜は、なんというか、菊の葉の生ジュースが、口の中で増ぞう殖しよくしまくってゆくかのような錯さつ覚かくすらおぼえるほどの味だった。


　……お……おそるべしっ！　この料理にはスキがないッ！


「……くっくっくっ……


　どーした？　リナ＝インバース。


　まだスプーン三杯目だぞ」


　………………ぎりっ…………


　ガルバートのことばに、あたしは奥おく歯ばを嚙かみしめて、皿に向かってスプーンを進めたのだった。





「ほーっほっほっほっほっほ！」


　とーとつに。


　ナーガがバカ笑いをはじめたのは、双そう方ほうの出した二品目を、全員が食べたあとのことだった。


「……まさかナーガ……今さら審しん査さやめる、とか言うんじゃないでしょーね……？」


　美お味いしい料理は、人の心をなごませると言う。


　そしてとことんマズい料理は、人に殺さつ意いすら抱いだかせる。


　ましてや今は、ガルバートの二品目の、野菜料理を食べた直後。口の中を生きたなめくぢが這はいずり回ってるよーな、そんなあと口を残したままの状じよう況きようで、殺さつ気き立つなとゆーほうがどだい無理である。


　険けん悪あくな目で言ったあたしに、ナーガの方も血走った目で、


「ふっ！　この勝負、こうなったらこのわたしも乱らん入にゆうさせてもらうわよっ！　もしわたしが勝ったなら、審査員から降おろさせてもらうわよっ！　いいわねっ!?」


「なにぃぃぃぃぃ？」


「おっもしろいっ！　勝てると思うならやってみなさいっ！」


「リナ＝インバースもろとも撃げき破はしてくれるわっ！」


　いきなりのナーガの挑ちよう戦せんに、息まくあたしとガルバート。


　──むろんのこと。


　あとあと考えてみれば、ナーガのこの挑戦は、完全に見けん当とうはずれである。


　たとえここでナーガが乱入したところで、彼女があたしとガルバートの料理を食べ続けなければならない、という状況には何の変わりもないのである。


　そして一方、あたしとガルバートにしてみても、マヅひ料理を一品多く食べなきゃならなくなるわけで、何のメリットもない──どころか、よけーに不ふ幸こうになるだけである。


　──もうおわかりだろう。


　この時すでに全員が、料理のあまりのマヅさに、完全に脳のうミソがマヒしていた、ということが。


　そして──
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「そういうことなら──わしも挑戦させてもらうぞっ！」


「ならわたしもやるわっ！」


「やってやる！　オレだって！　やってやるぞっ！」


「なら当然！　ぼくもやらねばなりませんねっ！　ジャガイモ皮むき三十五か月！　こう見えても、マズい料理をつくらせたら、ちょっとうるさいですよっ！」


「猪口ちよこ才ざいな！　面おも白しろい！　受けて立ってやるわっ！」


　審査員全員の立りつ候こう補ほに、どーやらやっぱし脳ミソマヒしていたらしいガルバートが息まいて──


「じょーとーじゃないっ！　あたしは誰の挑戦でも受けるっ！」


　同じくマヒしてたあたしもまた、挑戦を受けて立ったのだった。


　そして──悪あく夢むははじまった。


　──どれくらい──時間が経たったのだろうか。殺せつ那なも永えい遠えんも、あたしたちにとっては、もはや意味を成なさなくなっていた。


　ただただひたすら料理をつくり、死ヌルよーな気分でひたすらがまんして食べる──もとい、口にかき込み、胃い袋ぶくろに落とす──


　そんなことを、幾いく度どくり返したことだろうか。


　もはや、おっちゃんおばちゃん、若いの二人、お店のスタッフ合計四人はすでに、しろめをむいて突つっ伏ぷしている。


　しかし──あるいはそちらの方が、よほど幸こう運うんだったのかもしれない。


「んっふっふっふっふっふっふっふっ」


「ほ……ほほほほほほほほほほほほほ」


「くくくくくくくくくくくくくくくく」


　たとえではなく完全に髪かみの毛白くなりながら、あたしとナーガとガルバート、三人は、いまだ死し闘とうを続けていた。


　みょーな甘あまさに寒さむ気けすらおぼえる、ミミズの水死体のようにゆで上がったミートソースパスタ。


　古い食しよつ器き棚だなと錆さびたフライパンの香かおり、古くなっていたんだ油の風味が、充じゆう分ぶんに活いきているパエリア。


　肉の旨うまみを極きよく限げんまで殺し、クセとしつこさだけを前面に押し出した、ワインソースが酸すっぱいポークソテー。


　なにしろ、こんな地じ獄ごくのよーなシロモノを、スプーン五杯ずつとはいえ、連れん打だで食べ続けているのだ。これでおかしくなるな、という方が無理である。


　あとでよくよく考えると、この時、自分のつくったマヅい料理まで、きっちり食べていたりするのだから、もはやどれだけあたしたちがイッていたか、想そう像ぞうするだにおそろしい。


『……っぐはぁ！』


　同時にスプーン五杯目をのどの奥に流し込み、三人はスプーンをテーブルに置おく。


「……くっくっくっ……なかなかやるな、小こ娘むすめども……」


　肩かたで息などつきながら、ガルバートは、イスをけ飛ばし、立ち上がり、


「しかしお遊あそびはここまでだ！　そろそろ本気でケリをつけさせてもらうぞ！」


「そぉぉれはこっちのセリフよっ！」


「ほーっほっほっほっほっほ！」


　あたしとナーガも席を立ち、三人そろって調理場に向かい──


　そこではじめて。


　三人は気づいたのだった。


　店のおっちゃんたちが用意してくれていた食材が、ほとんど尽つきていることに。


　まあ、店のおっちゃんは、ウマい料理をいくつかつくる勝負だと思い込んで材ざい料りようを揃そろえていたのだろうから、これだけの種しゆ類るいの変な料理を作ったら、材料が足りなくなるのも当たり前である。


　当たり前──とはいえ……


「……どうする……これは？」


「……どーする……って……」


「どっちにしろ、材料がないことにはどうしようもないわよ」


　ガルバートとあたしとナーガ。三人は、口々に言ってしばし沈ちん黙もくし──


「ふっ……こうなれば仕し方かたあるまい……」


　その沈黙を破やぶったのは、ほかでもないガルバートだった。


「こうなれば最初の予定通り、剣けんと剣との勝負を挑いどみ、決着をつけるのみっ！


　むろん逃げはすまいな！　リナ＝インバース！」


「……んっふっふっ……もぉこーなりゃ、なんだって……」


　………………


　言いかけて──


　ふとある疑ぎ問もんが、あたしの脳のう裏りをかすめた。


「……ちょっと待ておっさん……


『最初の予定通り』って……まさか……ほんとは剣であたしと戦うつもりだったんじゃあ……？」


「もちろんだ！　お前の姉からは、何で勝負をするか、とまでは指し定ていされなかったからなっ！


　しかしっ！　出会い頭に吹ふっ飛とばされて、まともな勝負は戦せん略りやく上じよう不ふ利りと悟さとって、とっさに料理勝負に切きり替かえたまで！


　しかしそのあと、さらによくよく考えたら、私は料理なんぞ苦にが手てなんで、りくつをこねてマズいもの勝負を挑いどんだ、というわけだ！


　だがこうなっては、こんな茶ちや番ばんを続ける意味もないっ！


　てっとり早く剣と剣とで勝負だっ！」


「……ほほぉぉぉぉう……」


　ゆらりっ、と。


　あたしとナーガ、二人の全身から、殺さつ意いのオーラが立ち上のぼったのに、ガルバートははたして気づいたかどうか。


「……とゆーことは……あたしの姉ちゃんへ挑戦した、ってゆーのも、料理勝負じゃなくて剣の勝負だった、と？」


「当然だ！」


「ふっ……そうするとこの白蛇サーペントのナーガともあろうものが、髪の毛白くなるまで、ただの茶番につきあわされた、というわけ？」


「そういうことになるな！　さあどうするリナ＝インバース！　我が挑戦受けるかっ!?」


「……んっんっんっんっ……」


　ゆぅらりと、あたしは一歩前に進む。


　目が据すわりまくっているのが、自分でもはっきしとわかった。


　そーか。なるほど。そーゆーことか。


　ンなくそあほらしい理り由ゆうで、あたしは今までひたすら、ドまずい料理を無理して食べていた、と……


「いーわよ！　相手になってやろーじゃないっ！　今ここでっ！」


「ふふふふふふふふふ。わたしも参さん加かさせてもらうわよ、リナ」


　あたしとナーガ、二人の手が麵めん打うち棒ぼうとすりこぎを握にぎった！





　──そしてほどなく──


　あたしとナーガは、ぼこぼこになってぶち倒たおれたガルバートを残し、おぞましいにおいの立ちこめる調ちよう理り室しつを後にしたのだった。


　ちなみにガルバートが、やたらと弱よわかったことだけは、つけくわえておかなければなるまい。


　かくて、一つの出来事は終おわった。


　──いや。


　あたしはこの時、はじめて気がついたのだった。


　本当ならばこの一件は、冒ぼう頭とうの、あたしがガルバートを吹っ飛ばした時じ点てんで、とっくに終わっていたのだ、ということを──


　虚むなしさだけを胸に抱いだいて、あたしは厨ちゆう房ぼうの扉とびらを閉とざしたのだった──





　Ｐ・Ｓ


　巻まき込んだ店のおっちゃんおばちゃん、ごめん。







（もったりとしてコクがなく：おわり）












スレイヤーズ外伝



　アメリア・地方漫遊記














　世界は、おーむね平和だった。


　多少、どこぞの国の国境近くで小ぜりあいがあったり、あちこちで魔族、モンスターが暴あばれていたりはするものの、別にそれとて今にはじまったことではない、いわば昔からの伝でん統とう行ぎよう事じのようなものである。


　そして──ここにも。


　そんな、昔ながらの、よくある光景があった。





「へ……もう逃げ場はねーぞ。姐ねえちゃん」


「観かん念ねんするんだな」


　マニュアル通りの脅おどし文句を、ねちりっ、とした口く調ちようで言い放はなち、男たちは、さらに一歩、歩みを進めた。


　手にした剣が、木こ漏もれ陽びを受けて閃ひらめく。


　思わず一歩退さがった女の背中が、後ろの木の幹みきに当たった。


　追いつめられた女は、としの頃ころなら二は十た歳ち過すぎ。赤いロング・ヘアの美人である。


　しかしその美び貌ぼうも、今は、恐きよう怖ふと緊きん張ちように引きつっていた。


　相手は男が五人。武術の心こころ得えのない彼女には、男たちの技う量ではわからないが、彼女にもわかることがひとつ。


　この囲みを破やぶって逃げるのは、彼女には不可能だ、ということだった。


「……くっ！」


　木に背をあずけ、小さく呻うめくと、ほとんどやぶれかぶれで、腰の短剣ダガーを抜き放つ。


　だが──男たちの顔からは、なぶるような、にやけた笑いは消えなかった。


「ほほぉう。それでオレたちと戦やる、って？」


「馬ば鹿かだねぇ。抵てい抗こうしなけりゃ、楽に殺やってやるもんをよ」


「ま、抵抗したいならすればいいさ。


　結局──」


　男の一人が、ちゃきっ、と剣を構かまえなおす。


　その瞳ひとみに宿るのは──殺さつ気き。


「あんたが死ぬことに変わりはねーんだよっ！」


　吠ほえて地を蹴けるその瞬しゆん間かん！


「愚おろかなっ！」


　木々の間にこだましたのは、まだ若い女の──いや、少女の声だった。


　むろん、目の前の女が発したものではない。


「何だ!?」


　男たちの動きが止まった。


　あわててあたりを見回せど、人の姿すがたはどこにも──


「上だ！」


　一人の男が上げた声に、一同、上を見上げれば、木漏れ陽にまぎれ、溶とけ込むように、梢こずえに佇たたずむ影ひとつ！


「天呼ぶ、地呼ぶ、人が呼ぶ！　悪を倒せと轟とどろく声を、風がわたしのもとへと運ぶ！」


『………………』


　いきなりはじまった口こう上じように、一体何をどうリアクションしてよいかもわからず、硬こう直ちよくする一同。


「世にある悪を滅めつするために、心の闇やみを懲こらすため……」


「とう。」


　ごんっ。


　ざしゃざがしゃざざざっ！　べちっ！


　我にかえった男の一人が、なにげなく放ほうった石に直ちよく撃げきされて、それはあっさり、木の葉を揺ゆらして地面にへち落ちた。











[image: ]








　それは──


「子供!?」


　男の一人が、思わず驚おどろきの声を上げていた。


　そう。


　落ちてきたのは、白いマントに白い服。肩かたでそろえた黒い髪かみ。としの頃なら十三、四の、一人の少女だった。


「声で、女だと予想はしていたが……」


「オレ、もっと変なのが落ちてくると思ってたけど……」


「声は女だけど、なんだかわからん生き物が落ちてくる、って展てん開かいもありかなー、なんて期き待たいしたぜ。オレは」


　勝手なことを言う男たちをよそに、落ちてきた少女は、いきなり、がばぁっ！　と身を起こすと、そばの木の幹にしがみつく。


「登りなおさんでいい登りなおさんで」


　少女のマントをひっ摑つかみ、つめたい口調でツッコミを入れる女。


　──どうやら、あまりのいきなりな展開に、このスキに逃げる、という考えがわいて来ないようである。


「でもっ！　セリフがまだ途と中ちゆう……」


「いーから。で？　何なわけ？　あんた」


　言われて少女は、多少不ふ満まん顔ながら、すとんっ、と地面に降おり立つと、ぴしぃっ！　と男たちを指さし、


「悪の気け配はいを感じ取り、成せい敗ばいしに来たんですっ！」


　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。そして──


　男たちは爆ばく笑しようした。


　どさくさにまぎれて、襲おそわれていたはずの女も爆笑していたりする。


「す……すると何か？　お嬢じようちゃんがオレたちを『成敗』するってか？」


「火炎球フアイアー・ボール！」





　づどむ。





　少女の返事は、呪じゆ文もんと爆発。


　そのたった一いち撃げきで、立っているのは、少女と女、二人だけになった。


「……あ……あんた、けっこう強いんだね」


　悲ひ鳴めいを上げるいとますらなく、こんがりコゲて、ぴくぴくしている男たちに目をやって、女は感かん嘆たんの声を上げた。


「正義を愛する心が胸にあるかぎり、決して悪には屈くつしませんっ！　じゃっ！　そーゆーことでっ！」


「──っと待った」


　言うだけ言って去ろうとする、少女のマントを、ふたたび後ろからひっ摑み、女は待ったをかけた。


「あんた、悪人やっつけるのが趣しゆ味みってぇのなら──どう？　ちょっとした仕事、頼たのまれてくれない？」


「しごと……ですか？」


　気の進まない表情の少女に、ぽそりっ、と、


「成敗しがいのある、イキのいい悪人もいるわよ」


「本当ですかっ!?


　そういうことなら喜んでやらせてもらいますっ！」


　そのひとことに、少女は瞳をきらきら輝かがやかせてうなずく。


「オーケイ。あたしはダイアナよ」


「わたしのことは──」


　ダイアナのさし出した右手を、力強くにぎりかえして、少女は言った。


「アメリア、って呼んでくださいっ！」





「ここが、あたしの家よ」


　自慢げにそう言って、ダイアナが指したのは、町の中心近くに佇たたずむ、白い壁かべの瀟しよう洒しやな家だった。


　聖王国セイルーン。


　首都、セイルーン・シティから北に二日。小さな山をひとつ越こえた場所に、ここ、プライアム・シティはあった。


「へーえ」


　あまり気のないあいづちをうつアメリアに、ダイアナは、一瞬、不満げな表情を浮かべるが、気を取り直して笑顔を浮かべ、


「こう見えてもあたし、この町じゃあ、すこしは名前知られた商人なんだから」


「そーなんですか」


　笑顔での、しかしやはり気のないアメリアのあいづちに、ダイアナはややムッとして、


「そーなの」


　ぼそりと言って玄げん関かんへと向かう。


　迎むかえた執しつ事じに香こう茶ちやを持ってくるように命じ、ダイアナは、アメリアを客室に案内した。


「──それで、どこの誰だれなんですっ!?　わたしが倒すべき悪はっ！」


　席についたそのとたん。何の前置きもなく、単たん刀とう直ちよく入にゆうに切り出すアメリア。


「……い……いきなり来たわね……


　ま、話が早くていいけど……」


　そのいきおいに、ダイアナは、多少ひるみながらも、


「さっき、町のまん中に、小っちゃなお城が見えたでしょ？


　このあたりを治めてるロード・ザイエンの城なんだけど──


　そのロード・ザイエンなのよ。


　悪事を働いてる奴やつ、ってのは」


「なんですってぇぇぇっ！」


　聞くなり、アメリアは、だむっ！　とテーブルに片足乗せて、ぐぐいっ！　と、こぶしをにぎりしめ、


「ロードという、人民を守るべき立場にありながら、その陰かげで、悪を為なすとはふとどき至し極ごくっ！」
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「……あの……そのテーブル、けっこー高かったんだけど……」


「テーブルのことはさておいてっ！　悪を働く輩やからには、天てん罰ばつあってしかるべきっ！　天が裁さばきを下さぬならば、かわってわたしが下すまでっ！」


「……そ……そぉ……がんばって……」


　ひとしきり口上を述べて落ち着いたのか、アメリアは、ふたたびいすに腰かけて、


「それでっ！　どういう悪事を働いてるんですっ！」


「えーっと……」


　ダイアナは、こめかみを押おさえ、気を取り直し、


「あたし、ロードのところへ時々出入りして、取引とかしてるんだけど、それで、知っちゃったのよ。


　ロードがどーやら、麻ま薬やくの密みつ売ばいに荷か担たんしてる、ってことをね」


「麻薬!?」


「そう。


　たぶん、街道であたしを襲った連中も、ロードが雇やとったのよ。余よ計けいなことを知ったあたしを殺すために、ね」


「なんてことをっ！」


　アメリアは、ふたたび、だむっ！　とテーブルに足を乗せ、


「ロードという、人民を守るべき……」


「それ聞いた。さっき聞いた」


「とにかくっ！　そうと決まれば早さつ速そく成敗あるのみですっ！」


「……いやあの……」


　ダイアナが、止めるいとまもあらばこそ。


　アメリアは、ダッシュで部屋を飛び出していた。





「馬鹿もんがぁぁぁぁっ！」


　鳴り響ひびく、やたらとどやかましい声に、控ひかえる五人の男たちは、耳を押さえて身をすくめた。


　一同の前に、怒いかりの表情で佇んでいるのは、立りつ派ぱな服とあごひげの、貧ひん相そうな顔と体格の中年男。


　服とひげとでかろうじて威い厳げんを保っているようなこの男こそ、この町を統すべる、ロード・ザイエンその人だった。


「『失敗した』ですむと思っているのか!?


　──よいか、噂うわさによれば、フィリオネル王子が、ランディ王子とともに、地方視し察さつの旅に出たとか。


　もし我々のやっていることが、そのお耳にでも入ってみろ！　一体どうなるか、考えたことがあるかっ!?


　わしのロードの地位は剝はく奪だつ。お前たちも、甘い汁が吸すえなくなる──どころか、路ろ頭とうに迷う、いいや、一いつ緒しよに断だん罪ざいされることになるのだぞっ！　わかっておるのかっ！」


「も……申し訳ありませんっ！」


　男の一人が、ひらあやまりに頭を下げる。


　しばらく前──


　街道で、ダイアナを襲ったあの五人。彼らの正体は、実はれっきとした、ザイエンの部下の騎き士したちだった。


　──もっとも騎士などといっても、ザイエンが麻薬密売に荷担していることを知っての上で手を貸かしているのだから、そのあたりのごろつきと変わらない──いや、むしろごろつき以下の連中ではあったが。


「おかしな邪じや魔まが入りまして……見た目はただの小娘なのですが、これが魔道を操あやつりまして、呪じゆ文もんで不意を……」


「理由はどうあれ、失敗は失敗」


　ロード・ザイエンは、男のことばをつめたく遮さえぎり、


「おそらくあの女、わしのさしがねと気づいただろう。となればつまらぬ反撃を考えるやもしれん。そうなる前に──」


　こんっ。こんっ。


　ロードのことばを遮ったのは、ドアを叩たたく、小さな音だった。


「何だ!?」


　いらいらと叫ぶロードの声に、ドアを開いて現れたのは、城に仕える、一人の老文官だった。


「……あー……ロードにお会いしたいというお客人がおいでなんですが……」


　よぼよぼしたスローペースのことばに、ロードはますますいらつきながら、


「えぇいっ！　こみいった話をしているから誰も取り次ぐなと……」


　どなりかけて、ザイエンはふと、言葉を切った。


　──ひょっとしてあの女が訪たずねて来たのか？


　いや、あるいはフィリオネル王子一行!?


「まあいい！　で？　誰が、どんな用件で会いたいと!?」


　いずれにしても、相手を確かめる必要はある、と、尋たずねた言葉に、老文官は、何かを思い出すように、しばし考えて、


「……あー……なんでも、通りすがりの女の子が、ロードを成敗したい、とか……」


「取り次ぐなぁぁぁっ！　そんな奴っ！」


「ふっ！　もう遅いわっ！」


　ロードの怒りの声すら圧あつし、朗ろう々ろうたる声があたりに響いた。


「なにっ!?」


「あ……あの声は!?」


　声に驚くロードと男たち。


「ロード・ザイエン！　あなたの悪事の数々は、すでに天の知るところ！　自みずからの為なしたことを悔くい、おとなしく罰を受けなさいっ！」


　言葉とともに、開いた扉とびらから部屋の中へと足を踏ふみ入れたのは──





　ぴきぃぃぃんっ！





　瞬間、ロード・ザイエンは、思わずその場に硬こう直ちよくした。


　それは──見知った顔の相手だった。


　ロードという職しよく務む上、王国の行事には、当然顔を出しているが、その時にいくどか見かけたことがあった。


　父親に全然似ない愛らしさが、印いん象しように残っている。


　聖王国セイルーン、第一王子、フィリオネルの二番目の娘。名はたしか、アメリア＝ウィル＝テスラ＝セイルーン！


　──うわぁぁぁぁぁぁぁッ!?　なんで王族が直じき々じきにわしを成敗しにっ!?


　頭の中で混こん乱らんしまくるロードをよそに、事情を知らず、勝手に話を進める男たち。


「──てめぇっ！　あの時のクソガキ！　どうやってここまでっ!?」


　問われてアメリアは、誇ほこらしげに胸を張はり、よぼよぼ佇む老文官を、びしぃっ！　と指さし、


「そのおじいさんのあとに、堂どう々どうとついて行ったら、誰にも止められなかったのよっ！」


「てめえっ！　あの女の仲間かっ!?」


「その通りっ！」


「悪ィがよ、麻薬くすりのこと、国う王えに知られるわけにゃあいかねーんでなっ！　始し末まつさせてもらうぜっ！」


　ロード・ザイエンが、ようやく我に返った時には、もはや話は、口先でごまかせる状じよう況きようではなくなっていた。


「お……お前たち……！」


「わかってます！」


「今度は手ぬかりありませんやっ！」


　制止のつもりのロードのことばを取り違え、男たちは一いつ斉せいに、剣を抜き放ち、アメリアに向かって斬きりつける！


　呪文を唱となえる暇ひまはない。男たちは勝利を確信した。


　だが──


　ぴぎぃぃんっ！


　先頭の男の動きが一瞬凍こおりつく。


　自分の目にしたものが、信じられなかったのだ。


　勝利を確信し、油ゆ断だんの混まじった一撃は、たしかに多少鋭するどさに欠けていただろう。


　しかし──


　まさか、素す手での小娘に、ふり下ろした刃やいばをへし折られるとは!?


　男が我に返るより早く。


「はっ！」





　ごぶぉっ！





　踏み込んだアメリアの右のこぶしが、男のみぞおちにめり込んでいた。


　悲鳴すら上げる間もなく気を失い、男はまともに吹っ飛んだ！


「なっ!?」


　後ろにいた一人が、事情さえわからぬままに、一緒になって吹っ飛ばされて、ロードのそばで白目をむいた。


「ひぃぃえぇぇぇぇっ!?」


　ザイエンが悲鳴を上げたその時には、アメリアの放った蹴けりが、とまどう男たちのさらに一人を地に這はわせていた。


「……こいつっ!?」


「強いっ！」


　あっという間に三人を倒され、さすがにアメリアの実力を見て取ったか、残る二人は慎しん重ちように間ま合あいを取る。


　その戦いの輪からは外はずれたところにいながら、ロード・ザイエンは、思いっきり追いつめられていた。


　部下たちの早とちりのせいで、王族相手に麻薬取引のことをべらべらしゃべり倒したあげく、問もん答どう無む用ようで斬りかかったのだ。


　こうなれば、もはや言い逃のがれのしようなどない。


　──死刑だっ！　ぜぇぇぇったい死刑だぁぁぁっ！


　すべてをなんとかごま化すことなど無理である。しかし、逃げ延のびる方法はひとつだけあった。


　なんとかこの場を切り抜けて、財産を持ってほかの国にでも逃げること。


　ロードの地位と権力はむろん失うが、何よりもまず命が惜おしい。


　となれば、この場を切り抜けるには──


　だっ！


　アメリアと男二人がにらみあっているスキを突き、ザイエンは、ダッシュで近くの壁かべに貼はりつく。


　隠かくしスイッチに手を伸ばし──


　とたん、ぽっかりと壁に穴が開き、ザイエンは、迷わずその奥へとすべり込んだ。


　隠し扉に隠し部屋、隠し通路は、悪あく徳とく領主の生活必ひつ需じゆ品ひんである。彼が今使ったのも、そんな隠し扉のひとつだった。


「ザ、ザイエン様!?」


「一人で逃げないでくださいっ！」


　見捨てられると思ったか、残った二人は、剣でアメリアを牽けん制せいしつつも、あわててザイエンのあとを追おうとする。


　そこに、スキが生まれた。


　わずかな──しかし、アメリアが仕し掛かけるのには十分なほどのスキが。


　たむっ！


　アメリアが床を蹴る。


　男たちの注意が、ふたたび彼女に戻った時、彼女は、倒れた男が落とした剣を、二人に目がけて投げ放っていた。


「くっ!?」


　きぃんっ！


　半なかば反はん射しや的てきに、男の片方が、飛び来る剣を自分の剣であわててはたき落とす。


　しかし、スキだらけになったその一瞬、アメリアは、男のふところに飛び込んでいた。





　ごっ！





　伸び上がるようなアッパーカットが、男のあごをまともに捕とらえた。


　のけぞり、倒れ込む男に巻き込まれまいと、残った男があわてて身をかわす。


　だがその動きも、アメリアには予想ずみだった。


　めりっ。


　肘ひじをまともに顔面に受け、男が動かなくなったのをたしかめてから──


　アメリアは、扉の奥へと駆かけ込んだ。





　足を止めれば後ろから、近づき響く足音ひとつ。


「……くそっ！」


　ロード・ザイエンは、舌打ちを残してふたたび駆け出した。


　相手の姿は見えないが、追って来るのが一人──ということは、大体状況の想像はつく。


「……役立たずどもがっ！　こうなれば……」


　やがていくらも行かぬうち、隠し通路を通り抜け、城の一角──客間の近くへと出る。


　彼が生き延びるには、とりあえず、この場を逃れるしかないが、アメリアがいてはそれもおそらく無理なこと。


　ならば──抹まつ殺さつするしかない。アメリアを。


　それが、ザイエンの出した結けつ論ろんだった。


　ダイアナとのいざこざを想そう定ていして、念ねんのために、と、腕ききの用よう心じん棒ぼうを雇やとっていたが、まさかこんな形で役に立とうとは。


「先生！　お願いしますっ！」


「……ふっふっふっふっ……」


　客間の扉を開けると同時に放った、悲鳴に近いロードのことばに、返ってきたのは、陰いんにこもったふくみ笑いだった。
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　しゅきぃぃぃん。


　剣を抜き放つ金属音とともに、薄暗い部屋の中に、にぶい銀光が閃ひらめいた。


　冷気にも似た異い様ような殺気に、ロードは思わず後ろに退さがる。


　雇い主のはずのロードが、ついつい敬けい語ごを使うのも、この異様な殺さつ気きに圧おされてのことである。


「──と、いうことは……いよいよ斬れるのね」


　言って彼女は、ゆぅらり、と、部屋の外へと歩み出る。


　まだ若い女──としの頃なら二十歳前後といったところだろう。長い黒髪をポニーテールにまとめた美人ではあるが──


　特とく筆ひつすべきは、腰に、背に、何本もの剣をさしている、ということだった。


　今、彼女が抜き放ち、右手にたずさえているのは、背中にさしていた異国ふうの片かた刃はの長剣。


「も、もちろんですよ！　わしのあとを追いかけて来る奴がいますから、どんどん斬ってやってくださいっ！　レミーさんっ！」


「うふ……うふふふふふふふふ。いーわよ。どんどんすぱすぱ斬ってあげるわ」


　完全にイッた瞳で言いながら、ぺちゃりっ、と刃を舌でなめ回す。


「見つけたわっ！」


　アメリアの声が響いたのはその時だった。





　ざわりっ。


　瞬間。アメリアの全身を悪お寒かんにも似たものが走り抜けた。


　目の前に佇たたずむ、女剣士の放つ殺気だった。


　気配でわかる。相手は、さっき倒した五人とは、あきらかに格が違っていた。


　たとえふところに飛び込んだとしても、見たところ、武器を複数持っている。短剣ダガーか何かで攻こう撃げきされればそれでジ・エンド。


　──ならば、距きよ離りを置いて呪じゆ文もんで──


　思ったその瞬間。


「レミー＝マーティン……参るっ！」


　必殺の気合いとともに、女剣士は床を蹴る！


　踏み込みと同時に銀の光が閃いた。


　──疾はやい！


　あわてて後ろに退すさるアメリア。反撃のスキを見つけるどころか、身をかわすのでせいいっぱい。


　たとえ一撃をかわしても、剣の刃をひるがえし、続く動作でもう一撃。流れるような連続技に、残された手しゆ段だんは後ろに退るのみ。


　しかし──後ろに退りながらでも、簡単な呪文程度なら唱えられる。


「烈閃槍エルメキア・ランス！」


　避さけられるはずもない、至し近きん距離からの一撃だった。


　だが！


　紙かみ一ひと重え、アメリアの予想を超えた身のこなしで、レミーは呪文の一撃をかわす。


「──呪文使うのね……」


　レミーはぽそりとそうつぶやくと、やや慎重に、アメリアとの間ま合あいを取った。


「それだけの腕がありながら、何なに故ゆえ悪に荷担するんです!?」


　……ふっ……


　アメリアのことばに、レミーは小さな笑みを浮かべ、


「私には正義も悪もない……


　とにかく、何かが斬れればそれでよしっ！」


　ひたすらアブナいそのセリフに、しかしアメリアは臆おくすることなく、


「なら、正義ではなく悪の方を斬ったら、問題なしの斬りたい放ほう題だいじゃあないですかっ！」


　ぴく。


　──斬りたい放題──


　魅み惑わく的てきなそのひとことに、レミーの肩が小さくふるえた。


「……うふ……うふふふふふふふふ……」


　ゆらぁりっ、と、レミーがふり向く。


　後ろに佇むロードの方を。銀の刃をなめ回しながら。


「それもそうねぇ……」


「ち……ちょっと待てぇエぇぇっ！」


　叫ぶロードに歩み寄るレミー。


「どひぃぃぃぃぃぃぃっ!?」


　恐怖に腰でも抜けたのか、ロードはその場にへたり込む。


　その彼に向かって、レミーは剣をふり上げて──


「待って！」


　後ろからかかったアメリアの声に、レミーの動きが、ぴたりっ、と止まる。


　ゆっくり後ろをふり向いて、


「まさか──やっぱり斬るな、とか言わないでしょうね？」


「言いませんっ！」


「言ってくださいぃぃぃぃっ！」


　きっぱり言い切ったアメリアに、涙まじりに叫ぶザイエン。


「大体、なんだってアメリア様がこんなところにいらっしゃるんですかっ！」


「王宮にいても暇だったからですっ！」


「ぬぅわぁぁぁぁぁっ！」


　ふたたびきっぱり答えたアメリアのことばに、ロード・ザイエンは頭をかかえた。


「けど……一体どうやって麻薬くすりのことを？」


「ダイアナさんに聞きましたっ！　さあっ！　答えてもらいますっ！　あなたが関かかわっていた麻薬売買の組織のことをっ！」


　言われてザイエンは、眉まゆをひそめてつぶやいた。


「……ご存ぞん知じないのか……？　わしが目こぼしをした、麻薬取引をしておる商人が、そのダイアナ＝クレインなのだぞ」





「──待ってたわよ。アメリアさん」


　アメリアとレミーが、ふん縛じばったロード・ザイエンをひっぱって、ダイアナの家に乗り込んだ時──


　彼女は一人、香をたき込めた玄関ホールに佇んでいた。


　アメリアが出て行った時とは違う服に着替えており、ゆったりとした、見み慣なれぬデザインの服に、口もとを覆おおうヴェールが、怪あやしい占い師のような雰ふん囲い気きをかもし出している。


「話は聞いたわよっ！」


　アメリアは、ダイアナを、ぴしぃっ！　と指さして、


「お金と色気でロード・ザイエンに取り入って、麻薬売買を黙もく認にんさせる！　そのロードを、わたしを利用して抹まつ殺さつさせようとするとは、悪あく逆ぎやく非ひ道どう限りなしっ！


　よって！


　ここに正義の鉄てつ槌ついを下しますっ！」


「……ふ……」


　アメリアのことばにも、しかしダイアナは余よ裕ゆうの顔で、小さな笑みさえ浮かべつつ、


「おおむね噓うそは言ってないわよ。あたしは。


　ロードが麻薬売買に関係している。


　そのことを知っているあたしを、ロードは消そうとした。


　でしょ？」


「……う……」


　問われてロードはことばに詰つまる。


「おそらく──


　セイルーンのフィリオネル王子が、諸しよ国こく視察の旅に出た、とかいう噂うわさを聞いて、麻薬のことがバレたらまずい、と、あたしを消して知らん顔するつもりだった──


　どうせそんなところでしょ？」


　まもとにずばりと図ず星ぼしを突かれ、ロードは完全に沈ちん黙もくした。


「ふ……そうとわかれば……この女も斬ればいいんでしょ？　アメリア」


　言って剣の刃をなめながら、ずいっ、と歩み出るレミーに、しかしダイアナは、やはり余裕の視し線せんを向けて、


「あたしを斬っていいのかどうか──


　そんなこと考える必要はないわよ。あなたは」


「必要ない？」


　ダイアナのことばに、レミーが思わず眉をひそめたその時。


「──うっ!?」


　呻うめいて、がっくりと膝ひざをついたのは、縛られたままのロード・ザイエンだった。


「……ま……まさかっ……？」


「そういうことよ」


　ダイアナは、得とく意いげにひとつうなずいて、


「アメリアを、あんたのところに送り込んだ時点で、戦いケンカになることはわかってたのよ。


　アメリアが負ければ、ザイエンさん、あんたと。アメリアが勝って真実を知ればアメリアと。


　──で、あたしはこうやって、ちゃぁぁんと準じゆん備びしてた、ってわけよ」


「……麻薬くすり……か……」


　朦もう朧ろうとする意識の中で、それでもロードはなんとかことばをしぼり出す。


「そういうこと。ここには麻薬くすりがめいっぱい焚たき込めてあるのよ。


　あたしは、この特製のヴェールのおかげで影えい響きよう受けないんだけどね。


　麻薬くすりを吸すってハイになって、わけがわかんなくなったところで……処しよ分ぶんしてあげるわ」


「おのれダイアナ許すまじっ！」


「なにっ!?」


　響いたアメリアの声に、ダイアナの笑みがこわばった。


「この期ごに及およんでこのような愚ぐ昧まいな策さくを弄ろうするとはっ！」


　ロードはたしかに、がっくり膝をついてはいるが、アメリアとレミー、二人には、薬の効きいている様子はない。


「馬鹿な!?　麻薬くすりが効いてない!?」


「正義を愛する心があれば、小こ細ざい工くなんて効きませんっ！」


「とにかく斬りたい欲よく望ぼうの前には、こんな薬など微び々びたるもんよ。ふふふふふふふふふ」


「……馬鹿……が……」


　二人のことばのあい間を縫ぬった、ロードのつぶやきが、ダイアナの耳に届とどく。


「……もともとテンション高い連中を……麻薬でもっとテンション上げてどーする……」


「ひぃぃぃぃぃっ！　しまったぁぁぁぁっ！」


　叫ぶダイアナに、レミーは、完全に据すわりまくった目を向けて、左の手にも剣を持ち、


「一番！　レミー！　斬りますっ！」


「二番！　アメリア！　止めませんっ！」


「きゃーっ！　止めてっ！　あたしが悪かったぁぁぁぁぁっ！」


　ダイアナの悲鳴があたりにこだました。
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　──かくて。


　一つの──いや、二つの悪は滅ほろびた。


　しかし、この世に悪のある限り、アメリアの正義の使し命めいは終わらない！


　その悪をなんとかするより、まっ先に、レミーをどーにかした方がいいような気がするのは気のせいだろうか!?


　細かいことはさておいて、かくて、アメリアの暇つぶし近きん隣りん漫まん遊ゆうは続くのだった！




おそまつ。












スレイヤーズすぺりおぉる



　きみのゆく道は……














　ばだむっ！


「ほーっほっほっほ！　こんな所にいたのね！　リナ＝インバースっ！


　ずいぶんと探さがしたわよっ！」


　その日。


　扉とびらが開く音とともに、耳になじんだバカ笑いがあたりに響ひびきまくったのは、あたしがメシ屋のテーブルで、夕食をついばんでいた時のことだった。


　……がたんっ！


　あたしはただただ無む言ごんのまま、いすを蹴けって立ち上がった。





　──話は、それから十日以上前にさかのぼる──





「うっどあぁぁぁぁぁぁぁぁっ！　うっとーしぃぃぃぃぃっ！」


　とぉとぉあたしが絶ぜつ叫きようしたのは、メシ屋の店の戸を開けて、入ってくるなり名乗りを上げた、先生候こう補ほナンバー一二、幻げん惑わくの生物教師とやらを、攻撃呪じゆ文もんの一撃で、なぎ倒した直後のことだった。


　ことの起こりはしばらく前。


　クランドールとかゆー町の、魔ま道どう士し協きよう会かい評ひよう議ぎ長ちようが、風の噂うわさにあたしの話を耳にして、一体何をトチ狂くるったのか、『リナ＝インバースを更こう生せいさせる』と、風ふう紀き委員会のメンバーとやらを、教育係の名めい目もくで、一方的に送りつけて来たのである。


　最初の『自じ称しよう教育係』は、なんとか追い返したものの、そのあとから、まあ、次から次へと『教育係』が来るわ来るわ。


　そのことごとくを、とりあえず、呪じゆ文もんで吹っ飛ばしたりなだめすかしたり宿のベッドにびっしりミミズ入れたりして（悪質）、なんとか撃げき退たいしてきたのだが……


　さすがにこぉもしつこく続くと、いやにもなろうというもんである。


　あたしは、たった今しがた呪文で吹っ飛ばした、自称教師の方に、ずかずかずかっ、と歩あゆみ寄り、えり首摑つかんで引きずり起こす。


「……う……くっ……な……なんと乱らん暴ぼうな……！」


「ほっほぉぉぉぉぉう。そーすると、相手を無視した『教育』の押し売り、とゆーのは乱暴ぢゃないとでも？


　あんたに言うのははじめてだけど、あんたたちに言うのは、これで十回越こえてるわよ。


　よーく聞いて。


　あたしには、教育係なんていんないの。


　わかった!?」


「……くふ……ふふふふ……


　なるほど……


　私では、リナくんの教育係としては、役者が不足していた、ということか……」


「……いや……あなた一人がどーのこーの、っつーんじゃないけど……」


「……しかし……この私を排はい除じよしたとて、勝ったとは思わんことだ……


　我われ等らクランドール魔道士協会、風紀委員四百二十五人衆しゆうの名にかけて、いつか必かならず教育を……」


「……そんなにいるのか……風紀委員……


　──っつーか、そーすると何!?　あんたみたいなのが、まだあと四百十三人も、これからちょくちょく来るってわけ!?」


「……ふっ……違うな……


『ちょくちょく』ではなく『しょっちゅう』だッ！」


　きっぱりはっきり言い放はなたれて、さすがにあやうく立ちくらみ起こしそうになるあたし。


　しかしとりあえず、ここで立ちくらみ起こしたからといって、事じ態たいが解決するわけでもない。


　となれば──もはや手段は一つのみっ！


「……んっふっふっふっふっふっ……


　よーくわかったわ……


　つまりっ！　止める手段はただ一つっ！


　こっちからクランドールの町行って、評議長に直じか談だん判ぱん！　ってことねっ！」


「……ふっ……その程てい度どのことで、評議長どのが意見をお変えになるはずが……」


「くっくっくっくっく……このあたしの『直談判』を、どーやら甘あまく見てるよーね。


　言っとくけど、あたしの『直談判』で、森が荒こう野やに変わったこともあんのよ」


「……そ……それって……単なる脅きよう迫はく……」


「どやかましいっ！　とにかくっ！」


　あたしは男をほうり出し、


「行くわよっ！　クランドールの評議長っ！


　首を洗って待ってなさいっ！」


　空をにらんでこぶしを握にぎり、叫さけぶあたしの声を背せに、一いち羽わの鳩はとが空へと飛び立つ。


　……って、なんで鳩……？


「……くっ……そうは……させんぞ……」


　あたしの足もと、苦くるしい息の下で呻うめいたのは、言うまでもない自称教育係の男。


「……今の話……しかと仲間に伝えた……


　ゆく手には、数多あまたの風紀委員が待ちかまえることになろう……


　たどりつけはせぬよ……く……くふふふふ……」


　──しまった！　今の、伝でん書しよ鳩ばとかっ！


　あたしはあわてて、視線を空へと戻し──


「あ。カラスに襲おそわれてる」


「……へ……？」


　あたしと男は、しばし無む言ごんで空を眺ながめて──


「……うーん……弱肉強食の世界よねー……」


「……これだから生き物って奴やつはよぅ……


　──えーいっ！　こうなれば仕方ないっ！」


　倒たおれたままの男が、言って、がばぁっ！　と上着をひろげたそのとたん！


　どぞぞぞぞぞろぞろぞろぞろっ！


『のひょえどれぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?』


　無数の小さな足音と、無数の悲鳴が重かさなり響く。


　男のひろげた上着の中から、ネズミやカエルや猫や鳩、種々さまざまな小動物が、わらわらぞろぞろあふれ出す。


　それらはそろって一いつ斉せいに、そのまま外に一いち目もく散さん。


　……って……ひょっとして今の、みんな伝書用!?


「……くくくくく……これならば、伝わらぬこともあるまいてぎゅっ。」


　とりあえず、男踏んづけて黙だまらせて、


「ふっ！　おもしろいっ！


　いーわよっ！　その囲かこみ、突とつ破ぱしてみせよーじゃないのっ！」


　ふたたび意味なく空を見上げ、誰だれにともなく、あたしは誓ちかったのだった。





　──かくて。


「♪クランドールが待っている


　首を洗って待っている♪」


　ぜんぜんわけのわかんない歌など口ずさみながら、あたしは一いち路ろ、クランドール・シティへと続く街かい道どうを進むのだった。


　自称生物教師とやらを、踏んづけて黙らせた、その翌よく日じつの昼のことである。


　とはいえ、そうそうのんびりしたことをやってもいられない。


　昨日きのうの男は、四方に伝書動物たちをばら撒まいた。


　ならば、直談判を防ぐため、『自称教師』がやって来るのは間違いない。


　──というか、実は、もうとっくに来ているのだが。


　さきほどから、街道を行ゆき交かう人々の中に、あきらかに、あたしに向けられた意識の流れがあった。


　ただ、さすがにこの人数の中から、それを特定することはむずかしい。


　いつ仕掛けてくるかいつ仕掛けてくるかと待ち続け、あたりの人間がみんな引くよーな歌まで歌ってみたのだが、それでもしかけて来る様よう子すはない。


　……ふぅむ……


　このまま気づかぬふりを装よそおって、先を急いでもいーのだが、正しよう直じき言いって、あたしとしては、そーゆーストレスたまりそーなことはあんまし好きではない。


　ならばどうするか。


　答えは簡単。


　向こうからしかけてこないなら、こっちの方からしかけるのみっ！


　相あい手ての特定はできていないが、方法はあるっ！


　おもむろに、あたしは、ひたりっ、と足を止め、大きな声で、


「いーかげんにしたらどう？


　わかってるのよ。あたしにつきまとってるのは」


　誰だれにともなく宣せん言げんする。


　ここで無む視しされた日には、とことん気まずい思いを味わうことになったりするのだが、今回の相手の目的は、あたしの阻そ止し。


　となれば、あたしがこうまで言えば、無視することはないだろう、という計算である。


　思った通り。


　瞬しゆん間かん、動どう揺ようの空気があたりを支し配はいして──


『よく気がついた！　リナ＝インバースっ！』


　一いつ拍ぱく置いて一いつ斉せいに。


　まわりの通行人全員が、くるりっ、とあたしの方を向き、勝ち誇ほこったようにそう言った！


「うのわぁぁぁぁっ!?」


　これにはさすがに思わず声を上げるあたし。


　ひょっとして……！　ここいらの通行人全員風紀委員かいっ!?


　全員で、二、三十人はいるだろう。あたしを囲む輪を描えがき、じりっ、とその包ほう囲いを狭せばめる。


「くっくっくっくっ……


　ことの次し第だいはすでに同士より知らされている。


　評議長への直談判、などという愚おろかな考えは捨てて、おとなしく我わが『教育』を受けるがいい！」


　一人の言ったそのことばに、別の一人が眉まゆをひそめ、


「ちょ……ちょっと待ってくださいよ。


　なんで『あなたの』教育なんですか。


　どさくさに紛まぎれて抜ぬけ駆がけしないでくださいよ。


　ここはやはり、『悠ゆう久きゆうの数学教師』たるこの僕ぼくが……」


「ちょっと待ってよ！　そういうあんたこそ抜け駆けしてるじゃない！


　それじゃあわたしが……」


「いや僕が」


「俺が俺が！」


　……どーやらぜんぜん連れん携けいはなってないみたいだけど……


「とゆーことで地霊咆雷陣アーク・ブラスっ！」





　ばぢばぢばじばぢばぢっ！





　うちわもめしまくってるその間に、あたしの放った広範囲雷らい撃げき呪じゆ文もんの一発で、悲ひ鳴めいの一つも上げられぬまま、あっさりノビる自称教師一同。


「ふっ。たあいもないっ！」


　あたしは、ぐぐいっ！　とこぶしをにぎりしめ、


「これで、残る風紀委員は四百人弱っ！


　………………………………………………………………」


　力をこめて自分で言って、思いっきりブルーな気分になったのだった……





　クランドールへの道は近い。


　出発してからこれまでに、もはや数えるのも虚むなしいくらいの風紀委員を撃げき退たいしつつ、旅りよ程ていを進め、いよいよクランドールまで、今日を入れずにあと二日（予定）！


　とゆーことで、宿の一階で朝食済すませ、荷に物もつをまとめていざ出発！


「あ。ちょっと待って。お客さん」


　宿のおかみさんから待ったの声がかかったのは、あたしが宿を発たとうとした、まさにその時のことだった。


「……はい……？」


　何か忘れ物でもしたかな？　と、足を止めていぶかるあたしに、宿のおばちゃんは、にこにこ営業スマイル崩くずさぬそのままで、


「何言ってんだい。


　おかんじょうだよ。おかんじょう」


「……は？」


　言われてあたしは眉まゆをひそめた。


　宿代は泊とまる時に先さき払ばらいしてるし、朝ごはん代はちゃんと払ったし……


「ほら。きのう部屋にいた時、果物フルーツ持ってってあげたろ？」


「……って！　ちょっと待ってっ！　あれってサービスじゃなかったのっ!?」


「違うわよ。


　というわけで、あれのぶん、金貨一万枚ね」





　ぶっ！





　いきなりムチャなものいいに、思わずあたしは吹き出した。


　念ねんのためいちおー言っておくが、むろんきのう、おばちゃんの持ってきた果物は、金貨一万枚ぶんの量りようなどなかった。


「……ちょ……!?　な……！」


　絶ぜつ句くするあたしに、おばちゃんは、営業スマイル崩くずさぬままで、


「まあ、サービス料も入ってるからねぇ。


　……けどまあ、払はらえない、っていうんなら仕方ないねぇ。


　まあ、こっちも鬼おにじゃあないし……」


　営業スマイルが、にまりっ、と、獲え物ものを捕とららえた獣けものの笑えみに変へん化かした。


「払えないっていうんなら、あたしの『教育』受けてもらおうかねぇ……」


　──こいつっ！


　ただのぼったくり宿かと思ったら、実は風紀委員のメンバーかっ!?


　しまったっ！　どーりできのう、宿探ししてる時、他の宿より安いと思ったら、この宿自体がブービートラップだったとはっ！


「さあ……


　どうするね？　お客さん？


　──いや、リナさん？」


　うむぅ。やるなー。風紀委員。


　しかぁぁぁしっ！


　このリナ＝インバースを甘く見てもらっては困るっ！


　こーゆー場合にどーゆー対応取ればいーのかは、ちゃんと知っているっ！


　あたしはわざと困った顔で、ぽりぽり頭を搔かきながら、


「……んむー……そう来たかぁぁぁぁぁ……


　まいったなー……


　あのフルーツ、たしかにけっこぉおいしかったし……」


「さぁぁぁ。どうするね？


　一万枚払うか、それともあたしの生せい徒とになるか……」


　勝ちほこった笑みで言いつのるおばちゃんに、あたしは苦く笑しようを浮かべて、


「食べちゃったものの代金払わない、ってのは、やっぱしよくないし……」


「払うのかい!?」


　むしろ驚いたよーな顔で言う相手に、あたしはにっこりほほえみ、うなずき、


「もちろん。


　──あ。


　けど、さっきあたし、『フルーツおいしかった』って言ったでしょ。


　味見と批ひ評ひようの手数料、しめて金貨十万枚、そっちもちゃんと払ってね[image: ]」





　「な。」





　間の抜けた声だか音だかたれ流し、沈ちん黙もく、硬こう直ちよくするおばちゃんに、あたしはにまりっ、と笑みを浮かべて、


「もちろん──


　そっちが金貨十万枚、払ってくんない、ってのなら、あたしも金貨一万枚なんて払う必要はないわね」


「……ちょっ……！　そ……！


　そんな無む茶ちやな話があるかい!?　味見で金貨十万枚なんて話、聞いたことないよっ！」


「無茶はお互い様、でしょ？


　フルーツで金貨一万枚、なんて話も聞いたことないわよ。


　さ。じゃ、そーゆーことで、早さつ速そく精算しましょーか[image: ]


　渡わたして渡されて、じゃあ手間になるから、そっちがあたしに金貨九万枚渡してくれるだけでオーケー、ってことにしましょーね[image: ]


　それとも──


　お役人でも呼んで、白黒つけてもらう？」


「……[image: ]っ……！」


　あたしに一気にまくし立てられ、さすがにおばちゃんは小さく身を引く。


「……そ……それはっ……」


　このぶんだと、『実は役人も風紀委員』という展開も、可か能のう性せいとしてはあるのだが、これまでの彼らの行動からすると、『俺が俺が』が優ゆう先せんして、相そう互ごの連携はちっとも取れていない様子。


　ならばここでおばちゃんが、役人を呼ぶ、という展開はありえない。


「……くっ……


　わ……わかったよ……


　一万払え、って言ったのは取り消すよ……」


　がっくりと肩を落として言うおばちゃんに、あたしは笑みを深くして、


「おっけー。


　ちなみにあたしの方は取り消さないから十万枚ね[image: ]」


「ちょっと待てぃっ！　あんたっ！」


「……何か……？」


「『なにか？』じゃないよっ！　甘い顔してればつけ上がってっ！」


「……まぁたそーゆー言いがかりを……


　嚙かみつき返されるのがイヤなら、最は初なっから他人に嚙みついたりしなきゃいーのよ」


「えぇいっ！　ああ言えばこう言うっ！


　こうなったら実力行使あるのみだよっ！　覚かく悟ごおしっ！」


　……ったく……最初っからそー来れば、こっちも無む駄だな手間かけなくてすんだのに……


「はいはい。じゃ、インバァァァス・トルネェェェド・デストラクショォォォォンっ！」


　ぎゅるるるるるるるいっ！


　あたしの放った右の拳こぶし（ひねり入り）は、まともにおばちゃんをすっ飛ばす……


　はずだった。


　しかしっ！


　がしっ！


「──なっ……!?」


　驚きよう愕がくの声を上げたのはあたしの方だった。


　放った拳の一撃を、おばちゃんはまさに紙一重でかわし、伸のびきったあたしの腕を、両腕で抱かかえ込こむようにホールドしたのだ！


　や……やるっ！


「はん。そんな腕であたしを倒そうなんて十年早いよ」


　余よ裕ゆうの顔でそう言って、おばちゃんは、からめていた手をほどく。


　あたしは大きく跳とび退すさり、間合いを取って、


「……ふっ……


　どーやらあたしの方も、そっちを甘く見てたみたいね……


　とりあえず、名前を聞きましょーか……？」


「あたしの名はジェレミー！　『疾しつ風ぷうの護ご身しん術じゆつ同どう好こう会かい顧こ問もん』ジェレミー＝ポートヴィレッジ！　言わずとしれた、クランドール風紀委員四百二十五人衆のうち一人！」


「……なるほど……」


　あたしは、じりじりと相手との間合いを取りながら、


「ところで……前々から聞いてみたかったんだけど……


　なんであんたたち、『風紀委員』なのに、『なんとかの教きよう師し』とか『教頭』とか、『なんとか部顧問』とかって名乗ってんの？」


「そんなこともわからないなんて、まだまだ子供だねぇ！　あんたも！


　自分が実はたいした人間じゃあないんだ、ってこと認みとめるのがいやだから、自分で勝手に肩書きつけて、他人に『先生』と呼ばせることで、根こん拠きよのないチープな自じ尊そん心しん満足させるために決まってるじゃないのっ！」


　……すいません。自分でそこまで言われると、ツッコミ入れるところないです。


　なかなかやるなー。このひと。いろんな意味で。


　ちょっぴり感心したものの、だからといって、彼女の『生徒』になるつもりはない。


　やはりここは攻撃あるのみっ！


「なら行くわよっ！　魔風デイム・ウイン！」


　ぶごぅっ！


　あたしの放った強風の呪文がジェレミーを襲う！


　殺さつ傷しよう能のう力りよくなどはないが、相手の体勢を崩くずしたり、吹っ飛ばしたりするには十分！


　なおかつ、モノが風だけに、これをかわすのは至し難なんのわざ！


　しかし！


「ふっ！　甘いね！」


　ジェレミーは小さく笑みを浮かべて、右手を大きく薙なぎ払った！


　刹せつ那な。


　ごぅっ！


　吹きゆく風は軌き道どうを変えて、店の中にあった無人のテーブルをひっくり返す！


「うそっ！」


　腕のひと薙ぎで、風の軌道を変えた!?


「ならばっ！　氷窟蔦ヴアン・レイルっ！」


　たんっ！　と床ゆかに片手をついて、『力あることば』を解き放つ。


　床にそい、あたりに伸びる氷の蔦つたは、何かに触ふれたその刹那、それを氷の塊かたまりに閉ざす。


「甘いって言ってるだろ！」


　ジェレミーも、たんっ！　と床に手をついて、氷の蔦が触ふれるか否いなかのその刹那、すいっ、と指先で床の上に弧こを描えがいた。


　その動きにつられるように、氷の蔦も軌道を変えて、円を描いてジェレミーの周囲をひとまわり。今度はあたしの方へと向かう！


　やばっ！


「爆煙舞バースト・ロンド！」


　ちゅごちゅごちゅごちゅごっ！


　あたしはとっさに、低火力の攻撃呪文で、自分の生み出した氷の蔦を迎げい撃げき。その進行をなんとかおしとどめる。


「……な……何者っ!?」


「くくくくく……驚いたかい？」


「そりゃあ驚くわよふつー！」


　術の軌道をそらすなど……むろん普通にできるわけはない。


　……うちの姉ねえちゃん、竜破斬ドラグ・スレイブ普通の剣で斬きるけど……


　ま、それは特とく殊しゆな例として。


「ふっ！　手の先に魔ま力りよくを込めて、あらゆる攻撃を受け流す！


　あたしが編あみ出したアストラル護ご身しん術じゆつだよっ！」


「なるほど……やるわね。ネーミングはめちゃめちゃいかがわしいけど」


「ほっときなっ！」


「けどンな芸げいがあるんなら、風紀委員なんてやってないで、どっかに売り込みでもすれば、地位も収しゆう入にゆうもそれなりになるのに……」


　……ぴくっ……


　ジェレミーの頰ほおが小さく引きつったのを、むろんあたしは見み逃のがさなかった。


「……思いつかなかったわけね……そーゆーことは……」


「……まあ、それはあとで検けん討とうするとしてっ！


　今はとりあえず、こっちの勝負が先だよっ！


　さあ！　どうするねっ!?」


　……むぅぅぅっ……


　むろん、ジェレミーのこの護身術、破やぶる手段はあたしにはある。


　というか、その弱点を、彼女自身がバラしたのだ。


　手の先に込めた魔力で干かん渉しようしている、ということは、その魔力を圧あつ倒とう的てきに上回る魔力で攻撃すれば、理り論ろん上じようその防ぼう御ぎよを破ることはできる。


　しかし──


　それだけの魔力を込めた術となれば、ほとんどまず確実に、相手の息の根を止めるか、あたり一面をガレキと化す。


　いくらなんでも、そこまでやったら、こっちがお役人にとっ捕つかまることになる。


「さあ！　どっからでもかかって来な！」


　仁に王おう立だちで声を上げ、不敵に挑ちよう発はつするジェレミー。


　その体勢には、たしかにスキはない。


　……って……待てよ……


「んーむ。なかなかやるわねー。


　──じゃ、あたしは相手しないことにして先を急ぐんでよろしく」


　言ってくるりときびすを返し、あたしはたったか駆け出し、宿を出る。


　──


「──ちょっ……！


　ちょっとお待ちよ！　まだ決着は……


　えぇいっ！　逃がさないわよっ！」


　ワン・テンポ遅れて声を上げ、あわてて追つい撃げきに移るジェレミー。


　宿の扉を抜けて──


　抜けたその扉の陰かげ──彼女のすぐ目の前に、佇たたずむあたしの姿を認め、一瞬動きが止まった刹那。


「爆裂陣メガ・ブランド！」





　どぉぉぉんっ！





「のぅあっ!?」


　待ち伏せで不意を突かれた瞬間に、足下からの攻撃呪文。なおかつジェレミーの防御手段は手を使う、となれば、これを防ふせぐのはまず不可能。


　さすがにこれはひとたまりもなく、ジェレミーは今度こそ吹っ飛び、目を回したのだった。


「……あー。手間かかった……」


　……ったく……朝っぱらから……


　しかしま、ともあれこれで障しよう害がいは突とつ破ぱした。


　そいじゃあ向かいましょーか。クランドール・シティへ！


　心の中で宣せん言げんし、ちょっぴしいきおいつけてから、あたしはくるりときびすを返し──


　そこで思わず硬こう直ちよくした。


　一体いつの間にやって来たのか、あたしをずらりととり巻いて、佇む老ろう若にやく男なん女によたち、その数およそ二、三十。


　……って……まさか……こやつら……


「ふっ！　リナ＝インバースくん！　どうやらジェレミーは倒したようだな！」


「しかし、風紀委員の一人、この『舌先のローズハルト』が、きみに必かならず正しい教育をほどこしてあげようっ！」


「いや私が！」


「俺が俺が！」


　……ひょっとしたら……クランドールへの道ってめちゃめちゃ遠いかもしんない……


　言い合いをはじめた風紀委員たちを目の前に、あたしは朝から、またもやとことんブルーな気分になるのだった……





　──だがしかし──


　何事にも終わりはやって来る。


　そちらに向かっている以上、いつかは必ずそこに着く。


　と、いうことで。


　ジェレミーたちとの激げき闘とうから、さらに三日のその後に、あたしはようやく、クランドール・シティの土を踏ふむことができたのだった。


　今までに何人の風紀委員を倒してきたのか、もはやもちろん数えていないが、それでもかなりの数にのぼる。残りの数も、決して多くはないはずである。


　広い大通り。並んだ露ろ店てん。


　そして、大通りのつき当たり、まっ正面に見える大きな建物が、あたしの目指す、この町の魔道士協会だった。


　──やっと来た──ここまで──


　しかし。


　協会に乗り込み、直談判をするその前に、やっておかなければならないことがある。


　すなわち。


「ここまで来たのか。リナくん」


　町の入り口。大通りの端はし。


　あたしの前に立ちはだかった影かげが五つ。


　その中には、あたしの知っている顔もあった。


　最初に、あたしの教育係として送りつけられてきた男、ゴラス＝ゼノモード。


　そして──二度目にやって来た、カーシャ＝フラナガンの二人。


「よくがんばった、と言ってあげたいところですが、せっかく『教育してさしあげる』と好こう意いで言ってくる人全員を、撃破して進む、という姿し勢せいは感心しませんねっ！」


　と、こちらはカーシャのセリフ。


　それにゴラスがことばを続ける。


「たしかに先生も、一いつ旦たんは身を引いたけど、リナくんがそういう態たい度どに出るのなら、黙だまって見てるわけにもいかないな。


　先生たち、風紀委員四百二十五人衆も、残るはこの五人だけだ」


　なにっ!?　残り五人っ！


　そーかそーか！　もうそんなになってたかっ！　なんか得とくした気分だぞっ！


　ならばちゃっちゃと決け着りつけるっ！


「……いいかリナくん。そもそも人というのは……」


「爆術法グレイボムっ！」





　ぼぐわぁんっ！





『のぐへはぁっ！』


　もはや寝ね言ごとを聞く気はない。セリフ途中にあたしが放った問もん答どう無む用ようの一撃で、最後の風紀委員五人はまともに吹っ飛んだ！


　おっしゃあっ！　これでほぼ終了フイニツシユっ！


「……み……みごとね……リナさん……」


　ひるひるぽてりと地面に落ちて、細い息などしながらも、カーシャがあたしに語かたりかけてくる。


「……成長……したわね……胸と身長以外は……」


「爆裂陣メガ・ブランド。」


　づどむ！


「……こ……これで……」


　あ。まだ生きてる。


「……わたくしたち……風紀委員四百二十五人衆もおしまいですわ……


　……けど……これで……


　……これからあなたの行く先には……風紀委員七十四幹部が立ち塞ふさがることになるでしょう……」


「……まだいるんかい……実は……」


　カーシャの言ったそのことばに、あたしはがっくりその場にひざをついたのだった……





「ほほぉう。貴様がリナ＝インバースとやらか……」


「氷フリーズの・矢アローっ！」


　きかきこきぃぃぃんっ！


「とうとうこの協会の中まで……」


「雷撃破デイグ・ヴオルト！」


　ぴばしびりびりゃっ！


「しかし、よく聞くがよい……」


「翔封界レイ・ウイングストライィィィィィィクっ！」


　ごがぁっ！


　並み居いる幹かん部ぶをなぎ倒し、話を聞く耳持たぬまま、あたしは協会の建物を、奥へ奥へとつき進む！


　やがてたどり着いたのは、最上階の一番奥。やたら立りつ派ぱな扉の前。


　横の壁かべにはしっかりと、『評議長室』と記しるされた銅のプレートが。


　おっしゃついに来た！　この場所にっ！


　しかし、むやみに感かん慨がいにひたっていると、また追撃が来るかもしれない。あたしは感動の余よ韻いんをふりきって、だむっ！　と扉を開け放つ！


　大理石張りの広い部屋。


　書類の積まれた大きな机。


　その机の横──窓から漏もれ入る光を背にして佇むのは、黒いローブにその身を包んだ一人の男。


　としの頃なら三十前後。どことなく狐きつねを思わせるような、やや細ほそ面おもての金きん髪ぱつである。


　あたしは、男を、びっ！　と右手で指さして、


「あなたねっ！　ここの評議長はっ!?」


「……え？


　あ、いえ、私は秘書ですが……」


「じゃ、評議長はっ!?」


「出しゆつ張ちよう中ちゆうです」


　がっくし。


「……え……？　あ？


　ど……どうなさいました!?　いきなり倒れたりしてっ！


　ちょっと！　大丈夫ですかっ!?」


　──大丈夫なわけないでしょーが……


　そう反論する気力すらも失うせたまま、あたしはつめたい大理石の床に、うつぶせになったまま、ただただ涙するのだった。





「……くくくくくくくく……


　見ぃぃぃてぇぇぇなぁぁぁさいよぉぉぉぉぉ。


　こぉぉぉなったら、どこへなりとも出かけていって、絶対決着つけちゃるっ！」


　鏡見なくても自分でわかるほど、もはや完全に据すわりまくった目のままで、あたしはこの街──ロアドール・シティ魔道士協会の門をくぐったのだった。


　秘書とやらによれば、クランドールの評議長は、現在ここに出張中との話。


　あたしはそれを聞くや否や、迷まよわずロアドールへの道についた。


　このあたし、リナ＝インバースに、勝手に教育係送りつけるわ着いてみたら出張中だわと、こうまでいろいろうっとぉしい真ま似ねをやってくれた以上、それなりにお礼はさせてもらうっ！


　むろん、ここまでの旅程にも、しょっちゅう風紀委員がしゃしゃり出ては来たのだが、あたしはそれらのことごとくを、問答無用の攻撃呪文でぶち飛ばしている。


「すいませぇぇぇぇん」


　とりあえずここはフレンドリィに、笑え顔がおらしきものを浮かべ、あたしは協会玄げん関かんの、受付係のねーちゃんに声をかけた。


「はい。ど……！」


　営業スマイルで顔を上げ、受付係の動きが一瞬硬直した。


「どどどどどどちら様でしょぉか？」


　問いかける声がロコツにふるえていたりする。


　うみゅう。いかん。フレンドリィ・スマイル浮かべたつもりでも、どーやらそこはかとない殺さつ気きが内面からにじみ出まくってたよーである。


　……ま、いーか。こっちの方が話が早そーだし。


「リナ＝インバースっていいます。


　つかぬことをお伺うかがいしますけど、この街に、クランドール・シティの協会評議長さん、いらっしゃってますよねぇぇぇぇぇ？」


「……えええええええええっとお待ちくださいね」


　受付係は、かくかくふるえる指先で、引き出しから書類を取り出しぱらぱらめくり、


「……いやあの……えと……いらっしゃってないみたいですけど……」


「来てないぃぃぃぃぃぃぃ？」


「んひぃぃぃぃぃぃぃっ！」


　多少身を乗り出して問うあたしに、彼女は汗あせをだくだく流しつつ、


「は……はい！　少なくとも記録上では……！


　半年ほど前にはたしか、一度おいでになったことがあるんですけど……！」


「……んーむ……」


　受付係のことばにあたしは唸うなる。


　さてはて。信用したものかどうか……


　受付係のねーちゃんが噓うそついてるのか、それとも本当に知らないのか……


　それとも……一番考えたくない──そして一番可能性の高いのは、クランドールにいた秘書が、噓ついていた、という可能性。


　あの時は逆ぎやく上じようしまくって、ンな可能性ぜんっぜん考えなかったけど……


　一番確実なのは、あたし自身の目で、相手を確認することなのだが──


　……あ。よく考えたら、あたし、クランドールの評議長の顔って知んないし……


　あたしはふたたび、受付係に視線を向けて、


「半年前に来た……って言ってたけど……


　とゆーことは、あなた、クランドールの評議長の顔って知ってる？」


「……え……ええ……一応……


　三十くらいの男のひとで……金髪で……


　あ、なんか、パッと見た目、キツネに似てました……」


　………………………………………………


「しまったぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ！」


　あたりもなりふりもかまわずに。


　あたしは思わず、頭を抱えて絶叫していたのだった。





　どがばむっ！


　扉を開けたその向こうには、何日か前に目にした顔があった。


　としの頃なら三十前後。金髪、ちょっとキツネ顔。


　自称秘書ことその正しよう体たいは、クランドール魔道士協会評議長、カサレス＝ドノヴァン。


「うわぁぁぁぁぁっ！　来たぁっ！」


「『うわわ来た』ぢゃないッ！」


　あわてふためく評議長に、づかづかづかっ！　と歩あゆみ寄より、


「ひとに勝手に『教育係』とか送りつけて、行く先々で風紀委員による教育の押し売り！


　おまけにこの前は『秘書です』なんつってだましてくれて！


　おかげでこっちは無駄足踏みまくりよっ！


　……途中で風紀委員は、ばんばかばんばかやって来るし……


　これ以上あたしに風紀委員送りつけるなら、こっちにも考えがあるわよっ！」


「すまん謝あやまる風紀委員ももう送らん」


　言ってあっさり頭を下げる評議長。


　……こ……こいつは……！


「即そく答とうするなぁぁぁぁぁっ！


『ごめんで済めば暴ぼう力りよくはいらない』ってことば、知らないのっ!?


　こーいう場合、『えーいこうなったらっ！』とか言って、ザコ呼び出して思いっきり抵てい抗こうして、さんざんあたしが暴あばれてストレス解かい消しようしたところで、『まいった。私が悪かった』とかいうのがスジってもんでしょーがっ！」


「……ど……


　どーいうスジだかいまいちよくわからんが……


　痛いたい目見るのはいやだし、とりあえず、結果がいっしょなら、早いうちにあやまっとこーかな、とか思って……


　とゆーことで、すまんっ！　かんべんしてくれっ！」


　……こ……このおやぢ……！


　むろんあたしのこの怒いかり、『ごめんなさい』と言われた程度で、おさまるはずもないのだが、ここで暴れてどつき倒せば、こっちの方が悪者になる。


　となればもはや、どれだけ気がおさまらないといっても、あたしとしては、もはやこう答えるしかないのだった。


「……そ……そーいうことなら……ま……いーでしょ……」


　と。


　かくて、あたしの怒りのやり場のないまま、事じ態たいは終しゆう結けつしたのだった……





　ばだむっ！


「ほーっほっほっほ！　こんな所にいたのね！　リナ＝インバースっ！


　ずいぶんと探したわよっ！」


　その日。


　扉が開く音とともに、耳になじんだバカ笑いがあたりに響ひびきまくったのは、あたしがメシ屋のテーブルで、夕食をついばんでいた時のことだった。


　……がたんっ！


　あたしはただただ無む言ごんのまま、いすを蹴けって立ち上がった。


　ナーガは、あたしの纏まとう空気に気づかぬそのままで、かまわずべらべらしゃべり続ける。


「おかげでここしばらく、ロクなもの食べられなかったじゃない。


　ふっ。このおわびは、あと十年間あなたのおごりで毎食フルコースでいいわよ」


　……くっくっくっくっ……


　見いぃぃぃぃつけた。


　あたしの怒りのや[image: ]り[image: ]場[image: ]


「なんもかんも終わってからのこのこ出てくるなぁぁぁぁぁっ！」


　どがしゃぁぁぁぁっ！


　あたしの長距離フライング・キックは、ナーガのどたまにまともにめり込んだのだった。





　めでたいようなめでたくないような。







（きみのゆく道は……：おしまい）















　あとがき



作者＋Ｌ＋Ｓ　　









作：お待たせしましたごぶさたでしたっ！　ちうことで、スレイヤーズすぺしゃる十三巻『仰あおげば鬱うつ陶とうし』をお届とどけしますっ！


Ｌ：ふぃーっ。ほんっとひさしぶりだったわねー。


作：……うっ……！


　　ま……まあ、それはさておき、まずはお知らせ。


　　今年の年賀状は、予告通り、原画・神坂一当人による『Ｌ、ロード・オブ・ナイトメアバージョン、でも一さい八かげつ。獣王グレーター・ビーストあーんど海王デイープ・シーつき』をお送りしましたっ！


Ｌ：い……一歳八ヶ月かぁぁぁぁっ!?


Ｓ：（ハガキを手に取り）うあ。ほんとちみっちゃいですね……って！　これ……！


作：うむ。背はい景けいはもっと、らくがきっぽくしようと思ったんだが……クレヨンでも使った方がよかったかな、と……


Ｓ：いや背景の話じゃなくって！　獣王グレーター・ビーストと海王デイープ・シーって……この、お魚くわえたドラ猫にしか見えないものってひょっとして……!?


作：うむ。そんな感じで。


Ｌ：そんな感じなのか……？


作：ま、そーゆー些さ細さいなことはさておいてっ！


Ｓ：……些細なんですか……？


作：それよりもっ！


　　ついに来た来たこの時がっ！


Ｌ：はっ！　あれねっ！


Ｓ：そう！　あれです！


　　紳しん士し淑しゆく女じよに老若男女！　そこの坊ぼつちゃんお嬢じようちゃん！　近からば寄って目にも見よ！


　　ただいまよりっ！　『弱肉強食前ぜん人じん未み踏とう！　はじめちょろちょろ中パッパ！　じゅうじゅう吹いたら火を止めて、赤子泣いてもフタ取るな！　第三回スレイヤーズ人気投票』結果発表をお送りしますっ！


作：……なにゆえおいしいごはんの炊たき方……？


Ｌ：……それより、いつの間に部あ下いＳつがラメ入りタキシードに着替えたのか、のほーが気になるな……あたし……


Ｓ：解説は皆みな様さまご存ぞん知じＬ様！　司し会かい進行は私、部下Ｓでお送りしますっ！


　　でもって作者は大道具。


作：ちょっと待てぃっ！　活字のみで大道具って……出番なしかいっ!?


Ｓ：いやいや、どしどし発言願います。そのあたりの壁かべにでも向かって。


作：…………………………………………


Ｌ：あ。ほんとに壁に向かってるし。


Ｓ：なかなか正しよう直じきで好感が持てますねー。


Ｌ：そ……そーかなー……？


Ｓ：ま、あんな奴なぞほっといて、数千年の時をかけ、集計しました人気投票、


　　まずは、十位の発表からっ！


　　十位は……


　　不ふ肖しようこの私、部下Ｓ！　三八五票！


Ｌ：いきなり自分からかいっ!?


作：（離はなれた場所の声を、かろうじてマイクが拾ひろってる）なんか手前ミソな……


Ｌ：うわびっくりしたっ！　心しん霊れい現げん象しようかっ!?


Ｓ：いやまあ……けど、九位とか十一位とかからの発表、というのも変ですし。


Ｌ：うむぅ……ま、いーわ。　それじゃあ続けて九位っ！


Ｓ：はいっ！


　　九位は、うれし恥はずかし人外魔ま境きよう、皆様ご存知白蛇のサーペントナーガ！　四五二票！


　　そして八位は、はたしていつか出番はあるのか!?　郷く里にの姉ねえちゃんルナ＝インバース　六二八票！


　　その上、七位につけたのは、ＴＶ『ＴＲＹ』のオリジナル、ヘソ出し細腰流し目の、半魔半竜ヴァルガーヴ！　得票数は九二八！


Ｌ：ほほぉう。このあたりは、九位と十位が入れ替わっただけで、あまり大きくは動かず、といったところね。


作：（ささやくように）……ヴァルガーヴの健闘……（後半の声はマイクで拾えない）


Ｓ：心霊現象はほっといて。


　　続く第六位はっ！


　　正せい義ぎ守ればそれでよしっ！　この巻の外伝でも活躍中の、空間湾わん曲きよく鋼こう鉄てつ粉ふん砕さい、


　　プリンセス・アメリア！　一三四〇票！


サクラたち：ぱちぱちぱちぱち……（拍はく手しゆ）


Ｌ：うあ。なんかまたわけのわからん団体連れてきてるし。


Ｓ：えー。それでは、セイルーン王立魔道図書館のアメリアさんの様子を中ちゆう継けいします。


　　レポーターの覇王将軍ノーストさん？


　　…………………………（しばし無音）


Ｓ：……ノーストさん……？


　　…………………………（さらに無音）


Ｓ：……えー、レポーターのノーストさん、どうやらつまみ出されてしまったようです。


　　ま、魔族ですからねぇ。


Ｌ：……いーのかそれで……？　覇王将軍……？　つーか魔族……


Ｓ：えー、アメリア嬢のコメントは無理なようなので、次に行きます。


　　第五位！　ガウリイに一歩届かず！　基本はクールでちょっとおちゃめな魔道戦士


　　ゼルガディス！　二〇七七票！


サクラたち：ぱちぱちぱちぱち……


Ｓ：ちなみにゼルガディスさんは、残念ながら現在所在不明のため、レポートはできませんでした。


　　そして四位は！　リナさんメシはまだかいのぅ！　リナの保護者の天才剣士


　　ガウリイ＝ガブリエフ！　得票数二三七九票！


サクラたち：ぱちぱち……


Ｌ：それはもーいーからっ！　作者あんたもっ！　うっとーしーからこっち戻ってきなさいっ！


作：おっしゃぁぁぁぁっ！　復ふつ活かつぅぅぅぅぅっ！


Ｌ：なんかいきなし元気だし……まーいーわ。次行きましょ。次。


Ｓ：えー。ちなみにガウリイさんは、まともなコメントが取れそうにないと判断し、インタビューは割かつ愛あいさせていただきます。


作：……ひでぇ……


Ｓ：そして三位はっ！


　　ついに来た来た今日の日がっ！　念ねん願がんのベスト・スリー入り達たつ成せい！


　　我われ等らがアイドル闇やみの母！　傲ごう岸がん不ふ遜そんなあとがき女！　Ｌ様！　四一八四票！


Ｌ：わーい[image: ]　ひゅーひゅー[image: ]　……って、今、どさくさにまぎれてサラっと何か……


Ｓ：どーですか？　一位にはなれなかったものの、トップ・スリーに入ったご感想は？


Ｌ：……あ……えー、そーねぇ……


　　（以下、コメント七百八十六時間分カット）……てなところかしらねー。


　　……ってちょっとっ！　なんであたしのコメントカットされてんのよっ!?


Ｓ：……いや……さすがにスペースが……


Ｌ：そーゆー場合は本文削けずってでもコメント載のっけるのが誠せい意いっつーもんでしょーがっ！


作：どーゆー誠意だ。それは。


　　……でもって……


　　二位は!?


Ｓ：はいっ！


　　ついに来た来た今日の日がっ！　汝なんじ、敗やぶれたり！　リナ＝インバースっ！


　　得票数五一四七！


作＆Ｌ：をををををををををををををっ！


Ｓ：『人気投票で主人公が一位をキープし続けることはできない』というセオリー、打だ破はならずっ！


　　それでは今の心境を、西中島南方に傷しよう心しん旅行中のリナさんに聞いてみましょうっ！


　　中継どうぞっ！


リナ：……ふっ……


　　ま、人間、いつまでもトップを張りつづける、ってわけにはいかないもんね。


　　一位になったからって、別に賞金とか出るわけじゃないからいーけど……


　　二位になっただけでも上等、感かん謝しや感謝、とゆーことで。


Ｓ：以上、焼き肉屋でキムチチャーハンヤケ食い中のリナ＝インバースさんでしたっ！


　　実はやっぱりそーとーくやしかったみたいですねー。


作：……とゆーことは……


Ｌ：一位はやっぱし!?


作：石の下にはりついてる変な虫!?


Ｌ：そんなわけあるかぁぁぁぁっ！


　　……まあ、そーゆー展開は、確かにある意味スレイヤーズらしくてスゴいとは思うけど……


Ｓ：というわけで第一位！


　　怪あやしい笑え顔がおで悪逆非道！　悲かなしい中間管理職！　みんなのアイドル、獣神官プリーストゼロス！


　　六三五九票っ！


作＆Ｌ：うおおおおおおおおおおおおおおっ！


Ｓ：それでは早速中継をっ！


　　尼あまが崎さきセンタープール前出張中のゼロスさん！


作：……こやつら……一体どこに……って、場所知ってるけど……俺……


ゼロス：いやぁ。はっはっは。すごいことになっちゃいましたねぇ。これは。


　　正直、あのお方を差し置いて、というのが、ちょっぴり身の危険を感じたりもするんですが……


　　まあそれはとにかく、これも投票してくださったみなさんのおかげ。お礼に、ご要望の際さいには、苦しまないように滅ほろぼしてさしあげますのでよろしく。


作：……あんましおめでたくないコメントだネ。（ちょっと引いてる）


Ｌ：……まあ……魔族だし……


Ｓ：ちなみに、十一位以下は、


　　十一位、ＴＶ『ＴＲＹ』のフィリア、以下、覇王将軍ジエネラルシェーラ、魔竜王カオスドラゴンガーヴ。


　　冥王ヘルマスターフィブリゾ、十五位シルフィールと続きます。


　　そして獣王グレーター・ビーストゼラス＝メタリオム、刃物マニアのレミーに作者。


　　映画のサリーナに、二十位ルーク。


　　参考までに、二十位のルークの得票数は一四五票、となってます。


　　ちなみに、二十一位が、ルークとは十数票の差で、映画の「ぴこぴこリナちゃん」になってますから、集計期間があと少しずれてたら、二十位前後はかなり変動していたかもしれませんねぇ。


作：うむぅ。なるほど。


　　やはり第二回と違って、アンチによるマイナス票が入らなければ、ゼロスは圧倒的でしたか。


Ｌ：んーむ。どーやらあたしの固定ファンとかも、よーやっとついてくれたみたいね。


作：犬猫とかも中にいるけど。


Ｓ：ともあれこれで、無事に終わりましたね。第三回人気投票。


　　（Ｌ・にっこりほほえみ、ふりむいて）


Ｌ：とゆーことでぇ。


　　投票中間集計の時は、『投票終わるまで手ぇ出せないだろう』とかって、いろいろ言ってくれてたわよねー[image: ]あんたら[image: ]


作：……[image: ]……！


Ｓ：お……おぼえてらしたんですかっ!?　まだっ!?


Ｌ：まあねー[image: ]


作：……ってちょっと待てっ！


Ｓ：そ……その手になさった金ノコギリは……？


Ｌ：何に使うんだと思う[image: ]


作：ひ……ひょっとしてオ……


　　ぷつっ。


　（放送の切れる音。しばしの沈ちん黙もく）


　　ぷちっ。


Ｌ：そいじゃあみなさん、「第三回スレイヤーズ人気投票」、長きにわたっておつきあいありがとーございました


　　じゃ、また次のお話でー


　　（にこにこ笑顔で手を振るＬ。ほかの二人の姿はなく、声ももはや聞こえない。


　　風の中に、鉄サビにも似たにおいが混まじって──）


　　──幕まく──







あとがき：おしまい　　
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